















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　Contents







プロローグ

第一話　隣の席の彼女

幕間　海音寺美優

第二話　郷土研へようこそ

幕間　代々木春菜①

第三話　鎌倉を和服で

第四話　エノシマ作戦

幕間　代々木春菜②

第五話　絶体絶命の彼女

第六話　彼女は羽ばたく

エピローグ















　高校一年の夏だった。

　僕は彼女に心を奪われた。

　八月の半ば、はじめて東京を訪れたときのことだ。

　目当ては真夏の大いなる祭典。要するに、同人誌即売会である。

　しかし、会場にたどり着いた時点で心が折れた。黒山の人だかりなんて言葉があるけれど、それが延々と続いていたのだ。

　僕のようなインドア派にとって、人ごみは毒の沼に等しい。一歩進むごとに、ゴリゴリと体力を削られていった。

　さらに悪いことには、開幕と同時に、目当てのサークルの前には客が殺さつ到とう。大行列ができた。三十分ほど並んだ末、もうすぐ僕の番だと思っていたら、「売り切れました！」と残ざん酷こくきわまる宣せん告こく。高い交通費を払ってまで、なにをしに来たんだか……。

　そんな最悪の状況で、僕は彼女を見つけた。




　衝撃的だった。

　幻想的なシャイニー・ピンクの髪。

　きらきらと輝く瞳ひとみはエメラルド・グリーン。

　しなやかな長身を包むのは、純白を基き調ちようとするゴシック・ロリータ風の衣い装しよう。

　右手には、魔術師の杖つえを思わせる魔ま導どう兵へい器き……。

　彼女は物語のキャラクターになりきっていた。

　周囲には、やはり人気作品のキャラクターに扮ふんした人たちが集まっていた。そこにカメラマンが詰めかけ、熱心に撮影していた。

　そこはコスプレ撮影会のエリアだった──。




　後になって知ったことだけど、僕が目を奪われた彼女は、その日にデビューしたばかりの新人だった。

　──μミユー。

　それが彼女の名前コスネーム。

　あれ以来、僕は彼女に夢中になった。どうして彼女の存在がこんなにも心を打つのか、自分でもよくわからない。

　きっと僕の心には、自分一人では修復不可能な穴が、ぽっかりと空いていたのだろう。ピースがひとつだけ欠かけたパズルのように。

　……などと言うと、まるで過去に不幸な経験をしたかのように思われるかもしれないけど、べつに特筆に値するような体験をしたおぼえはない。

　良く言えば平穏無事、悪く言えば代わり栄えがしない。それが僕の人生だった。そんな普通すぎる人生こそが、心に穴が空いた原因なのかもしれない。

　彼女を一目見た瞬間、心が満たされた気がした。

　失われていたピースを、見つけてしまったのかもしれなかった。




　あの夏にデビューして以来、彼女の人気はうなぎ上りだった。

　彼女の写真は、またたく間にネット上に拡散した。

　ところが、信者たちの熱い支持に対して、彼女自身は大人しいものだった。きっと無欲な人なのだろう。ネットを利用した宣伝活動などは一切しなかった。ファンメールの送り先なども公開していない。

　結局、僕にできることといえば、彼女の画像を一枚でも多く探しあて、保存することくらいだった。

　それはそれで悪くなかった。

　彼女の画像を眺ながめているだけでも、心が癒いやされたから。




　僕にとって、彼女はあくまでもアイドルだった。

　これから先も、ずっとそうだと思っていた──。
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　やっと昼休みになった。

　誠せい櫻おう大学、市ケ谷キャンパスの学生食堂は、ボードレール・タワーと呼ばれる校こう舎しやの地下一階にある。

　受験のとき、このタワーを目の当たりにしたときは、度ど肝ぎもを抜かれたものだ。校舎と聞いてだれもが思いうかべそうなイメージを、軽々と超ちよう越えつしている。

　この時間帯、当然ながら学食は混雑していた。

　僕は人ごみが苦手だ。

　一人なら、どこかでパンと飲み物でも買うんだけど、文学部で知り合った友人たちが、どうしても学食がいいと主張した。

「カツカレーがすげぇうまいんだ。えっ？　高たか幡はた君、まだ食べたことないの？」

「あれは一押しだよ」

　というわけで、三人で学食を目指したのだった。

　カウンターでカツカレーを注文し、レジへむかう。長ちよう蛇だの列れつだ。やっと自分の番が回ってきた。支払は電子マネー。スマホをレジのセンサーにかざす。ようやくフロアに移動できた。

　途と方ほうに暮れた。ぱっと見た感じ、満まん員いん御おん礼れいにしか見えない。席を探してうろうろしている間に、カレーが冷めたら残念だなあ……と思っていたら、目の前で六人のグループが席を立った。

「よっしゃ！」

　すかさず友人たちが動く。僕もつづいた。

　椅い子すに座ったとたん、人ひと心地ごこちがついた。

　スパイスの香りが食欲をそそる。揚げたての豚とんカツを載せたカレーは、まだ衣がジュワジュワと音をたてていて、見るからにおいしそうだ。

「いただきます」

　早速、一口食べてみると──。

「おっ、たしかにうまい！」

　感動している僕をよそに、友人たちはサークル活動について話していた。「どこに入るか決めた？」「いや、まだだけど」「俺はテニスかな」「どうせ目当ては女だろ？」

「当然！」……そんな感じで、二人は大いに盛りあがっている。

　桜の花びらが舞う季節、キャンパス内ではサークルの勧誘活動が盛んだ。校庭を歩いていると、いろんなサークルの先輩たちから声をかけられる。

「高幡君は、もう決めた？」

　と、僕にも質問が回ってきた。

「いや、まだ具体的には……。できれば漫画やアニメに関係するサークルがいいなと思ってるけど」

　僕は堂々と答えた。

「へえ。高幡君、オタクなんだ」

「キレイめな格好してるし、全然そんなふうには見えないけど」

　二人は意外そうに僕を見た。僕が苦笑したそのとき、

「あっ、陸りく生お！　ここ空あいてる？」

　突然、声をかけられた。

　芯しんが強くて、ぽんぽんと弾はずむような、耳になじんだ声。

　びっくりして見上げると、トレイを手にした春はる菜なが微笑ほほえんでいる。背後に二人の女子を連れていた。

　僕たちが着いたテーブルには、まだ三つの空きがある。

「なんだ、春菜か。もちろん空いてるよ」

　そう答えると、春菜たちはパズルゲームのブロックみたいに、あっと言う間に空席を埋うめた。

「なあ、いま名前で呼びあってたよな？　もしかして、高幡君の彼女？」

　友人が興きよう味み津しん々しんといった顔で、たずねてきた。

「そんなんじゃないよ。中学と高校が同じだっただけで」

　僕は正直に答えた。

「そうそう、腐くされ縁えんってやつだよね」

　春菜は屈くつ託たくなく笑うと、割わり箸ばしをパキッと割った。僕の予想通り、きれいに割ることはできなかった。

　昔から、春菜は割り箸を割るのが下手くそなのだ。
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　代よ々よ木ぎ春菜と知り合ったのは、中学二年の四月──新学期の初日のことだった。

　始業式を終えたあと、教室では各種委員を決めるための話し合いがつづいていた。

　学級委員をはじめ、ほぼすべての委員が決定したあと、最後に残ったのが図書委員だった。立候補もなければ、推すい薦せんもなかった。

　しかたなく、担任が適当なあみだくじを自作して、決めることになった。結局、僕と春菜が選ばれた。

　図書委員というつながりができたとはいえ、最初のうちは事務的なことしか話さなかった。共通の話題といえば、委員会の仕事に関することくらいだったのだから、無理もない。

　一学期の終わりのことだった。図書整理のため、膨ぼう大だいな数の段ボール箱を運うん搬ぱんさせられる羽は目めになった。書籍を詰めこんだ箱は意外に重たく、真夏の強烈な陽ひ射ざしと相まって、図書委員たちは汗水を垂らしながら作業しなければならなかった。

　図書準備室と昇降口を何往復もさせられた僕は、日頃の運動不足がたたって、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた。

　次の荷物を運ぶべく、図書準備室にもどろうとしたとき、階段の踊り場で春菜とすれ違った。彼女は大きな段ボール箱をかかえながら、危なっかしい足どりで階段を下りているところだった。

　大変そうに見えた。女子が一人で運ぶような荷物じゃないぞ、と思った。

　手を貸そうかと思った矢先、春菜の上体がぐらりと揺れた。まるで荷物の重さに引っぱられたかのように──。

「──!?」

　ものすごい勢いで、段ボール箱が階段を転がり落ちていった。ガムテープによる封が不完全だったらしく、大量の書籍が床にぶちまけられた。

　やがて静せい寂じやくがもどった。

　僕は春菜の腕をつかんだまま、硬直していた。

　春菜も無言のまま、眼がん下かの惨さん状じようを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「大丈夫？」

　僕の声は、かすれていたと思う。

「あっ、ありがとう……」

　我に返った春菜は、あわてて礼を言った。

　ずっと彼女の腕をつかんでいたことに気づいて、僕はあわてて手を放した。

　その後、僕たちは散らばった本を段ボール箱に入れ直した。箱は僕が一人で運ぶことにした。実際に持ちあげてみると、案の定、とんでもない重さだった。

　あの出来事がきっかけで、春菜は僕に話しかけてくるようになった。いつしか女子でただ一人、友達と呼べる存在になった。

　その後、彼女とは中三、高一、高二と同じクラスになった。ここまで来ると、腐れ縁と言ってもいいかもしれない。

　進級するにつれて、ひとつだけ困ったことができた。

　春菜が、僕の趣味に厳しい目をむけるようになったのだ。休日になるたびに、部屋にこもってアニメや漫画に夢中になるのは、不健康だというわけだった。

　以前は、僕が貸してあげた漫画を「面白かった！」と喜んでくれた春菜。だが、彼女は身体からだの成長とともに、心まで大人になってしまったのだろう。

　やがて「漫画ばっかり読んで！」とか「ゲームばかりして！」などと注意してくるようになった。まるで口うるさい母親のように。

　挙げ句の果てに、春菜は僕の服装にまで口を出すようになった。

　一昔前の僕は、眼鏡めがねをかけ、髪は寝ね癖ぐせだらけで、衣類は母親がバーゲンで買ってきたものばかり着ていた。先ほど友人から「キレイめな格好」などと評されてしまったけれど、これは春菜の教育的指導の賜たま物ものなのだ。

　眼鏡はコンタクトレンズに変え、髪は美容院でカットしてもらうようになった。衣類も春菜のアドバイスを参考にしながら、自分で買うようになった。僕自身は、いまでもファッションには大して興味がないのだけど。

　高一の夏、僕がμミユーに夢中になってからは、ますます口を酸っぱくして、僕からオタク趣味を取りあげようとした。彼女の画像を春菜に見せたのがいけなかったのかもしれない。

　僕としては、自分が感動した音楽を友達に紹介するような感覚だったのだけど、返ってきたのは冷たい反応だった。

　──コスプレイヤー？　バカじゃないの!?

　あんなに不機嫌な春菜を見るのは、はじめてだったと思う……。

　幸か不幸か、高三に進級した際のクラス替えを機に、春菜と会う機会は激減した。受験勉強の忙しさと相まって、いつしか疎そ遠えんになった。

　寂さびしい気持ちはあったけれど、顔を合わせるたびにオタク趣味を否定されるのは嫌だったし、むしろホッとした──というのが本音だった。

　ところが、卒業式の日。

　校舎内の廊ろう下かを歩いていたら、春菜に呼び止められた。

　言葉を交わすのは久しぶりだった。

　なんとなく気まずさを感じた僕とは対照的に、春菜は満面の笑みを浮かべた。

　──合格おめでと！　実はね、あたしも誠櫻に受かってたんだよ！

　寝ね耳みみに水みずだった。

　日頃から安定した成績を維持していた春菜は、必死で受験戦争を戦っていた僕を尻しり目めに、一足先に推薦入学を勝ち取っていたのだった。
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　女子三人が加わったあとも、話題はもっぱらサークル活動についてだった。

「陸生は、もう決めたの？」

　と、春菜がたずねてきた。

「漫画かアニメの研究会かな」

「駄目だよ、陸生！　サークルで仲間たちと一緒にどっぷりハマったりしたら、後戻りできなくなるよ？」

　予想通り、春菜は猛もう然ぜんと反対した。

「べつにかまわないよ。好きなんだし」

「駄目ったら駄目！」

　春菜は眉まゆをつり上げて、僕をにらんでいる。

　昔とちがい、ほんのりと化け粧しようをしていることに気づいた。服装も洗せん練れんされている。髪型も変わった。中学、高校と、ずっとショートカットで通していたのに、いまは肩先まで伸ばしている。

　たしかに春菜のはずなのに、春菜じゃないみたいだ……と思った。

「あっ、そうだ！」

　春菜が突然、バッグから一枚の紙を取りだした。

「あたしね、このサークルに興味あるんだけど」

　目の前に突きだされた紙は、Ａ４サイズだった。

[image: ]

　しかたなく、僕は受け取った。

　どうやらサークルの勧誘ちらしのようだ。

　タイトルは「誠櫻大学　郷きよう土ど史し研けん究きゆう会かい」。入学以来、この手のちらしはあちこちで配布されているので、珍しくもなんともなかった。

「郷土史研究会ね……」

　さっと紙し面めんに目を走らせた。

　郷土史の研究を名目にしているけれど、その実態は旅行サークルのようだ。

　運動系にも文化系にも興味はないけれど、サークル活動を通じて大学生活を楽しみたいという学生に、打ってつけのサークル──といったところか。

　要するに、これは「出会い系」のサークルじゃないのだろうか？　余白には手書き文字で、「当サークルには〝縁えん結むすびの神様〟が宿っています」などと記されている。

「……で、どうしてこんなものを僕に見せるんだ？」

　僕はいやな予感をおぼえながら、たずねた。

「今夜ね、このサークルに興味がある新入生を集めて、コンパをやるらしいの。良かったら、一緒に行ってみない？」

「僕を誘わなくても、友達と行けばいいだろ？」

「だって、あたしの友達は体育会系ばっかりなんだもん」

「春菜だって、そっちじゃないか。ソフトテニス部だったし」

「日焼けするのがいやだから、テニスはもうやめたの！」

　春菜は怒ったように答えた。さらに「どうせ暇なんでしょ？」と付け加える。

「いや、そこまで暇じゃない。春アニメを消化しなくちゃいけないんだ。東京は受信チャンネルが多いから大変だよ」

「あんた、それが目当てで東京の大学にしたんじゃないでしょうね……？」

「いくらなんでも、それはない！」

　思わず口調を強めてしまった。そろそろ切りあげておかないと、周囲から「ウザい」と思われてしまいそうだ。

「──あっはっは！」

　と、春菜の隣席に着いていた女子が、急に大笑いした。

「オタクの道を突き進みたい旦だん那なと、なんとか脱オタさせたいと思ってる嫁よめってところかな？　はいはい、ごちそうさま！　夫ふう婦ふ喧げん嘩かなら、よそでやってよね！」

　たちまち、みんなはドッと笑った。

「ちっ、ちがっ……同どう郷きようのよしみってだけだよ！」

　春菜は真っ赤になって、友人の言葉を否定した。

　あいにく、みんなはニヤニヤ笑いを引っこめようともしなかった。

　高校時代にも、こうした誤解を受けたことは何度かあったので、僕自身は慣れっこだった。
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　会場は、市ケ谷キャンパスの付近にある居酒屋だった。団体客むけの座ざ敷しきで、ちょうど郷土史研究会のコンパがはじまっていた。

　全部で二十名くらいだろうか。主しゆ催さいした先輩たちは数名で、残りはご飯が目当ての一年生ばかりのようだ。

「本日は、郷土史研究会のコンパにお集まりいただきありがとうございまーす！　会長の輝てる永なが湖こ姫ひめと言います。こう見えて、経営学部の三年生です！」

　元気いっぱいに挨あい拶さつをした会長さんは、中学生だと言っても通用しそうなくらい、童顔で小柄な人だった。

　──結局、来てしまった……。

　自然と溜ため息いきがもれた。

　その気になれば、断ることだってできたはずだ。ただ、今日の昼間、春菜に対して少々きつく当たってしまったことが、喉のどに刺さった小骨のように気になっていた。

　友達が見ている前で、あんなふうに口喧嘩をしてしまった。おとなげなかったと思う。春菜の誘いに応じてしまったのは、そんな罪悪感があったからだ。

　もちろん、このコンパに参加したからといって、入会を迫られるようなことはないだろう。自分に合わないと思ったら、断ればいいのだ。タダ飯を目当てに、この手のコンパに顔をだす新入生も少なくないと聞く。太い神経だと思う。

　意外だったのは、先輩たちの雰囲気だ。

　失礼な話、僕は郷土史研究会とやらに対して、「チャラチャラした連中が集まる出会い系サークル」というイメージを抱いていたのだけれど、そんな様子は微み塵じんもない。先輩は礼儀正しい人たちばかりだった。

　先輩たちが懇切丁寧に説明してくれたおかげで、郷土史研究会がどのようなサークルなのかは、だいたい把は握あくできた。

　コンセプトは「みんなで楽しく旅行をしよう」。別段、本気で郷土史の研究に取り組むようなサークルではないそうだ。

　また、いろんな学部の先輩たちが所属しているので、授業のノートや試験の過去問の提供など、入会することで得られるメリットは豊富だという。

　そのほかにも、いろいろと説明してもらえたのだけど、やはりインドア派の僕にとって、旅行を目的とするサークルは、相性が悪そうだと思った。




　一時間ほどが経たったころ、席替えが行われた。

　春菜とは席が離れてしまったが、そのほうがいいだろう。僕とばかり喋しやべっていたのでは、参加した意味がない。

「どう、楽しんでる？」

　突然、正面の席から話しかけられた。例の可愛かわいらしい会長さんだった。

「はあ、まあ……」

　僕は曖あい昧まいな返事をした。こうして至近距離から見ると、本当に幼い。実は中学生だけど、飛び級で大学に入りました──なんて言われたら、素直に納得してしまいそうだ。

　ひとつだけ気になることがあったので、たずねてみることにした。

「あの、聞いてもいいですか？」

「なにかな？」

　会長はまぶしいほどの笑顔を浮かべた。

「勧誘のちらしに、『縁結びの神様が宿っています』とありましたけど、あれはどういう意味なんです？」

「良かったぁ！　やっと聞いてもらえたよ～！」

　その質問を待ってました──とばかりに、会長は身を乗りだした。

「実はね、このサークルでの出会いをきっかけに、結婚までたどり着いたＯＢがとっても多いの！　郷土史研究会が設立されてから、今年で二十年目になるんだけどね。なんと、二十九組もの夫婦が誕生したんだよ！」

「へえ……それはすごいですね」

　僕は素直に感心すると同時に、いかがわしさこそないものの、出会い系サークルという側面があるのは事実だな、とも思った。

　そのとき、会長の手元に置いてあったスマホが、ブルルッとふるえた。

「あっ、ごめんねー」

　会長はスマホを手に取ると、席を外した。

　おもしろそうな人なので、もう少し話を聞いてみたかったけど、用事ができたのならしかたがない。そもそも、僕はこのサークルに入るつもりなどないのだから、余計な会話はつつしむべきだろう。

　せめて同どう好こうの士しがいれば、僕だって饒じよう舌ぜつになるのだけど。残念ながら、アニメや漫画を話題にしている人などは、一人もいなかった。
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　急に会話が途絶えたなあ……と痛感する。

　僕の背後と左隣は壁だ。お向かいに座っていた会長は、先ほど席を外した。右斜め前も空席だ。それなら、右隣はと言うと──。

　なんとも地味な女子が座っている。

　黒縁の眼鏡は野や暮ぼったく、小さな顔に対してゴツすぎる印象もあり、まるで眼鏡が本体だと言わんばかり。

　髪は左右に分けて三つ編みにし、胸の前に垂らしている。いわゆる「お下げ髪」だ。

　服装は、春用のカーディガンにブラウス、そしてジーンズ。地味ながらも上質感がある。少なくとも、そこらへんの格安量販店で売っているような代物ではなさそうだ。

　先ほどから、彼女はずっとスマホの画面をのぞいてばかりで、一言も話さない。僕と会長が話していたときも、まったく関心を示さなかった。

　──彼女の名前……なんだっけ？

　たしかコンパがはじまった直後に、一人ずつ簡単な自己紹介をしたのだけど、すっかり忘れてしまった。

　彼女がちゃんと自己紹介をしたのかどうかさえ、記憶にない。失礼な話、あまりに地味すぎて、気にも留めなかったのだろう。

　かたくなにスマホをいじっている姿は、他人の干かん渉しようを全身で拒絶しているように感じられた。まるでハリネズミのようだ。

　郷土史研究会に興味がないのなら、どうして参加したのだろう？

　もしかしたら、彼女も僕と同じで、友人に引っぱられて来たのかもしれない。そして、席替えを機に、友人と離れ離れになってしまった……とか？

　そう思うと、彼女に対して共感めいた気持ちを抱いた。

「このサークル、どう思う？」

　思わず問いかけてしまったのは、そんな共感に背中を押されたためだろう。

「えっ？」

　彼女は怪け訝げんそうに顔を上げた。僕の顔をまじまじと見つめてくる。奇特な人間を見るような眼まな差ざしだった。

　見れば見るほど地味な女子だと思った。だけど、眼鏡のレンズごしに確認できた目ま蓋ぶたは、きれいな二重である。しかも睫まつ毛げが長い。スッと通った鼻び梁りようや、あごの形は、精せい巧こうな人形のように整っている。

　肌が抜けるように白いことにも、おどろかされた。こんなにきれいな肌の女性を間近で見るのは、はじめてだった。

　少しばかり気け圧おされながらも、僕は自己紹介をした。

「えっと、僕は文学部の高幡陸生と言います」

「……国際関係学部、海かい音おん寺じ美み優ゆ」

　一応、名のってはくれたものの、むすっとしたままだ。

「カイオンジさん、か。どんな字を書くの？」

「海、音、寺」

「カッコいいね。うらやましいよ」

「そう」

　気のない返事だった。自分の投げたボールが、まったく届いていない感覚とでも言おうか。

「漢字三文字の姓せいって、カッコいいのが多いと思うんだ。伊い集じゆう院いんとか、西さい園おん寺じとか。そうだ、真ま鉄がね堂どうなんかも独特なカッコ良さがあるね」

　僕が「真鉄堂」という姓を挙げた瞬間、彼女ははじめて顔を上げ、僕を見た。だけど目が合ったとたん、すぐに視線を逸そらした。

　と、海音寺さんはさりげなく、背後に置いていたバッグをスッと引き寄せた。ぱっと見た感じは地味だけど、高級そうなバッグだった。
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　彼女は僕の目から遮るように、そのバッグを身体の脇わきに移動させた。ただそれだけだった。その行為がなにを意味するのか、さっぱりわからない。僕にバッグを盗まれるとでも思ったのだろうか。だとしたら、ショックなんだけど……。

　やっぱり、無ぶ遠えん慮りよに話しかけたのが良くなかったのだろう。しつこい男だと思われる前に、大人しく撤退するのが吉だと思った。

「あっ……」

　と、なぜだか海音寺さんの口から、おどろいたような声がもれた。先ほど移動させたバッグを、食い入るように見つめている。

「どうかした？」

「な、なんでもない！」

　海音寺さんは我に返ると、ふたたび僕の視界からバッグを遠ざけようとしたのだけど、その瞬間、ちらりと異物が目に入った。

　お上品なバッグのサイド部に、なにかがぶら下がっていた。

　キーホルダーの金具のようだった。残っているのは金かな具ぐだけで、肝かん心じんの本体部分は失われていた。

　チェーンが切れたせいで、本体部分をどこかに落としてしまったのだろう。それに気づいたからこそ、彼女は声をあげてしまったのだ。

　街中で落としたのであれば、回収は困難だろう。が、落としたのが店内であれば、見つかる可能性は充分にある。

「キーホルダー、落としたの？　良かったら一緒に捜さがすけど」

　余計なお節せつ介かいかもしれないと思いつつも、たずねてみた。

「……安物だし、べつにいいから」

「その割には、ショックを受けてるみたいだけど」

「本当に、気にしなくてもいいから」

　淡々と応じつつ、海音寺さんは席を立った。

「どこに行くの？」

　返事はなかった。彼女は座敷を下りると、あっと言う間に見えなくなった。随分と早足だった。やっぱり安物というのは噓で、大事なものなんだろう。

　それにしても、変わった女の子だ。まあ、いきなり話しかけたりしたものだから、警戒されてしまったのだろう。

　そのとき、左足がなにかを踏んだ。

「……ん？」

　食卓の下に潜りこみ、掘りごたつの底に手を伸ばしてみる。

　この体勢は、結構きつい……下手をすると腕を痙つりそうだ。

　やがて、指先が金属らしい物体に触れた。なんとか拾いあげてみると、ペンダント・トップのような装飾品だった。

　十字架の中心部に、深しん紅くの水すい晶しようが嵌はめられている。かなり精巧な造りだ。

　と同時に、強烈な既き視し感かんをおぼえた。

「あれ？　もしかして──」

　その瞬間、海音寺さんがなにを隠そうとしていたのか、僕は理解したのだった。
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　それから五分ほどして、海音寺さんはもどってきた。

「…………」

　彼女は無言のまま、悄しよう然ぜんと肩を落としている。

「はい、これ」

　彼女を喜ばせたくて、僕は落とし物を彼女の前に置いた。

「えっ？」

　海音寺さんは愕がく然ぜんとした。

「そこに落ちてたよ。灯台もと暗しというやつだね」

「そ、そうなんだ……ありがとう」

「そのキーホルダー、真鉄堂輝かぐ夜やが変身するときに使うペンダントだよね？」

　思いきってたずねてみた。

　海音寺さんが捜していたキーホルダーは、僕が中学生だったころに放映され、大人気を博したアニメの関連グッズなのだ。わざわざグッズを買うくらいだから、海音寺さんもあの作品のファンにちがいない。

　しかし、彼女は自分の趣味を周囲に知られたくはないらしい。

　先ほど僕が「真鉄堂」という姓を口にしたとたん、彼女はこのキーホルダーが僕の目に入らないよう、さりげなくバッグを移動させた。そして、紛失に気づいたのだ。

「こっ、これは、その……友達からのプレゼント！　そう、プレゼントなの！　詳しくは知らないから！」

　海音寺さんは目を白黒させながら、言い訳がましいことを口にした。

「べつに隠すことないと思うけど。あの作品なら僕だって大好きだし」

「わっ、わたしは別に、そういうんじゃなくて──」

　海音寺さんはよほど焦あせったのか、手近なグラスを引っつかむと、一気に呷あおった。

　真っ白な喉が、何度も波打つ。

　どんっ！　と勢いよく、彼女は卓上に空っぽのグラスを置いた。そしてテーブルに突っ伏すと、右の頰ほおを下にした。

　とろんとした眼めが、僕の顔を見つめた。

　なんだか様子がおかしい。

　頰が紅こう潮ちようしているし、眼鏡ごしに見える瞳はじっとりと潤んでいる。あんなに地味で、お堅い印象だった彼女が、いまでは恐いくらいに色っぽい。

「あれ？　ひょっとして──」

　ようやく僕は気づいた。

「いま飲んだの、お酒なんじゃ……」

　そう、海音寺さんが衝動的に手に取ったのは、先ほど席を外した会長が放置したグラスなのだった。

「う～ん……なんだか暑い……」

　海音寺さんはダルそうにつぶやくと、三つ編みを無む造ぞう作さにほどいた。束縛を解かれた黒髪が、ふわりと広がって、背中のラインに沿って流れ落ちた。

　つづけざま、彼女はカーディガンを乱暴に脱ぎ捨てた。さらには、ブラウスのボタンを外しはじめる。第一ボタン、第二ボタン、さらには第三ボタン……豊かなふくらみの谷間と、白い下着がちらりとのぞく。

　着き痩やせするタイプなのだろう。ずっと気づかなかったけれど、彼女は立派な胸の持ち主だった。

「そっ、それ以上はまずいって！」

　世の中には、酔っぱらうと服を脱ぎだす人がいるなんて聞いたことがあるけれど、そんなのはフィクションだと思っていた。だけど海音寺さんは、そういうタイプなのかもしれない……。

「う～ん……」

　と、海音寺さんがグッと身を乗りだしてきた。思わず胸の谷間に目がいってしまう。見てはいけないと思いつつも、男のサガの悲しさか、目を逸らせなくなってしまう。なんて柔らかそうな……。

　そして、彼女は僕にべったりと抱きついてきた。

「──!?」

　花のように甘い香りに包まれた。シャンプー由来だろうか。その香りのせいで、僕までが酔っぱらってしまいそうだ。

　僕は焦った。この体勢は心臓に悪い。悪すぎる。これが男の酔っぱらいなら、強引に引き離すこともできるんだけど、相手は華きや奢しやな女の子。手荒な真ま似ねはできない……本当に困った。

「ふにゃあ……」

　と、海音寺さんは子猫のような声をもらすと、ますます僕に身体を密着させてきた。

　豊かな乳ち房ぶさのふくらみが、僕の胸板に当たっているのがわかる。いくらなんでも、これはまずい。

　不ふ肖しよう、高幡陸生──こんなふうに女子と密着したのは、もちろんはじめてのことだった。理性が吹っ飛んでしまいそうだ。

「……ねえ。なにをしてるのかな？」

　と、テーブルのむこうから声がかかった。

　いつの間にか、会長が正面の席にもどっていたのだ。

　笑ってはいるものの、なんだか恐い雰囲気が漂っている。

「これは……その……えっと……」

　第三者から見れば、男女が抱きあっているようにしか見えないだろう。

　異変に気づいて、いつしか、他のみんなの視線も僕と海音寺さんに集中していた。

　ざわざわ……と、いぶかしむようなささやき声が聞こえてくる。

「陸生!?　あんた、なにやってんのよ！」

　と、離れた席から春菜の叱しつ責せきが飛んできた。憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうだ。いや、これは不可抗力であって……。

「美優！　大丈夫!?」

　と、背の高い女性がこちらに駆けよってきた。

　目の覚めるような金髪が視界に入った。瞳ひとみは淡いブルーだ。一瞬、外国人かと思ったけれど、それほど彫ほりが深いわけではない。

　ハーフ、あるいはクォーターだろうか。背がすらりと高く、全体的にきらきらしていて、華がある。どうやら海音寺さんの友達らしい。

　金髪の彼女は膝ひざをつくと、海音寺さんの肩をつかみ、僕から強引に引き剝はがした。そして、僕こそがすべての元げん凶きようだと言わんばかりに、キッと睨にらみつけた。

「あなた、どういうつもり!?」

　金髪美女は烈れつ火かのごとく怒っている。

「いや、その……彼女がまちがってお酒を飲んだらしくて！　そしたら、ものすごく酒癖が悪いみたいで……」

　僕は泣きそうになりながら説明した。

「あっ、ほんとだ。わたしの梅サワーがなくなってるね。ごめんね、わたしがまぎらわしい場所に放置してたから……」

　そう言って、会長が空っぽのグラスを手に取った。

「本当に、あなたが飲ませたわけじゃないのね？」

　金髪美女は、なおも疑っている様子だった。

「本当です！　信じてください……！」

　そのときだった。

「うーん……」

　と、友人の腕のなかで、海音寺さんが苦しげにつぶやいた。

「大丈夫、美優？　気分はどう？」

　金髪美女は心配そうにたずねながら、海音寺さんの背中を撫なでさすった。

「き……気持ち悪い……」

　いつの間にか、海音寺さんの顔は真っ青になっていた。

「は、早くトイレに連れてったほうがいいかも……！」

　と言って、会長が立ち上がった。

「わかりました」

　金髪さんもうなずいて、海音寺さんを抱きかかえたまま、立ち上がろうとした。が、酔っぱらいの介かい抱ほうになんて慣れていないのだろう、ぐらりと体勢を崩してしまう。

「あっ……！」

「危ない！」

　僕はとっさに、海音寺さんの背中を抱き留めた。その拍子に、黒縁眼鏡が畳たたみの上に転がった。乱れ髪がふわりと垂れ下がり、彼女の横顔を覆いかくした。

　一方、金髪さんは尻しり餅もちをついただけですんだようだ。こんな失態を犯したことを、心底、悔やんでいる様子だった。

「えっと、僕も手を貸しましょうか？」

「……そうね。お願いできるかしら」

　意外にも、金髪さんは素直に応じた。

　結局、会長さんが先導し、僕と金髪さんが両脇から海音寺さんを支えながら、化粧室まで運ぶことになった。
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　間接照明の効果で、通路は薄暗い。なんとか化粧室の前にたどり着くと、金髪美女が僕に声をかけてきた。

「ありがとう、助かったわ。あなたは先にもどっててくれる？」

　彼女の言いたいことは理解できた。ここから先は女子だけに任せろというわけだ。

「わかりました」

　僕はうなずくと、きびすを返した。自分の席にもどる途中、春菜が僕の袖そで口ぐちを引っぱった。そして、小声でたずねた。

「大丈夫だった？」

「ああ。あとは会長さんたちに任せた」

　僕は答えると、自分の席にもどった。畳の上に、海音寺さんの黒縁眼鏡が転がったままになっていた。だれかが踏んづけてしまったら大変なので、拾いあげた。

　レンズは無事だし、フレームにも問題はなさそうだ。よく見ると、レンズに度が入っていないことに気づいた。どうして伊だ達て眼鏡を？　とふしぎに思った。

　しばらくして、会長さんがもどってきた。背後には海音寺さんと金髪美女の姿もあった。吐いてすっきりしたのか、海音寺さんは自分の足で歩いている。

　その姿を見て、僕はホッとした。大事に至らなくて、本当に良かった。

　やがて海音寺さんは、僕の隣席にもどってきた。乱れた髪を両手でしきりに整えながら、気まずそうに沈黙している。

　僕はタイミングを見計らって、声をかけた。

「はい、眼鏡」

「えっ!?」

　海音寺さんはハッとした。眼鏡を落としたことに、まったく気づいていなかったらしい。僕は苦笑しながら、眼鏡を手渡そうとした。

　彼女と目が合った。

　その瞬間、僕ははじめて、彼女の素顔を真っ正面から見つめたのだった。

　全身を電流が駆け巡ったかのような衝撃をおぼえた。

　いままで生きてきたなかでも、こんなにおどろいたのははじめてだった。

「……μ？」

「──!?」

　彼女は表情を強こわ張ばらせると、手早く眼鏡を装着した。

「な、なんのこと？」

　彼女は精一杯とぼけてみせたが、その態度こそが、真実を証明しているようなものだった。

「やっぱりμなんだね！」

「…………」

　彼女は押し黙っている。

「僕は彼女の画像を何百枚と見てきたんだ。見まちがえるはずがないよ！」

「ちょっと、落ち着いて！」

「落ち着いてなんかいられないよ！」

「静かに！　周囲に気づかれるわ……！」

　海音寺さんは僕をキッと睨みつけた。

　僕は我に返った。

　幸いにも、周囲はおしゃべりに夢中で、僕と海音寺さんの会話に注意を払っている様子はなかった。だけど、僕があのまま興奮しつづけていたら、まちがいなく気づかれていただろう。

「わたし、もう帰るから」

「えっ!?」

　まずい。ここで帰られてしまったら、元も子もない。

　ずっと憧あこがれていた彼女。

　手の届かない存在のはずだった彼女。

　その彼女が、目の前にいる。このままお別れしてしまったら、せっかく芽め生ばえかけた縁が、無む惨ざんにも断ち切られてしまう。

「……わたしが店を出てから三十分たつまで、動かないで」

　突然、彼女が耳もとでささやいた。

「えっ？」

「市ケ谷駅の改札口で待ってる」

　そう言い残すと、海音寺さんはバッグを手に立ちあがった。そして、会長と金髪さんのもとにむかった。

　三人の会話は聞こえなかったけれど、だいたいは想像できた。体調が良くないとでも言って、今日は退席すると断りに行ったのだろう。

　会長さんは、挨拶に来た海音寺さんを前に、申し訳なさそうに謝っている様子だった。

　一方、金髪さんは、海音寺さんの体調を本気で心配したのだろう。自分も帰り支度をはじめようとしたけれど、海音寺さんが押しとどめた。一人でも大丈夫だから、と言い含めている様子が伝わってきた。

　やがて、海音寺さんは一人で店を出た。

　僕はじりじりしながら、三十分がすぎるのを待った。

　これほど長い三十分間を経験したのは、はじめてだったと思う。

　……時間が来た。

　居ても立ってもいられず、荷物を手に席を立った。会長と春菜に「ちょっと急用が……」と断ってから、店を出た。そして駆けだした。
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　時刻は二十時を回ったころだった。

　僕は全速力でＪＲ市ケ谷駅をめざした。

　海音寺さんは、本当に改札口の前で待っているのだろうか。

　待っていなければ、たとえ同じ大学に通っているとはいえ、二度と会えない可能性もある……。

　通勤客の群れをかき分けるようにして、なんとか改札口前に着いた。

「そんな……！」

　だめだ。彼女はどこにも見あたらない。やはり、あれは僕から逃げるための方ほう便べんだったのだろうか──。

「──来たわね」

　と、背後から声をかけられた。

「海音寺さん！」

　僕は安心しすぎて、その場にくずおれてしまいそうになった。

「ついてきて。ただし、しばらくは他人のふりをして」

　僕の歓喜など意にも介さず、海音寺さんはずんずんと歩きだした。僕は彼女から距離を置きつつ、その背中を追った。

　海音寺さんが乗りこんだのは、ＪＲ中央本線だった。彼女は扉の脇に立った。僕自身は、彼女から少し離れた位置に立った。

　さりげなく彼女の横顔をうかがってみた。

　いまは野暮ったい黒縁眼鏡をかけている。髪をほどいたままにしているせいか、大人っぽく感じられる。あのお下げ髪は、自分を地味に見せるためのテクニックなのかもしれないな、と思った。

　海音寺さんが降りたのは新宿駅だった。駅前の雑踏は、田舎いなかで生まれ育った身としては違和感があった。夜だというのに、こんなにも人が出歩いているなんて、不自然に思えてしまうのだ。

「ここまで来たら、知り合いに見られることもないか……」

　と、海音寺さんが急に立ち止まった。そして、僕をふり返った。

「このお店でいい？」

　彼女が指し示す先には、洒落しやれた雰囲気の喫茶店があった。




　店内はそこそこ混んでいた。二人掛けの小さなテーブルに案内された。海音寺さんはハーブティーを、僕はコーヒーを注文した。

「……こんなにあっさりバレるとは思わなかった。世の中って狭いのね」

　と、海音寺さんは切りだした。少し投げやりな口調だった。

「ネットに落ちてる彼女の画像なら、すべてチェックしてるしね」

「ちょっと引くわ……」

「ごめん。だけど、好きなんだ」

「…………」

　怪訝そうな眼差しが、僕の眉み間けんを射い貫ぬいた。

「わあっ！　ちがう！　ちがうから！　僕が好きなのは彼女であって、海音寺さんじゃないからね？」

「なにをうろたえてるのよ。そんなの当たり前でしょ？」

「そ、そうだね……」

　僕は気を取り直すと、

「僕と彼女の出会いについて、聞いてもらえるかな？　まあ、僕が一方的に出会っただけなんだけど」

「…………」

　海音寺さんは沈黙を保った。

　了承を得たと勝手に解釈し、僕は語りはじめた。

「あれは高一の夏だった。イベントで、たまたま彼女を見かけたんだ」

「高一の夏といえば、もしかして……」

「うん。彼女がデビューした記念日だよ。あのときの僕は、生まれてはじめて東京に行ってみたんだけど、猛烈に暑いし、客は多すぎるし、おまけに目当ての同人誌は買えなくて……半泣きだった」

　あの日をしみじみと回想しながら、言葉をつづけた。

「あてもなく、ふらふらと会場内をさまよっていたとき、撮影会のエリアに差しかかって……そこで彼女を見つけたんだ。砂漠でオアシスを見つけたような気がした。本当に感動したんだ」

「ふうん」

　海音寺さんの反応は、淡泊なようで──だけど、薄紅色の唇に、うっすらと微笑が浮かんだように見えた。もっとも、本当に一瞬のことだったので、僕の気のせいだったのかもしれない。

「それで、高橋君──」

「いや、高幡だけど。ちなみにハタは畑じゃなくて、八はち幡まん宮ぐうの幡だよ」

「ごめんなさい、高幡君。問題なのは、君の要求がなんなのかよ」

「要求？　なんのこと？」

「だから、その……」

　海音寺さんは口ごもった。なぜだか頰を赤らめている。

「たとえば『秘密をバラされたくなかったら、オレの言うことをなんでも聞け』とか？」

　僕は冗談めかして言ったつもりだったんだけど、

「そう、それよ！　って、まさか本気じゃ──」

　海音寺さんは真に受けてしまったようだ。

「そんなこと言わないよ！　僕は彼女の写真を眺めているだけで、幸せになれる男なんだから。彼女とこうして知り合えただけで、感激しているんだ」

「その言葉が本心なら、いいんだけどね」

「強しいて言えば、せっかく知り合いになれたんだし、これで『はい、さよなら』っていうのは、残念すぎるというか、寂しすぎるというか……」

「正直なところ、わたしも……このまま君と別れたくないわ」

「えっ？」

　ドクン、と心臓が跳ねあがった。

「勘違いしないでよ？　わたしの秘密を知ってしまった人を、このまま野放しにしたくないってこと」

　彼女は淡々と付け足した。なんだ、そういう意味か。

　考えてみれば、僕をだまして行方をくらますことだってできたはずなのに、彼女はそうしなかった。名前や通学先を知られてしまった以上、自分の手もとに置いておいたほうが安全だと考えたのかもしれない。

「あ、そうだ」

　突然、彼女がなにかを思いついたように、ぽんと手を叩たたいた。

「わたしたち、同じサークルに入るのはどうかしら？　そうすれば、あなたを監視できるから、わたしとしても安心だし」

「監視という表現は気になるけど、かまわないよ。それじゃあ、同じサークルに入るってことで。問題は、どのサークルにするかってことだけど」

「そうね……」

　彼女はちょっと考えたあと、妙みよう案あんを思いついたように言った。

「郷土史研究会に入るってのはどう？」

「へっ？　なんで郷土研？」

「とても真ま面じ目めそうな雰囲気だったでしょ？　わたしが酔っぱらったときも、会長さんは親身になってくれたし。それと、オタク的な雰囲気が全然なかったのも大事なポイントね」

「僕はむしろ、漫画やアニメの研究会がいいなと思っているんだけど」

「駄目よ。オタク系のサークルだと、わたしの秘密に気づく人がいるかもしれない」

「まあ、それはあるかもね」

「というわけで、オタク系サークルは却下よ」

　海音寺さんは断固として宣言した。
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　しばらく話しあったあと、僕と海音寺さんは次のような契約を結んだ。





　　①海音寺美優（以下、甲）と高幡陸生（以下、乙）は、郷土史研究会に入る。

　　②乙は、甲の秘密について絶対に口外しない。

　　③甲の秘密を守るために、乙は可能な限りサポートする。

　　④甲と乙の契約関係を周囲に悟られないためにも、人前で必要以上の会話は避ける。

　　　馴れ馴れしい態度は厳禁とする。






「こんなところでどう？」

　スマホの画面を僕に見せながら、海音寺さんは満足そうに微笑んだ。

　僕は遠慮がちに申し出た。

「その……もう少し、公平な契約にしてもらえると……うれしいかな、と」

　僕はおずおずと申し出た。

「たしかに、君にばっかり要求を押しつけてるね。ごめんなさい」

　彼女が素直に謝ってきたので、意外に思った。きつい性格だけど、自分の非はちゃんと認められる女の子らしい。

　しばらく思案したのち、彼女は言った。

「それじゃあ、君の貢こう献けん度どに応じて、なにかご褒ほう美びをあげるのはどうかしら？」

「えっ？　ほんとにいいの？」

「ギブアンドテイクがきちんと成立していないと、不平等条約になってしまうしね」

　海音寺さんはスマホに文字を入力した。





　　⑤乙の貢献度に応じて、甲はご褒美を進しん呈ていする。






「これでどう？」

　と、彼女はスマホの画面をこちらにむけた。

「ありがとう。問題ないよ」

「それじゃ、これで決まりね」

　かくて契約は結ばれた。

　正直、いまだに実感が湧わかない。

　憧れのアイドルと同じ大学に通っているだけでもうれしいのに、その彼女と秘密を共有することになったのだ。しかもサークル活動を通じて、これからは日常的に彼女と会うことができる。まるで夢のようだ……。

　知らず知らずのうちに、僕は笑顔になっていたのだろう。

「ちょっと！」

　突然、彼女は眉を吊つりあげた。

「な、なに？」

「言っとくけど。あなたを完全に信用したわけじゃないんだからね？」

　僕はあわてて顔面筋肉を引き締めた。














「はあ……」

　帰宅後、美み優ゆは部屋着に着替えながら、溜ため息いきをついた。

　ブラウスを脱ぎ、下着のホックを外す。

　まだまだ成長中の乳ち房ぶさが、弾はじけんばかりに飛びだした。

　正直、ここまで発育してしまうと、重いし肩は凝るし……それに男子の視線を集めがちなので、美優にとってはありがた迷惑だった。

　高三のとき、「胸の大きさだけなら、綺あや音ねちゃんやお姉ちゃんと張りあえるわね」などと母にからかわれたことがあって、傷ついたりもした。しかも、親しん戚せきたちが顔を合わせた宴会の席で。たまたま女性と子どもばかりだったとはいえ、恥ずかしかった。

　ゆったりとした上着を着用すると、今度は下を脱いだ。窮きゆう屈くつなジーンズからハーフパンツに穿はきかえると、解放感をおぼえた。

「ふう……」

　ドサッと、背中からベッドに倒れこむ。

「まさか、あんな形でバレちゃうなんて……一生の不覚だわ」

　ほんの三十分前まで、喫茶店で対面していた男子の顔を思いうかべた。

「高たか幡はた陸りく生お君、か……」

　誠せい櫻おう大学文学部の一年生だという。
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　悪い人ではなさそうだった。

　ただ純粋に、μミユーに憧あこがれているらしい。

　思いきって契約を持ちかけてみたところ、彼は素直に応じてくれた。




　考えてみれば、あんなふうに男子と話すのは、はじめての経験だった。

　そもそも中高一貫制の女子校に通っていたので、同年代の男子と話す機会などなかったのだ。

　なんて大胆なことをしでかしたのだろう。

　思いだすだけで、顔から火が噴きでてしまいそうだった。

　しかし、もう時間は巻きもどせない。

　賽さいは投げられた……。

「──ただいま」

　そのとき、玄関のドアが開く音がした。

「お姉ちゃん!?」

　美優はあわてて飛び起きた。

　姉が帰ってきたのだ。

　家族とはいえ、こんなふうにダラダラしている姿を見られるわけにはいかない。

　社会人である姉との二人暮らし。

　綺音は「うらやましい」と言っていたけれど、美優自身は独り暮らしのほうがよっぽどいいと思っている。

　姉は両親と同様に厳しく、なにかと口うるさい。

　ただ一緒にいるだけで、息が詰まりそうになるほどだった。

　いわゆるキャリアウーマンであり、仕事中心の人生を送っている。家事はほとんどできないので、料理も掃除も洗濯も美優が担当している。まるで家政婦として、体よく使われているような気分だった。

　もっとも、お小こ遣づかいは奮ふん発ぱつしてくれるので、大好きな作品のグッズや、衣装作りに必要な素材を遠慮なく買える。それについては感謝している。

「お帰りなさい、お姉ちゃん」

　美優は玄関にむかった。姉は靴を脱いでいるところだった。

　──高幡君にはバレちゃったけど……お姉ちゃんにだけは、絶対にバレないようにしないとね。

　姉の鞄かばんを持ちながら、そう思った。
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　コンパの翌日は水曜日だった。

　午後から教授会があるそうで、講義は午前中で終わった。

　僕は昼食をとったあと、広場のベンチに移動した。ここで春はる菜なと待ち合わせる約束をしているのだ。

　昨夜、帰宅したあともなかなか興奮が収まらず、ベッドの上で悶もん々もんとしていると、春菜からメッセージが届いた。僕が「急用ができた」と言って帰宅したので、ご機嫌ななめだったのだ。

　春菜と交わしたやり取りの履ロ歴グを確認してみると──。





　　春菜：結局、急用ってなんだったの？　あわてた様子だったけど。

　　陸りく生お：いや、たいしたことじゃないよ。

　　春菜：言いたくないってわけ？

　　陸生：ごめん。

　　春菜：もういいよ。陸生が郷きよう土ど研けんに興味ないってことは、よくわかった。

　　陸生：そのことなんだけど。

　　春菜：強引に誘ったあたしも悪かったと思うし。ごめんね。

　　陸生：いや、だからさ。そのことで、あらためて話があるんだ。

　　春菜：なによ？

　　陸生：郷土研に入ろうと思うんだ。

　　春菜：はあ!?

　　陸生：明日、入会届けを出しに行こうと思ってる。

　　春菜：意味がわからないんだけど！

　　陸生：詳しい話は、明日するから。






　……我ながら支し離り滅めつ裂れつだと思う。

　とはいえ、事情を明かすわけにはいかない。海かい音おん寺じさんとの契約事項を、口外するわけにはいかないのだ。

　どう説明したらいいのだろう……と頭を悩ませていると、

「陸生！」

　春菜が息せききって現れた。

「どういう風の吹き回しなの!?」

　僕はたじたじとなりながら、春菜が納得してくれそうな回答を探した。

「なんていうか……いろいろと考えた結果、オタク系のサークルはやめることにしたんだ」

　春菜は意外そうな顔をした。

「ふうん。それはいいことだと思うけど、どうして郷土研なの？　昨日のコンパ、途中で抜けだしたくせに」

「そ、それは……思っていたより真ま面じ目めそうな雰囲気だったし、会長もおもしろそうな人だったから。悪くないかなって」

「まさか！　あの会長さんが目当てなの!?」

「そんなんじゃないって！　とにかく、僕はもう決めたから」

「……怪しい」

「へっ？」

「あたしに隠してること、ない？」

　春菜がまっすぐに僕を見つめてくる。そういう目をされると、罪悪感をおぼえてしまう。だが、ここは噓うそを貫きとおすしかない。

「隠しごとなんて、あるわけないだろ？」

「なんか釈しやく然ぜんとしないけど……ま、いいか。この話は、これでおしまい！」

　春菜がきっぱりと宣言したので、僕は胸を撫なでおろした。

「それじゃあ、これから入会届けを出しに行かなくちゃね」

「ああ、そのつもりだけど」

「じゃあ、あたしも行く！」

「そっか。春菜はどこのサークルに入るんだ？」

　なにげなくたずねると、春菜は血けつ相そうを変えた。

「郷土研に決まってるでしょ！　元々、あたしが誘ったんだし！」

「サークルは星の数ほどあるんだから、もう少し考えたほうが……」

「その言葉、そっくりそのまま返してあげる！」

　ブーメランが見事に返ってきた。どう言い訳しようかと焦っていたら、突然、春菜は僕の袖そでを引っぱった。

「ほら！　なにをグズグズしてるの？　気が変わらないうちに、早く行こうよ！」

　先ほどとは一転して、春菜はうれしそうに見えた。足どりも軽い。

　なんだかんだ言って、僕が郷土史研究会を選んだことに満足しているのだろう。昔から、春菜は僕を脱オタさせることを、自分の使命のように思っている節ふしがあった。





　　　　２






　郷土史研究会の活動拠点は、北校舎の五階にある会議室らしい。

　基本的な活動日は水曜日と土曜日。今日は水曜日だし、部室に行けば先輩の一人や二人はいるだろう。入会届けを出すにはちょうどいい。

　エレベーターで五階に上がり、目的の部屋を探す。

「えっと、ここだよね？」

　やがて春菜が立ちどまった。

　目の前には「第七会議室」の扉。郷土史研究会のちらしを取りだし、あらためて部屋番号を確認した。

「うん。第七会議室でまちがいないな」

　それにしても、緊張する。まずは深呼吸して、気持ちを落ち着けて──。

「失礼しまーす」

　そんな僕をよそに、春菜は臆おくすることなく扉を開けた。堂々と室内に踏みこむ。その度胸には敬意を表するけれど、心の準備くらいさせてほしいものだ。

「いらっしゃーい！　あっ！　ひょっとして、入会希望かな？　昨日のコンパに来てたよね？」

　応対してくれたのは、例の会長だった。たしか名前は輝てる永なが湖こ姫ひめさんだったか。相変わらず、ちっちゃくて可愛かわいらしい。とても成人には見えない。

「はい。よろしくお願いします」

　春菜がぺこりと頭を下げると、

「うわあ、ありがとー！」

　会長は子どものようにはしゃいだ。そして、僕を見た。

「あれっ？　君はたしか──」

　案の定、僕の顔もおぼえていたようだ。

「どうも……」

「昨日は女の子の介かい抱ほうを手伝ってくれて、ほんとにありがとー！　わたしがあんな場所にお酒を放置したせいで……」

　会長は心底、自分の失敗を反省している様子だった。

　冷静に考えれば、自分が注文したわけでもない飲み物を、ろくに確認もせずに飲んだ海音寺さんが悪い。そんなミスを犯してしまうほど、彼女は動揺していたのだ。しかも、彼女はおそろしくアルコールに弱い体質だった……。

　……いや、待てよ。そもそも海音寺さんを動揺させたのは、僕の一言だった。僕が彼女の秘密を指摘しなければ、なにも起こらなかったのではないだろうか。

　となると、すべての元げん凶きようは僕ということになりはしないか？　……どうやら、これ以上考えるのはやめたほうがよさそうだ。

　僕は気を取り直すと、落ちこんでいる会長に申し出た。

「えっと、僕も郷土研に入りたいと思っています」

「ほんとに!?」

　会長はパッと表情を輝かせた。

「立ち話もなんだし。ほら、二人とも座って座って！」
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　室内には、輝永会長の他に二人の学生がいた。

「おっ、新入生か。歓迎するでぇ！」

　笑顔でそう告げたのは、茶髪にピアスの男子だった。

　タイトなシルエットの服を華麗に着こなしている。田舎いなかだったらチャラいと思われそうな外見だけど、東京だと普通に見えるからふしぎだ。昨夜のコンパでは席が遠かったので、話す機会はなかったけれど、顔だけはおぼえていた。

「副会長の芝しば浦うらや。法学部の三年。よろしゅうな」

　法学部と聞いて、おどろいた。うちの大学の法学部といえば、偏差値はかなり高い。全国でもトップクラスで、司法試験の合格者を多数輩はい出しゆつしている。

「なんや？　俺が法学部ってのが、そんなに意外やったか？」

「いえいえ、そんなことは！」

　僕はあわてて否定したが、

「ははっ！　まあ、らしくないってのは、よう言われる」

　芝浦先輩は屈くつ託たくなく笑った。別段、気を悪くしたわけではないようだ。

　と、もう一人の男子学生が起立した。

「僕は人間科学部の鳥とり居い史ふみ貴たかです。寺じ社しや仏ぶつ閣かくを見るのが好きなので、入学してすぐ、このサークルに入りました。新入生同士、よろしくお願いします」

　小柄で、大人しそうな雰囲気だ。まだ少年の面おも影かげを感じさせる。昨夜のコンパで見かけたような気もするけど、印象に残ってはいなかった。

「よろしくお願いします。文学部の高たか幡はた陸生です」

　鳥居君の丁寧な物腰に釣られて、僕も敬語で応じた。

　と、春菜があきれたように口を挟んできた。

「お互い新入生なんだし、敬語はなしにしたら？　よろしくね、鳥居君」

「あらためてよろしく、代よ々よ木ぎさん」

　その口ぶりから察するに、鳥居君と春菜は顔見知りのようだ。そういえば、春菜も人間科学部だったな、と思いだした。

「──失礼いたします。郷土史研究会の部室は、こちらでしょうか？」

　そのとき、戸口にだれかが現れた。鈴をころがすような声だった。

　扉を振り返るなり、僕は息を呑のんだ。

　波打つ金髪の持ち主が、戸口に立っている。

　忘れるはずもない。昨夜、海音寺さんが酔っぱらった直後、僕に突っかかってきた人だ。そのため、あまり印象は良くない。

「あっ！　君もコンパに参加してくれた子だよね？」

　会長が立ち上がり、ぱたぱたと戸口に駆けよった。

「国際関係学部の如月きさらぎ綺あや音ねと申します。それと、こちらは同じ高校出身の友達で──」

　礼儀正しく名のった彼女は、廊ろう下かのほうにむかって声をかけた。

　ややあって、もう一人の女子が戸口に現れた。僕は「あっ」と叫びそうになったけれど、なんとか我慢した。

「同じく国際関係学部の、海音寺美み優ゆです。よろしくお願いします」

　海音寺さんは美しいお辞じ儀ぎをした。黒縁眼鏡めがねにお下げ髪。全体的に地味な服装。今日も本来の美び貌ぼうを徹底的に押し隠している。
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「あーっ！　あなた、昨日の……！」

　と、会長が大声をあげた。

「昨日は、すみませんでした。わたしが間違って、会長さんのお酒を飲んでしまったせいで……」

「ううん、謝るのはこっちのほうだよ。あんなことがあったから、うちのサークルには入ってもらえないだろうなって思っていたんだけど……ありがとう！　とってもうれしいよ！」

　会長は海音寺さんの両手をギュッと握りしめた。そして、二人の新入会員を室内に招き入れた。

　と、海音寺さんが室内に視線をめぐらせた。目と目が合った。まちがいなく、彼女は僕に気づいた。どんな反応をしたらいいのか迷ってしまったけど、とりあえず笑顔を浮かべてみた。

　そのとたん、彼女は露ろ骨こつに目を逸そらしてしまった。まずい。機嫌を損ねてしまっただろうか。ふと、契約事項の④が脳裏をよぎった。二人の契約関係を周囲に悟られないためにも、人前で必要以上の会話は避ける。馴れ馴れしい態度は厳禁とする。

　そうだった。過度の接触は禁物なのだ。海音寺さんの基準では、アイコンタクトも禁止なのだろう。

「あなたは……」

　と、如月さんが僕の顔を見て、立ち止まった。昨夜の一件を思いだしたらしい。

　如月さんが僕に抱いている印象は、あまり良くないだろう。一応、妙な疑いは晴れたにせよ、泥でい酔すいした海音寺さんが僕に抱きついていた構図は、理屈抜きで腹立たしいものだったと思うから。

「その、昨日は……変に疑ってしまって、ごめんなさい。それと、手を貸してくれてありがとう」

　意外にも、如月さんはしおらしく頭を下げた。もっと居い丈たけ高だかな女性かと思っていたのだけど、訂正する必要がありそうだ。

「いや、大丈夫だよ。全然、気にしてないから」

　僕が恐縮しつつ応じると、如月さんはホッとした表情を浮かべた。

　一方、海音寺さんは、僕と如月さんのやり取りを傍ぼう観かんするばかりで、自分も会話に加わろうとはしなかった。なんだか寂しい……。

「へえ、これで新入生は五人になるんか。今年は大たい漁りようやなあ」

　と、芝浦先輩がうれしそうに言った。
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　僕たちは長方形の事務机を囲んだ。

　部室の広さは十二畳ほどで、事務机とパイプ椅い子す、戸棚と本棚、そしてホワイトボードくらいしか置かれていない。

　会議室を借りているだけなので、簡素なのはしかたがない。

　誠せい櫻おう大学の部やサークルの総数は、優に二百を超える。よほど大きな部でない限り、専用の部室なんてもらえないのだろう。

「はい、どうぞ」

　会長みずから、お茶とお菓子を用意してくれたので、僕は恐縮した。

「あらためまして、郷土史研究会──略して郷土研へようこそ！　一気に五人も増えるなんて、感激だよ～！」

　会長は心底うれしそうだ。

「正直、今年は鳥居君だけかと思ってたんやけどな。うちは勧誘のためのコンパはやらん主義やったんだけど、案外、やってみるもんやな」

　と芝浦先輩が言うと、

「じゃあ、どうして今年は開催したんです？」

　と、春菜がたずねた。

「会長がどうしてもやりたいって、聞かんかったんや。いままでは『コンパなんて面倒くさいし、タダ飯目当ての新入生が集まるだけ』っていう意見が大半だったんやけど」

　芝浦先輩は苦笑した。僕たちも笑った。

「美優が入るって言いだしたのは、意外だったけどね」

　と、如月さんが悪戯いたずらっぽい顔をして、海音寺さんを見やった。

「えっ？」

　海音寺さんは少しだけ動揺を見せた。

「昨日のコンパだって、楽しんでるようには見えなかったし。ねえ、美優。どういう心境の変化があったのかしら？　今朝になって、いきなり郷土研に入りたいって言いだすから、びっくりしちゃった」

「そ、それは！　他に入りたいサークルもなかったし、旅行はきらいじゃないし！　それに、綺音と一緒なら安心だと思って……」

「う～ん、なんだか引っかかるのよね」

　如月さんは引きさがらない。

「ほ、本当に、なにもないわよ？」

「ふふっ。まあ、いいわ」

　如月さんと海音寺さん。見れば見るほど、対照的な二人だと思う。

「そういえば、綺音ちゃん？　さっき、美優ちゃんと同じ高校だって言ってなかったっけ？」

　と、会長がたずねた。まだ知り合って間もないのに、早速、苗みよう字じではなく名前で呼んでいる。それが不自然に聞こえないのは、本人の人徳だろうか。

「あ、はい。わたしたち札さつ幌ぽろ出身なんですけど、中高一貫制の女子校出身なんです。美優と出会ったのは、高等部に上がってからなんですけど」

「中高一貫制！　すっごーい！」

　会長はお嬢様ばかりが通う女子校に憧あこがれがあるようだ。羨せん望ぼうの眼まな差ざしをむけている。

「女子校なんて、そんな大したものじゃないですよ。特に男子が聞いたら、夢が壊れるかもしれません」

　如月さんは意地悪そうな目をした。

「──そういえば、高幡君と代々木さんの関係も気になるんやけどな。君ら、部室に入るとき一緒やったよな？」

　と、芝浦先輩がニヤニヤしながら口を挟んだ。

　またしても妙な誤解を受けてしまったようだ。僕が説明しようとした矢先に、春菜が口を開いた。

「あたしと陸生も、中学、高校と同じだったんです。出身は岐ぎ阜ふの高たか山やまというところなんですけど」

「そうそう。人気アニメの舞台となって、いまでも聖せい地ち巡じゆん礼れいが絶えないところです。僕もあの作品は大好きで──」

　僕がナチュラルに補足したとたん、

「ちょっと、陸生！　そんなアピールはいらないから！」

　春菜は眉み間けんにしわを寄せた。

「へえ。高幡君はアニメが好きなんや？　うちの大学、アニメの研究会もいくつかあったと思うんやけどな」

　芝浦先輩がふしぎそうな顔をした。

「いや、いろいろと思うところがありまして……」

　僕が苦しまぎれに答えると、春菜が探るような眼差しをむけてきた。

「なんか腑ふに落ちないんですよね。オタク系のサークルに入るんだって意気ごんでいたくせに、昨日のコンパから帰ったとたん、郷土研に入りたがるし」

「いや、ほんとに深い意味なんてないから！」

　僕は焦あせった。まだだれも気づいていないようだけど、先ほど如月さんが海音寺さんについて述べた内容にそっくりだ──。

「あっ！」

　そのとき、海音寺さんが悲鳴のような声をあげた。彼女のティーカップが横倒しになっている。テーブルに紅茶の水溜まりができつつあった。

「ちょっと、美優！　大丈夫？」

　如月さんが心配そうにたずねた。

「ごっ、ごめんなさい……！」

　海音寺さんはうろたえている。

「わたし、布ふ巾きんを取ってくるね！」

　会長が素早く席を立った。

　カップに残っていた紅茶は大した量じゃなかったので、だれも服を汚さずにすんだのは幸いだった。

　ふと、僕は疑惑を抱いた。海音寺さんは、意図的にティーカップを倒したんじゃないだろうか？

　昨日を境さかいに、突然、郷土史研究会に入りたいと言いだした僕と彼女。だれかが僕たちの共通点に気づいて指摘する前に、海音寺さんは機先を制したのだ。

　実際、いまではもう、だれもが海音寺さんの粗そ相そうに注目していて、それまでの会話はすっかり忘れていた。
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　その後、僕と春菜、海音寺さんと如月さんは、入会届けを提出した。

　会長は満面の笑みを浮かべて、受理してくれた。また、サークル会員同士で簡単に連絡がとれるよう、連絡先の交換や、ＳＮＳの登録をおこなった。

「そうそう、新入生のみんなに伝えておきたいことがあるの」

　会長はスマホを手にすると、メンバー一同にＳＮＳを確認するよううながした。指示された通りに、スマホからサークル専用の掲示板にアクセスしてみると──。





　●春の小旅行計画についてのお知らせ




　　　郷土史研究会では、新入生の歓迎祝いを兼ねたサークル旅行をするのが恒こう例れい行ぎよう事じとなっています。是ぜ非ひ、ご参加ください！







　　　日程：四月二十一日（土曜日）

　　　集合場所：ＪＲ新宿駅西口『新宿の目』の前

　　　集合時間：午前八時

　　　目的地：鎌かま倉くら






「この時期に鎌倉旅行をするのは、郷土史研究会の恒例行事なんだよ。なんと言っても歴史のある街だから、郷土史研究会の方針にもぴったりだしね」

　会長は悪戯っぽく笑うと、さらに付け加えた。

「この旅行は一年生の歓迎祝いを兼ねてるから、君たちの旅費・食費はサークルが負担することになってるの。一年生にとっては、とってもお得な企画だと思うよ」

　旅費も食費もタダとは、太っ腹だ。なんとも魅力的な条件だった。

　知り合って間もないサークル会員たちが親しん睦ぼくを深めるには、ちょうどいいイベントだと思う。できることなら、海音寺さんとの距離をもっと縮めたいところだ。

　また、鎌倉という目的地も、僕の好奇心をかき立てた。この地域は、アニメや漫画の舞台として、たびたび登場している。いわば「聖地」。いつかは巡礼したいと思っていたのだ。

「四月二十一日……」

　と、海音寺さんがぽつんとつぶやいた。

　ちょうど、だれもが黙もく々もくと掲示板の内容を読んでいたところだったので、その独り言ははっきりと響いてしまい、みんなの注目を引いた。

「どうかした、美優？　二十一日は無理とか？」

　如月さんがたずねた

「いや、その……なんでもないの。ごめんね」

　海音寺さんの態度が、少し気になった。なにか問題でもあるのだろうか？

　結局、海音寺さんが動揺した理由はわからずじまいのまま、お開きとなった。
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　僕が住む「メゾン一いちの谷たに」は、市ケ谷の住宅街にある。

　築三十五年。木造。二階建て。全八室。

　僕の部屋は、階段を上ってすぐの二○一号室。間取りは１Ｋ。

　部屋の広さは六畳。その床板ときたら、歩くたびにミシミシと軋きしむ。フローリングと言えば聞こえはいいけど、お洒落しやれな雰囲気は皆かい無むだ。

　そもそも田舎の六畳間より明らかに狭い。実際は五畳くらいしかないと思う。

　せま苦しい浴よく槽そうにも閉口したが、一応、バスとトイレは別になっている。この物件に決めたいちばんの理由が、ユニットバスを採用していないことだった。

　この程度の物件だけど、家賃と共きよう益えき費ひを合わせて、毎月五万二千円が飛んでいく。

　田舎で生まれ育った身としては、法外だと思う。こんなボロい物件、田舎なら二万円が妥だ当とうだろう。

　まだ引っ越したばかりで、調ちよう度ど品ひんはそれほど多くない。勉強机にベッド、小型の液晶テレビとテレビ台、小さな本棚、そしてローテーブルくらいだ。

　唯ゆい一いつ、特徴的なアイテムといえば──。

　僕は宝箱をそっと開けるように、クローゼットの扉を開いた。

　上着やシャツの脇わきで、ひときわ異い彩さいを放つ衣装がある。

　それは、あの大人気アニメに登場する衣装だった。

　どうしてこんなアイテムを手に入れてしまったのかというと──。




　今年の一月初旬のことだ。

　大学受験を間近に控ひかえた僕は、絶大な精神的ストレスを抱えていた。

　全国模試の結果はＤ判定を超えたことがなく、日々の勉強もはかどらない。このままでは現役合格なんて、まず無理だった。

　そんなとき、大好きなアニメ作品の衣装が発売されることを知った。ヒロインたちが通う女学園の制服である。要するにコスプレ用の衣装だ。限定生産品であり、購入者は抽ちゆう選せんで決まると記載されていた。

　受験勉強の疲れから、変なテンションになっていたのだと思う。使い道などないのに、衝動的に申しこんでしまった。どうせ落選するだろう、という気持ちもあった。まさか当選してしまうとは──。

　商品は春休みの間に届いた。サンプル画像と比べても遜そん色しよくのない、とてもクオリティの高い衣装だった。いまではネット・オークションなどで、高値で取引されているという……。




　帰宅して最初にすることは、スマホの充電だ。次はコンタクトレンズを外す。高校時代、春菜に言われてコンタクトに変えてはみたけれど、やっぱり眼鏡のほうが楽だと思う。その後、ぼふっとベッドに倒れこんだ。

「ふう……」

　年ねん季きを感じさせる天井を見あげながら、今日一日をふりかえった。

　サークル部屋で顔を合わせることはできたものの、海音寺さんと話す機会は一度もなかった。彼女は、ずっと如月さんの隣で取り澄ましていた。素の自分を徹底的に隠している様子だった。

「あそこまで徹底しなくてもいいのにな……」

　なにか理由があるのかもしれない。いつか、彼女の内面に踏み込める日は来るのだろうか？

　ふと気づけば、帰宅してからずっと、海音寺さんのことばかり考えている。

　こんな気持ちは、はじめてだった。

　なんだか胸のあたりがもやもやする……。

「──そうだ」

　僕はベッドから起きあがると、机の前に立った。

　置きっ放しにしていた、デジタルの一眼レフカメラを手に取る。ずしり、とした重みが伝わってきた。

　いつか彼女を撮りたいと思うあまり、手に入れたカメラ。父さんのお古だけど、入門者には贅ぜい沢たくすぎる機材と言えた。

　せっかくだから、鎌倉旅行に持って行こうと決めた。
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　夜の十時をすぎたころ。

　カメラの撮影テクニックについてネットで調べていたら、なんと海音寺さんから連絡が来た。





　　美優：いま大丈夫？

　　陸生：大丈夫だよ。どうしたの？

　　美優：今週の土曜日のことで、ちょっと相談が……。






　今週の土曜といえば、鎌倉旅行の当日だ。





　　陸生：僕にできることなら、力になるけど。

　　美優：ありがとう。

　　　　　実は二十一日に、江えの島しまでコスプレ・イベントが開催される予定なの。

　　陸生：サークル旅行と重なるね。郷土研のほうは欠席するの？

　　美優：そこで相談。わたしとしては、サークル旅行に参加しつつ、自由時間の間にこっそり抜けだして、イベントにも参加したいの。

　　陸生：本気なの？

　　美優：もちろん本気よ。






　大だい胆たんなことを考えるものだな……と感心したものの、やはり不安のほうが大きい。

「自由時間か……」

　たしか、会長はこんなことを言っていた。

　──ずっと先輩たちと一緒だと遠えん慮りよもするだろうし、一年生だけで羽を伸ばすための自由時間だよ。これを機に、一年生同士で親睦を深めてね！

　一方、芝浦先輩などは、

　──俺らに気がねなく、一年だけで楽しんでこいや。

　などと言って笑っていた。

　つまり自由行動といっても、実質的には一年生による団体行動となる。完全な自由を意味するのではない。





　　陸生：やっぱり、どちらかは諦あきらめたほうがよくない？

　　美優：せっかく会長さんたちが企画してくれた鎌倉旅行を、休む気はないわ。

　　　　　だけど、イベントにも参加したい。

　　陸生：でも、実際問題、そんなことができるのかな？

　　美優：やっぱり無理かな……？

　　陸生：わかった。作戦を考えてみるよ。

　　美優：無理言って、ごめんね……。わたしも作戦を考える。

　　陸生：気にすることないよ。僕だって「彼女」に会いたいし。

　　　　　それにしても、ローカルなイベントに参加するなんて意外だな。

　　　　　なにか心境の変化でも？






　……それから一分ほど待ったけど、なかなか返事が来ない。「既き読どく」と表示されているので、僕のメッセージはチェック済みのはずだけど。

　と、ようやく返事が来た。





　　美優：お姉ちゃんが帰ってきちゃった。また連絡する。






　通信はあっけなく終了した。札幌出身と聞いているので、独り暮らしなんだろうなと勝手に想像していたのだけど、家族と同居しているらしい。

　なにはともあれ、サークル旅行当日までに、海音寺さんがうまく立ち回れるよう、策を講じる必要がある。

「どうしたものかな……」














　その夜、春はる菜なは自宅のキッチンで夕食をつくっていた。

　今夜の主菜は肉じゃがだ。スポーツに打ちこんでいた春菜は、料理を苦手としていたのだが、春休みに猛特訓したおかげで、多少は上達できた。

　いつか陸りく生おに食べてもらえたらいいな、と思う──。




　中学二年の夏、代よ々よ木ぎ春菜は高たか幡はた陸生を好きになった。

　図書委員の仕事で荷物を運んでいたさなか、危うく階段を転がり落ちそうになったところを、彼がとっさに手を伸ばして、助けてくれたのだ。

　その後、陸生は床に散らばった本を片づけ、荷物の運うん搬ぱんを肩代わりしてくれた。決して恩着せがましいところはなかった。

　失礼な話、高幡陸生という男子を、春菜はまったく意識していなかった。

　図書委員に任命されていなければ、会話を交わすことすらなかっただろう。

　黒縁眼鏡めがねをかけた、もっさりした男子。

　いつも教室のかたすみで本を読んでばかりいた。

　いかにも図書委員がお似合いな雰囲気だった。

　そんな彼とは対照的に、春菜はスポーツが得意なアウトドア派である。ソフトテニス部では一年のときからレギュラーで、友達もたくさんいた。

　同じ教室に所属していても、彼とは住んでいる世界が全然ちがった。




　だが、しかし──。




　あの「接触」をきっかけに、春菜は陸生のことばかり考えるようになった。

　胸の奥で変なスイッチが入ってしまったかのようだった。

　左腕には、いまでも陸生の手の感触がまざまざと残っている。そこだけが、妙な熱を帯びているかのようだ。

　認めたくはなかったが、それが初恋だと気づくのに時間はかからなかった。

　教室にいるとき、ふと気づけば、彼を目で追っている。

　いつしか、彼の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくまでが気になるようになっていた。

　とりあえず、図書委員という立場を利用して、話しかけてみることにした。

「なにを読んでるの？」

「おすすめの本とか、ある？」

　実際に話してみると、案外、親しみやすいところがあった。

　いつしか友達感覚で話せるようになった。

　問題なのは、陸生がディープなオタクであることだった。

　他人の趣味に口を出すのは良くないし、嗜し好こうは人それぞれだとわかってはいるのだけれど、陸生のハマり具合を見ていると、どうしても心配になった。

　ファッションに気を配るよう、アドバイスをしたりもした。

　陸生は「やれやれ」と言いながらも、春菜の要望に応じてくれた。

　まるで自分が彼をプロデュースしているような気分は、楽しくもあった。おかげで外見だけは脱オタできた。……だけど、中身は相変わらずだった。

　なにより深刻なのは、陸生が生身の女性に興味を示さないことだった。

　アニメや漫画のキャラクターばかりを愛しているように見受けられるのだ。ならばこそ、脱オタが必要だと思った。




　ところが、高一の二学期がはじまってすぐのこと──。

　陸生がうれしそうに、ある女性の画像を見せびらかした。

　なにかのキャラクターの仮装をした彼女は、現実離れした美しさをたたえていた。まるで妖よう精せいのようにきらきらと輝いていた。

　陸生は無む邪じや気きに彼女を賛美するばかりだった。

　なんだかくやしくて、腹立たしくて。

　思わず「バカじゃないの!?」と怒ってしまった。

　春菜は嫉しつ妬としたのだ。

　陸生がはじめて興味をいだいた、生身の女性に対して──。




　……結局、想おもいを伝えることができないまま、大学生になってしまった。

　それでも、こうして同じ大学に入ることができた。

　実を言うと、陸生の志望校は事前に聞いていたので、先回りして誠せい櫻おう大学の推すい薦せん枠わくを獲得したのだ。

　もし陸生が入試に落ちていたら、なんのために誠櫻を選んだのか、わからなくなってしまうところだった。陸生が無事に合格したと知ったときは、心底うれしかった。

　陸生が郷きよう土ど研けんに入会してくれたのも、春菜の理想に叶かなっていた。あまりに上う手まくいきすぎている気がして、逆に不安に思えてくるほどだ。

　事実、いまでも疑問に思っている。

　陸生はなぜ、郷土研に入ると決めたのだろう？　あんなにもオタク系のサークルに入りたがっていたのに……。

「腑ふに落ちないんだよね」

　とはいえ、根ね掘ほり葉は掘ほり質問するのも気が引けたし、すべてはこれからだ。

　もうすぐ鎌かま倉くら旅行だって控えている。

　これはチャンスではないだろうか？

「絶対、振りむかせてやるんだから！」

　気合をこめて叫んだ直後、包丁の刃が指先をかすめた。

「──！」

　人さし指に、うっすらと血がにじんでいる。

「やっちゃった……」

　と、今度は鍋なべがいまにも吹きそうになっている。

「ひゃっ!?」

　火にかけていたのを忘れていた！

　あわててコンロの火を止めた。

「はあ……」

　溜ため息いきがこぼれ落ちる。

　陸生に料理を振る舞う日は、まだまだ先になりそうだった。
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　スマホの目覚ましアラームが、明け方に見ていた夢をぶち壊した。

　目を開けたときにはもう、どんな夢だったか忘れていた。

「う～ん……」

　掛け布団のなかから腕を伸ばし、アラームを止めた。まだ暗い部屋のなか、液晶画面だけが発光している。

　──四月二十一日、土曜日。午前六時。

　寝ね惚ぼけ眼まなこをこすりつつ、ゆっくりと起きあがった。

　ついに、この日が来た。

　はじめてのサークル旅行。はじめての鎌かま倉くら。そして、はじめての江えの島しま。

　遮しや光こうカーテンを開くと、やわらかな朝あさ陽ひが射さしこんできた。

「いい天気だな」

　オーブントースターで食パンを焼いている間に、スマホで天気予報をチェックした。ついでにお気に入りのＷｅｂサイトも巡回しておく。

　あんまり熱中していると時間が経たつのを忘れてしまうので、適当なところでブラウザを閉じた。ちょうどパンが焼けたところだった。

　立ちあがろうとした矢先、スマホがブルッとふるえた。

　だれだろう？　早速、チェックしてみると──。





　　美み優ゆ：おはよう。もう起きてる？






　海かい音おん寺じさんだ。こんな早朝にメッセージをくれるなんて。





　　陸りく生お：おはよう。起きてるよ。

　　美優：いよいよだね。

　　陸生：うん。がんばろう。






　ここ数日、僕たちはスマホで連絡を取りあいながら、計画を練った。

　郷きよう土ど研けんの鎌倉旅行。

　江の島で開催されるコスプレ・イベント。

　常識的に考えれば、どちらか一方を諦あきらめるべきだ。

　だが、ここに悪魔的とも言える偶然が発生した。

　旅行先の鎌倉と、イベント会場の江の島が近接していることだ。旅行ガイドを見ても、鎌倉と江の島はセットで扱われていることが多い。うまく立ち回ることができれば、サークル旅行とイベントの両立は可能かもしれない。

　とはいえ、海音寺さんの秘密が周囲にバレてはならないという縛りがある。難易度は高い。単独で成功させるのは至し難なんの業わざだろう。だからこそ、彼女は僕に協力者になるよう頼んできたのだ。

　と、新たなメッセージが届いた。





　　美優：昨日はごめんね。わたしのせいで……。

　　陸生：気にしてないよ。僕に考えがあるから、なんとかしてみる。






　海音寺さんがしおらしく謝ってきたのには、理由があった。
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　昨日の昼休みのことだ。郷土研の専用掲示板に、一年生にむけた書きこみがあった。書きこんだのは如月きさらぎさんだった。

　明日のサークル旅行では、午後から自由時間となる。どこを観光するか、事前に相談しておこうという内容だった。

　たしかに、当日になってから行き先を考えるのでは、時間がもったいない。あらかじめ目的地をピックアップしておけば、スムーズに移動できる。だれもが如月さんの提案に賛同した。

　放課後、僕たちは学食に集合した──。




　昼休みとちがって、学食は閑かん散さんとしていた。郷土研の一年生メンバーは、窓ぎわのテーブルを確保して、話し合いをはじめた。

　テーブルの一方には、僕と鳥とり居い君が着いた。向かい側に、春はる菜な、如月さん、海音寺さんの順に並んでいる。

　僕と海音寺さんにとっては、きわめて重要な会議と言えた。ここで決められたスケジュールが、僕たちの計画に大きな影響を与えるだろうから。

　昨日の時点で、僕と海音寺さんの打ち合わせは難航していた。

　基き本ほん骨こつ子しは、次のようになる。





　　①自由時間に入ったら、なんとかして仲間たちから離脱する。

　　②江の島に移動し、イベントに参加。行動時間は約二時間とする（※着替えとメイクに三十分、撮影会に一時間、着替えとメイク落としに三十分を想定）。

　　③江の島を出て、ふたたび仲間たちと合流する。






　問題なのは、どのような理由をつけて離脱するかだ。いくつかアイデアは思い浮かんだけれど、うまくいくのかどうか、自信が持てなかった。

「とりあえず、行きたいところがあれば言ってくれる？」

　司会進行役よろしく、如月さんが切りだした。華やかな美人だけあって、彼女にはそうした役回りがよく似合っている。

「まずは代よ々よ木ぎさんから」

　如月さんにうながされると、春菜は笑顔で応じた。

「あたしは、鎌倉駅周辺を散策したいな」

「わかったわ。次は美優ね」

「えっと、わたしは……七しち里りヶ浜はまとか？」

　事前に打ち合わせたとおりに、海音寺さんは告げた。彼女の目的地は江の島だけど、みんなが「じゃあ江の島にしよう」と言いだしたら、隙すきを見てイベントに参加するのは不可能になるだろう。自分は江の島に行きたいけれど、みんなで江の島に行くのは困るのだ。

「美優は七里ヶ浜ね。鳥居君は？」

「僕は北鎌倉。鶴つるが岡おか八はち幡まん宮ぐうや高こう徳とく院いんや長は谷せ寺でらは観光したことがあるんだけど、北鎌倉はまだなんだ。なんといっても、鎌倉時代に建てられた名めい刹さつがいくつかあって、緑も豊富だし、見所満載だとガイドブックに書いてあったよ。それにそれに──」

　普段は物静かなのに、今日の鳥居君はものすごく雄ゆう弁べんだった。気持ちはわかる。自分の趣味について語るのは、とても楽しい。僕も昔、春菜を相手にいろいろと語ってしまった記憶がある……。

「わかったわ。鳥居君は北鎌倉ね」

　鳥居君はなおも語りたそうだったけれど、如月さんは華麗に受け流した。そして、今度は僕を見た。ただ視線が合っただけなのに、妙に緊張してしまった。

「次は高たか幡はた君、どうぞ」

「僕は鎌倉高校がいいなと思っていて……」

「高校？　そんなの、どこがいいのよ？」

　春菜が眉まゆをひそめた。

「いや、僕の好きな作品に登場する高校のモデルが、鎌倉高校なんだ。聖せい地ち巡じゆん礼れいってやつだね」

「ちょっと、陸生……。あんたの好きな作品を知らない人たちにとっては、全然おもしろくないと思うんだけど」

　春菜の視線が冷たい。みんなも沈黙している。まるでギャグが不発に終わった直後のようで、ちょっと寂さびしい。

　当然ながら、僕の提案が受け容いれられるはずがない。そんなことはわかっている。

　実のところ、だれともかぶらない候補を挙げることこそが、僕の目的だった。高校自体に深い意味はない。僕としては「みんなでどこに行くか？」という命題そのものを、引っ繰り返してやるつもりだったのだ。

「それじゃあ、綺あや音ねはどこがいいの？」

　海音寺さんがたずねると、如月さんは「そうね……」とつぶやいたあと、しばらく思し案あんした。

「わたしも鎌倉駅の周辺がいいわ。楽しそうなお店がたくさんありそうだし」

「やった！　あたしと同じだね！」

　春菜がうれしそうな声をあげた。

「そうか……。このままだと多数決で鎌倉駅周辺になってしまうけど、たった二票で決定というのも、なんだかなあと思う」

「高幡君、なにかアイデアがあるの？」

　と如月さんがたずねてきた。その質問こそ、僕が待っていたものだった。

「うん。必ずしも、五人一緒に行動する必要はないと思うんだ。せっかくの自由行動なんだし、各個人が行きたいところに行けばいい。どうかな？」

「ちょっと、陸生？　あんた、なにか企たくらんでるんじゃないでしょうね!?」

　春菜が鋭い目をした。

「いや、そういうわけじゃないけど……」

　春菜の勘かんの鋭するどさに、僕がひやりとしたのは言うまでもない。

「あの……」

　と、鳥居君がおずおずと手を挙げた。

「実は僕も高幡君と同意見なんだけど。正直、自分の趣味にみんなを付き合わせるのは悪いなと思ってて……。単独行動を許してもらえるなら、ありがたいな」

　僕は心のなかで鳥居君に感謝した。

　しばらく考えたあと、如月さんが言った。

「高幡君と鳥居君の言いたいことはわかるわ。合理的とも言えるわね。だけど、わたしたちが別行動をとってしまったら、一年生同士で親しん睦ぼくを深めてほしいという、先輩たちの心配りを無駄にしてしまうと思うのだけど」

　正論だった。

　もちろん、だからと言って引き下がるわけにはいかない。

「それじゃあ、多数決で決めよう」

　僕が申し出ると、如月さんはうなずいた。

「じゃあ、みんなで一緒に行動するほうがいいと思う人、手を挙げてくれる？」

　まず春菜が応じた。つづけて、如月さん自身も挙手した。二人だけだ。

　海音寺さんは僕の提案に賛成するはずなので、これなら三対二で僕らの勝利となる。

　だが、ここで予期せぬ事態が起きた。

「海音寺さん！　お願い、手を挙げて！」

「そうよ、美優。七里ヶ浜なんて、ひとりで見物してもつまらないわよ。また今度、一緒に行きましょう。ね？」

　春菜と如月さんの説得がはじまったのだ。

「ええっと、その……」

　見る見るうちに、海音寺さんは居心地が悪そうな表情を浮かべた。その視線が、ちらりと僕をむいた。助けを乞こうような眼まな差ざしに見えた。

　とはいえ、この状況で僕にできることはない。ここで僕が口を挟んだりしたら、不自然に映るだろう。海音寺さんが断だん固ことして、自分の意見を貫きとおすしかない。

　僕は祈るような気持ちで、海音寺さんを見た。

「じゃあ、わたしも……」

　実にあっけなく、海音寺さんは陥かん落らくした。

　まあ、これは仕方がない。女同士の同どう調ちよう圧あつ力りよくというやつだ。あんなふうに迫られて、きっぱり断るのは無理だと思う。頑がんとして断ったりしたら、むしろ不自然な印象すら与えていただろう。




　結局、一年生全員で鎌倉駅周辺を散策することに決定した。今朝になって、海音寺さんが「昨日はごめんね」と謝ってきたのは、そんな経けい緯いがあったからだ。

　その後、僕なりに作戦を練ってはみたけれど、ちゃんと成功するかどうか、あまり自信は持てなかった。
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　自宅を出て、しばらく歩いていると、

「陸生！」

　突然、背後から声をかけられた。パタパタと耳慣れた足音がつづく。いちいち振り返らなくても、春菜だとわかった。

「おはよ！　ちゃんと早起きできたんだね。偉い偉い」

「おはよう。春菜も早いな」

　今朝の春菜は、いつにも増してお洒落しやれをしていた。田舎いなかでソフトテニスに打ちこむ女子高生の面影は、ほとんどない。すっかり都会の女子大生といった趣おもむきだ。なんというか、僕を置いて、どんどん大人への階段を上っているかのように見えた。

「そりゃあ、はじめてのサークル旅行だし。自然と目が覚めちゃって！　鎌倉に行くのもはじめてだしね」

「僕もはじめてだな。いい写真が撮れるといいけど」

「あっ！　そのカメラ、どうしたの？」

　と、春菜が僕のカメラに目を留めた。

「親父おやじのお下がりだよ。以前から興味があったから、入学祝いの代わりとしてもらったんだ」

「ふうん。結構、本格的なやつだよね。一眼レフっていうんだっけ？　よく知らないけど」

「うん。状況に応じて、レンズ交換ができるんだ。まあ、新しいレンズを買う余裕なんてないけどね」

「陸生がカメラか……。なんかピンと来ないけど」

　春菜は怪け訝げんそうだ。

　まさか彼女を撮りたいから──などと正直に言うわけにもいかなかった。




「あっ！　高幡君に春菜ちゃん！　おはよっ！」

　待ち合わせ場所──『新宿の目』と呼ばれるオブジェが見えてきたころ、会長が満面の笑みで手を振った。まだ会長しか来ていないようだった。

「おはようございます、会長」

「おはようございます！　早いですね」

　僕と春菜は会長に駆かけよった。

　会長は身軽な服装をしている。背中には可愛かわいらしいリュックサック。こうして対面していると、失礼な話、彼女の兄にでもなったような気がした。いやおうなく保護欲をかきたてられてしまうのだ。

　会長は僕と春菜の顔を交互に見やると、たちまちニマッとした笑みを浮かべた。

「一緒に来るなんて、仲いいんだねえ。早速、縁結びの効果が……？」

「ち、ちがいますって！　たまたま道端で合流しただけで！　そうだよね、陸生！」

　春菜は真っ赤になって否定した。そんなふうに狼ろう狽ばいしていたら、ますますからかわれるだけだと思うのだけど、不器用なところは春菜らしいと思った。

「ま、そういうわけです」

「あれ？　高幡君、いいカメラ持ってるね！」

　と、会長が僕のカメラに食いついてきた。

「はい。親父のお下がりなんです。十年前の機種ですから、性能的には大したことないんですけど」

「でもでも、プロが使ってそうな雰囲気があるよね！　それじゃあ、高幡君を郷土研の撮影係に任命しちゃいます！　期待してるよー！」

「いやいや、まだ初心者ですから！　腕には期待しないでください……」

　僕は恐縮するばかりだった。




　七時四十五分ごろ、鳥居君がやって来た。寺じ社しや仏ぶつ閣かく巡りが趣味というだけあって、旅慣れた感じの服装をしている。

　鳥居君も僕のカメラに気づいた。

「そのカメラ、いいなあ！」

「とても古い機種だけどね。今どきはスマホ搭とう載さいのカメラが高性能化してるから、カメラなんていらないって人も多いみたいだし」

「でも、やっぱり画質にこだわると、本格的なカメラがほしくなるんだよね。僕もバイトして買おうかなあ」
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　鳥居君と話していると、ほのぼのとした気分になった。

「──おはようございます」

　しばらくして、今度は如月さんと海音寺さんが現れた。

　如月さんの容姿は、これだけ人通りの多い地下通路においても埋もれることなく、全身が輝いているかのようだ。実際、道行く人の多くが、如月さんに目を留めていた。

　一方、海音寺さんは、今日も地味な服装を心がけている。ただし、コンパクトなスーツケースを引いている姿が新鮮に映った。シルバーの外装がきれいな金属光沢を放っている。見るからに高級そうなケースだった。

　日帰り旅行には大おお袈げ裟さな気もしたけれど、ケース自体は小型なので、目立ってはいない。

　それに、彼女がスーツケースを引いて歩く姿は、とても様になっていた。使い慣れているのだろう。おかげで、だれも不自然には感じていない様子だった。

　しかし、僕だけは知っている。

　あのなかには、イベントに必要な衣装や小道具が入っているのだ。
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　七時五十五分ごろ、やたらとイチャつきながら歩いていたカップルが、僕たちの前でぴたりと立ち止まった。

　見覚えのある二人だった。たしか、例のコンパで見かけた顔だ。

「会長、お待たせ」

　男のほうが声をかけた。

　百八十五センチくらいありそうな長身で、がっしりとした体格をしている。とはいえ、全体的におとなしそうな雰囲気で、のっそりと歩く草食恐竜を思わせた。メタルフレームの眼鏡めがねがよく似合っている。

「来ちゃいましたー！」

　そんな彼と腕を組み、人前だろうとおかまいなくベタベタしているのは、全体的にふわふわとした感じの女子だ。美人というよりは、可愛らしいタイプである。

「あっ、六む藤とう君に葵あおいちゃん！」

　会長はニコニコして二人を出迎えた。

「コンパで顔は合わせてると思うけど、あらためて紹介するね。こちらは六藤敬けい一いち郎ろう君。理工学部の三年生。で、こちらが高たか宮みや葵ちゃん。福祉学部の二年生だよ。見ての通り、二人は付き合ってるの」

　と言って、会長は苦笑いを浮かべた。

「一年生が五人も入ったと聞いたときは半信半疑だったのだが、本当だったのだな。よろしく頼む」

　六藤先輩は一年生の顔ぶれを確認すると、大おお真ま面じ目めな顔で会え釈しやくをした。

「あたしのことは、お姉さんだと思ってねー！」

　お堅い彼氏とは対照的に、高宮先輩は気さくに挨あい拶さつをした。

　もっとも、この二人が一年生に気を留めた時間は短く、あっと言う間に自分たちだけの世界にもどってしまった。




「──すまん！　寝ね坊ぼうしてもうたわ！」

　八時を回ったころ、ようやく芝しば浦うら先輩がやって来た。ファッションに命を賭かけているんじゃないかと思えるくらい、気合の入った服装をしていた。髪型にも隙がない。

「もー、芝浦君！　たった二分とはいえ遅刻だよ！　副会長の自覚、あるの？」

　会長は恐い笑みを浮かべて、芝浦先輩にずんずんと詰め寄った。身体からだは小さいのに、妙な迫力がある。

「ほんま悪かった！　この通り！」

　平謝りする芝浦先輩を見て、みんなは苦笑い。

　芝浦先輩が到着したことで、ようやく参加者がそろった。

　僕たちは小田急線のホームをめざして、ぞろぞろと歩きだした。




　小田急線に乗った僕たちは、町田駅や相模さがみ大野駅を経由、約一時間をかけて藤沢駅に到着した。そこで江ノ島電鉄に乗り換えた。

　車体が緑色に塗られた、有名な電車だ。江ノ電という愛あい称しようで親しまれている。

　物語作品ではお馴な染じみだけど、僕が江ノ電に乗るのははじめてだった。

　電車に揺られながら、海音寺さんのことを考えた。

　例のイベントは、江の島で開催される。

　午後の自由時間に入るとともに、僕と海音寺さんは江の島をめざすことになる。

　一応、計画は立てたけれども、はたして周囲に怪しまれることなく、うまく抜けだすことができるだろうか──？

　やがて、車窓の外の景色が一変した。

　発車して以来、車両は住宅街のなかを突き進んでいたのだけど、突然、右手に目の覚めるような紺こん碧ぺきが広がったのだ。

「うわあ……！」

　女子たちが感かん嘆たんの声をあげた。

　車窓から臨む海辺の景色に、僕も目を奪われた。

　先輩たちは落ち着いたものだったけれど、一年生たちは全員、窓に張りついて、大海原を眺めやった。

　江ノ電は七里ヶ浜に沿って、東へと進みつづけた。そして、鎌倉駅に到着した。
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　鎌倉駅を出たあと、会長が真っ先に案内したのは、和風の造りをした店舗だった。

　さすが観光地だけあって、周囲には土産みやげ物ものの販売店がずらりと並んでいるのだけど、その店はちょっと雰囲気が異なっていた。

「会長？　このお店は……？」

　春菜がふしぎそうにたずねると、会長は得意げに答えた。

「着物を貸してくれるお店だよ。着付けやヘアセットもしてくれるし、荷物も預かってくれるの。郷土研ではね、和服姿で鎌倉を散策するのが恒こう例れい行ぎよう事じになってるんだよー」

「でも、そんな話はどこにも書いてなかったような……」

　如月さんが小首をかしげた。

「一年生をおどろかせようと思って、あえて黙ってたの」

　会長は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、男性陣をふりむいた。

「しばらくの間、男子たちは待っててくれる？」

　というわけで、女性陣は意気揚々と入店した。

　芝浦先輩、六藤先輩、鳥居君、そして僕は、土産物屋が建ち並ぶ商店街を散策しながら、女性陣の着付けが終わるのを待った。

　実際、すれ違う観光客のなかには、色鮮やかな和服を着た人が少なからず交ざっている。たしかに、古こ都と・鎌倉の街並みには和服がよく似合うと思った。

　海音寺さんの和服姿が楽しみだった。もっとも彼女のことだから、あの野暮ったい眼鏡は外さないのだろうけど。

「なあ、高幡君！　女子たちの和服姿、撮って撮って撮りまくるんやで！　そんで、画像データはあとで送ってくれや」

　と、芝浦先輩が僕の肩にガシッと手を置いた。妙に熱がこもっている。

「がっ、がんばります！」

「おい、高幡。僕の彼女を撮るときは、芸術的であることを心がけるように。変な下心を抱くのは許さんぞ？」

　と、今度は六藤先輩が大真面目に忠告してきた。

「わかりました！」

　面倒くさい先輩たちだなあ……と思いつつ、後輩としては素直にうなずくしかないのだった。




　四十分ほどが経った。

　いい加減、男子四人で商店街を散策するのにも飽きてきたころ、会長から「もう少しで終わるよ～」と連絡が来たので、僕たちは店に引き返した。

　最初に店から出てきたのは、如月さんと海音寺さんだった。

「おおっ！」

　芝浦先輩が歓声をあげた。

　僕も同感だった。

　一瞬にして、彼女たちは男性陣の視線を釘くぎ付づけにしてしまった。

　如月さんの和服は、紫色の生き地じに牡ぼ丹たんの花が描かれたものだった。金髪との相性も抜群だ。和服に合わせて結いあげた髪型も、彼女の美しさを引き立てている。端たん然ぜんとした立ち姿は、大空を高く舞う鶴つるのようだった。

　一方、海音寺さんは眼鏡をかけたままなので、どうしても野や暮ぼったい印象は拭ぬぐえないけれど、薄紅色の生地に桜の花びらが描かれた和服は、彼女の清せい楚そさを引き立てていた。結い上げた髪型も新鮮で、透きとおるようなうなじの白さに、僕などはぞくぞくとした。大和やまと撫なでし子こという言葉がぴったりだと思った。

「そっ、そんなにじろじろ見られたら、恥ずかしいわ……」

　初々しい反応を見せたのは、意外にも如月さんのほうだった。化粧をした顔に赤味がさしている。

「美優、あなたは平気なの？」

「わたし？　べつに平気だけど」

　海音寺さんはあっさりと答えた。

「……そう。案外、肝きもが据すわっているのね」

「そ、そういうわけじゃないけど……！」

　そんな海音寺さんを見ていると、なんだか可お笑かしかった。

　イベントで大勢のカメラマンに囲まれた経験のある海音寺さんだ。たかだか四人の男子に注目されたところで、どうということはないのだろう。

「せっかくだから、撮ってもいいかな？」

　僕がたずねると、如月さんは照れくさそうにうなずいた。一方、海音寺さんは「別に、いいけど」と、妙に冷静な口調で応じた。

　許可も下りたことだし、僕は堂々と撮影をはじめた。

「──ふう。やっと終わったよー！」

　十枚ほど撮ったころ、春菜が安あん堵どの表情を浮かべながら現れた。臙えん脂じ色いろの生地に、梅の花が無数に散っている。

　またまた芝浦先輩が「おおっ！」と遠慮のない視線をむけた。

「ど、どうかな……？」

　春菜は照れくさそうにうつむきながら、僕にたずねてきた。

「お、おう……」

　僕は言葉に詰まった。正直なところ、春菜の和服姿というのがまったく想像できなかったのだけど、楚そ々そとした風ふ情ぜいが感じられた。和服に合わせた髪型もよく似合っている。僕の知らない春菜だった。

「だ、黙ってないで、なんとか言ったらどうなの？」

「似合ってるよ。撮っていいか？」

「うん！　撮って撮って！」

　春菜はパッと表情を輝かせたものの、一転して及び腰になった。

「で、でも、和服は着慣れてないから……変なところ、ない？」

　僕はカメラを構えつつ、答えた。

「大丈夫、きれいだよ」

「ほんと……？」

「うん。本当にきれいな衣装だ」

「ちょっと……きれいなのは衣装だけ!?」

　たちまち春菜は鬼の形相になった。

　しまった。決して悪気はなかったのだけど、いまの言い方だと「衣装だけはきれい」と受けとられても仕方がない。

「も、もちろん、春菜もきれいだ……よ？」

「なんで疑問形なのよ！」

　なんだか中学時代や高校時代に逆戻りしたような気分だった。

　あのころはいつも、こんな風に怒られていたっけ。

　そのとき、ふと片かた頰ほおに視線を感じた気がした。

「…………」

　なにげなく視線をめぐらせてみると、海音寺さんが僕を見ていた。

　が、視線が合ったのは一瞬のことで、彼女はサッと目を逸そらし、如月さんに話しかけた。ふしぎに思ったそのとき、

「みんな、お待たせー！」

　会長が現れた。高宮先輩も一緒だ。おかげで春菜の罵ば倒とうも止まった。

　会長は朱色、高宮先輩は翡ひ翠すい色いろの和服を着用している。後輩たちの着物と比べると、模様は控えめで、やや大人しめな印象だ。後輩たちに花を持たせたのかもしれない。

「なんや、会長は七五三みたいやな～」

　と、芝浦先輩が正直すぎる感想を口にした。

「芝浦君……去年も、一昨年おととしも、同じことを言ったよね？」

　会長は笑顔を浮かべているが、その目だけは笑っていなかった。

「すまん！　口が滑ってもうたわ！」

「それってつまり、本音がポロッともれたってことだよね？」

　芝浦先輩が平謝りする姿は、みんなを和ませた。

　その脇わきでは、六藤先輩が高宮先輩に賛美の言葉を次々と浴びせながら、スマホで撮りまくっていた。なんというか……平和だなあ、と思った。

「それじゃあ、ここからは郷土研らしく、鶴岡八幡宮をお参りするよ！」

　会長に先導されて、僕たちは歩きだした。
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　鎌倉駅の東口からしばらく歩くと、巨大な鳥居が見えてきた。

　晴れ渡る青空に、鮮やかな朱色が映えている。

　鎌倉ガイドによれば、三の鳥居というらしい。鶴岡八幡宮の入口に当たる。

　周囲は観光客でごった返していて、油断すると仲間とはぐれそうだった。

　橋を渡り、長い長い参道を進む。自分が撮影係に任命されたことを思いだした僕は、カメラを構えながら歩くことにした。

　和服姿の女性陣は色彩豊かで、撮り甲が斐いがある。写真を撮るという名目があるので、彼女たちの姿を堂々と鑑賞できるのもうれしかった。

　ついついシャッターを切る指が加速する。

　客観的に見て、被写体として最も魅力的なのは如月さんだと思う。

　だけど僕としては、やはり海音寺さんが気になってしかたがない。

　いつしか僕は、ファインダーごしに海音寺さんばかりを追いかけていた。

　表面上は、とことん地味を装っている海音寺さんの姿に、少しでも「彼女」の片へん鱗りんを見つけられたらと思いつつ──。

　静しずか御ご前ぜんにゆかりのある舞まい殿でんを拝観したあと、両脇を瑞みず々みずしい樹木に覆われた大石段を上った。深紅に彩られた本宮の威容に、ただただ圧倒された。

　参拝を終えたあと、突然、如月さんが僕をふり返った。

「ねえ、高幡君？」

「な、なんでしょう？」

　思わず敬語になってしまった。

「気のせいかもしれないけど、さっきから美優ばかり撮ってない？」

　僕は焦あせった。

「そっ、そんなことないよ！」

「そう？　なんとなく、そんな気がしたから……勘違いだったら、謝るわ」

「日ひ頃ごろの行いが悪いから、疑われるんだよ！　ほら、さっさと行こ！」

　口を挟んできたのは、春菜だった。如月さんと海音寺さんの背中を押しながら、ずんずんと僕から遠ざかっていく。

　僕はホッとした。本音を言えば、如月さんとの会話を打ち切らせた春菜に、感謝したいくらいだった。

　もし如月さんが僕の言葉を信用せず、「じゃあ、画像データを見せてくれる？」と要求してきたら、窮きゆう地ちに陥おちいっていたところだ。

　それにしても、如月さんの勘の鋭さときたら、尋じん常じようじゃないようだ。

　彼女は、ずっと海音寺さんのそばにいた。並外れた美人であり、彼女自身、自分の美び貌ぼうをちゃんと自覚しているはずだ。ならば「自分ばかりが撮られている」と勘違いしても、ふしぎはない。

　あるいは、如月さんは「自分ばかり撮られている」と勘違いしたものの、それをストレートに指摘すると自意識過剰と受け取られかねないと判断し、あえて海音寺さんをダシにしたのかもしれない。

　いや、さすがに深読みのしすぎだろうか。少なくとも、そんな姑こ息そくな打算をするような人だとは思えない。

　なんにせよ、僕が軽率だったのはまちがいない。これからは平等に撮影するよう心がけないと──。

「ふーん。高幡君って、海音寺さんが気になってるんだ？　これは意外な展開だねー」

　と、いつの間にか僕の背後に忍び寄っていた会長が、小悪魔のようにささやいた。

「そ、そんなんじゃないですって！」
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　いつの間にか、十一時半を回っていた。

「それじゃあ、お昼にしよっか」

　僕たちは会長に先導されて、若わか宮みや大おお路じの付近にある和食店に入った。会長が一押しするお店で、事前に予約を入れていたという。会長が「誠せい櫻おう大学の郷土史研究会です」と告げると、すぐさま掘りごたつ式のテーブル席に案内された。

「それじゃあ、席順を決めよっか！」

　と、会長がスマホのあみだくじアプリを利用して席順を決めた。

　あみだくじの結果──僕は壁側、左端から二番目の席となった。

　お向かいの席をぐるりと眺めると、左斜め前は空席、正面は鳥居君、右斜め前は春菜。その隣は芝浦先輩で、右端が会長である。

　一方、僕の右隣は高宮先輩で、その隣に六藤先輩、そして右端の席に如月さんが着いた。女性陣は和服姿のままなので、雛ひな人にん形ぎようが並んだような趣がある。

「はあ……。食事のときくらい、バカップルを引き離してやりたかったんやけどな。お前らときたら、人目もはばからずイチャイチャしやがって！」

　とくやしがる芝浦先輩に対し、

「愛の力ですよー！」

　と宣言する高宮先輩。

「こんな〝むっつり眼鏡〟のどこがええんや？」

「たとえ先輩でも、言っていいことと悪いことがありますよ？」

「いや、冗談やから！　お前の笑顔、めっちゃ恐いわ！」

　そんな二人の応おう酬しゆうが可笑しくて、みんなで笑った。

　それはともかく──。

　僕の左隣に腰を落ち着けたのは、なんと海音寺さんだった。

　例の契約に従うなら、余計な会話はしないほうが望ましい。とはいえ、この状況で一言も口を利きかないのは、なんらかの理由で彼女を意識しているようで、それはそれで不自然な気もする。

　……そんなことを考えていたら、いよいよ料理が運ばれてきた。

　お造りや胡ご麻ま豆腐。焼き魚。炊き込みご飯。そして、色とりどりの鎌倉野菜を使った小こ鉢ばちや煮物。見るからにおいしそうで、食欲をそそる。

　早速、みんなで「いただきます！」と手を合わせた。




　おいしい食事を楽しみつつも、僕には気がかりなことがあった。

　どうしても、僕の左隣──黙々と食事をしている海音寺さんが、気になってしかたないのだ。

　客観的に見て、海音寺さんは「ぼっち」になりつつあった。

　海音寺さんの正面は空席で、右斜め前は鳥居君。しかし、彼は大人しい性格だし、同じ学部の春菜や、真向かいの僕と話すばかりで、海音寺さんにまで気を回す余裕はなさそうだった。

　一方、僕の右隣は高宮先輩と六藤先輩のカップルで、すっかり自分たちの世界に浸りきっている。

　他方、僕からいちばん遠い席では、会長と如月さんと芝浦先輩がにこやかに談笑している。

　この状況で、僕が鳥居君や春菜との会話に集中してしまったら、海音寺さんは孤立せざるを得ない……。

　見るに見かねて、話しかけてみた。

「この煮物、おいしいね」

「そうね」

「この焼き魚、なんていう魚かわかる？」

「さあ？」

「鶴岡八幡宮って、九百年以上の歴史があるらしいよ。すごいよね」

「ふうん」

　生返事がかえってくるだけで、会話がつづかない。暖簾のれんに腕うで押おしとは、まさにこのことだった。

　と、そのとき──突然、会長たちの周辺がドッと沸いた。

　きっかけは、芝浦先輩が如月さんに対して、こんな質問を放ったことだった。

「如月さんの実家、実は大金持ちなんとちゃうん？」

　それに対し、如月さんは真顔で否定した。

「うちなんて、美優の家と比べたら大したことないですよ。彼女はまるで洋館みたいなお屋敷に住んでるんですから。敷地も五百坪くらいあって。実際に見たらびっくりしますよ」

　如月さんがそう言ったとたん、みんなの視線が海音寺さんに集中した。

「えっ？　いえ、そんな……！」

　海音寺さんは狼狽のあまり、ご飯を喉のどに詰まらせたような顔をした。

「お祖じ父いさんが資産家で、お父さんは社長さん。さらに、お姉さんは東京で弁護士をやってるんです。いまは、そのお姉さんと一緒に住んでるんだよね？」

　如月さんの説明を聞いて、だれもが「ほお～」と感心して、海音寺さんをまじまじと見つめた。

「ちょっと、綺音！　恥ずかしいから、それくらいで……！」

　当の海音寺さんは、実家の話を人前で披ひ露ろうされるのが苦手なようで、如月さんに恨めしそうな視線をむけた。とはいえ、否定しないところを見ると、すべて事実のようだ。

　常日頃、オタク趣味をかたくなに押し隠そうとする海音寺さん。

　彼女がそんなふうになってしまったのは、特殊な家庭環境が影響しているのかもしれないな……などと、僕は想像した。
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　昼食後、いよいよ自由時間となった。

　ここからが正しよう念ねん場ばだ。

「たくさん思い出をつくってきてね。でもでも、羽は目めを外しちゃ駄目だよー」

「ま、俺らのことは気にせんと、全力で楽しんでこいや」

　会長と芝しば浦うら先輩は、笑顔で僕たち一年生を見送ってくれた。この二人は、適当な喫茶店で今日の紀き行こう文ぶんを書くという。

　ついつい遊びで来ているような気分になっていたけれど、これはれっきとしたサークル活動なのだ。紀行文の提出は実績と見なされ、来年度の予算に影響するんだとか。

　ちなみに、六む藤とう先輩と高たか宮みや先輩のカップルは、いつの間にか姿を消していた。この機に乗じて、ちゃっかりと鎌かま倉くら旅行を楽しむつもりなのだろう。お得な性格をしているなあ、と思った。

　僕たち一年生組は、いったん鎌倉駅の東口まで歩いた。

　これから駅周辺を散策することになる。午前中に鶴つるが岡おか八はち幡まん宮ぐうを参拝したので、午後は買い物がメインになる予定だ。

　問題なのは、海かい音おん寺じさんの服装と荷物について。

　レンタル和服を利用することは、事前に知らされていなかった。おかげで、僕と海音寺さんの計画は修正を迫られていた。

　借り物の和服を着たまま江の島に行くのは、さすがに無む謀ぼうだろう。いちばんの問題は、草ぞう履りを履はいているため、歩行速度が制限されてしまうことだ。

　それと、もうひとつ。女性陣は荷物を店に預けたままである。和服レンタル店にとって、手荷物を預かるサービスは必須と言えるが、それが仇あだとなった。肝かん心じんの衣装や小道具がなければ、イベント会場に入っても意味がない。

　僕はさりげなくスマホを手に取ると、海音寺さんにメッセージを送った。





　　陸りく生お：なんとか口実をつくって、和服から私服に着替えよう。

　　　　　スーツケースも回収しないとね。






　海音寺さんは、すぐさま受信に気づいてくれた。さりげなくバッグからスマホを取りだして、画面をチェックしている。これで僕の意思は伝わったはずだ。

「最初はどこに行く？」

　と、如月きさらぎさんがみんなにたずねた。

「あたし、小こ町まち通どおりがいい！　海音寺さんは？」

　春はる菜なにたずねられ、海音寺さんはハッとスマホから顔をあげた。

「えっと、先に行っててくれる？　わたし、私服に着替えたいと思ってるんだけど」

「ええっ!?　返却時間はまだまだ先なんだし、和服のままでいいと思うよ！」

「そうよ、美み優ゆ。こんなに可愛かわいいのに、もったいないわ」

　春菜も如月さんも怪け訝げんそうだ。さすがに無理があっただろうか……。

　僕が不安に思っていると、海音寺さんは落ち着いた口調で言った。

「えっと、草履が足に合ってないみたいで、ちょっと痛くなってきたから。わたしには、やっぱりスニーカーのほうが向いてるみたい」

「大丈夫？」

　如月さんがたずねた。本気で心配している顔だった。

「そ、そんなに深刻じゃないんだけどね」

　海音寺さんは少し動揺を見せた。親友に噓うそをついてしまったことに、罪悪感をおぼえたのだろう。

　幸いにも、如月さんはあっさりと引きさがった。

「そういうことなら、着替えたほうがいいわね。わたしたちは店の外で待ってるわ」

「そんなの悪いよ。時間がもったいないから、みんなは先に行ってて」

「わかったわ。じゃあ、わたしたちは小町通りにいるから」

　海音寺さんは安あん堵どの表情で「ありがとう」と応じた。





　　　　２






　海音寺さんを置いて、僕を含めた四人は小町通りに入った。

　飲食店や土産みやげ物もの屋をはじめ、様々な店が軒のきを連ねている。人気の商店街だと聞いていたけれど、実際、大勢の観光客でにぎわっている。外国人観光客も多い。

　僕は海音寺さんに思いを馳はせた。着付けとヘアセット、そして小物選びには一時間近くを要したが、私服に着替えるだけなら、そこまで時間はかからないはずだ。

　このあと海音寺さんがどう行動すべきかは、すでにメールで指示を送っている。僕としては、このまま買い物を楽しむふりをしつつ、海音寺さんが動くのを待つつもりだった。

　二十分がすぎたころ、グループトークに連絡が来た。





　　美優：ごめんなさい。トイレを探していたら、迷子になったみたい。観光客が多すぎて……。






「美優ったら、なにをやっているのかしら？」

　如月さんが苦笑しつつ、返事を書きこんだ。





　　綺あや音ね：大丈夫？　いまどこ？　目印を言ってくれれば、迎えに行くわ。






　ややタイムラグを挟んで、返事が来た。





　　美優：ごめん！　バッテリーが切れかけてるから、いったん電源を切るね。

　　　　　わたしのことは気にせず、楽しんできて！






「美優!?」

　如月さんが心配そうな声をあげた。

「海音寺さん、大丈夫かな？」

　春菜も深刻そうな顔をしている。

「みんなで捜さがしたほうがいいんじゃないかな？」

　と、鳥とり居い君が提案した。

　そこで僕は言った。

「いや、僕が捜してくる」

「……なんで陸生が？」

　春菜が眉まゆをひそめた。怪しむような目で、じっと僕を見つめている。

「いや、その……春菜も如月さんも、いまは草履を履いてるだろ？　人捜しには不向きだと思うんだ」

　とっさに思いついた言い訳だったけれど、悪くはないと思った。

「それは、まあ……そうだけど」

　春菜も渋々ながら認めた。

「じゃあ、僕も一緒に捜そうか？」

　と、鳥居君が申し出た。

　純粋な親切心なのはわかっているけど、僕は焦あせった。

　これから僕と海音寺さんは鎌倉を離れる予定なのだ。つまり、黙って消えることになる。鳥居君に迷惑をかけるわけにはいかない。

「いや、鳥居君は女子のそばについていたほうがいいと思う。観光地はなにかと物騒だからね。女の子が二人だけじゃ心配だ。マナーの悪い連中に絡まれたら大変だしね」

「それもそうか」

　鳥居君は納得してくれた。

「それじゃあ、僕は行ってくる。海音寺さんを見つけたら、すぐに連絡するから」

　僕は駆けだした。

「ちょっと、陸生！　ほんとに一人で大丈夫なの!?」

　春菜の声が背中を打ったけれど、僕は全速力で走りつづけた。
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　日ひ頃ごろの運動不足がたたって、レンタル和服店に到着したとき、僕の息はすっかり上がっていた。まだ春だというのに、汗だくになっている。

　ぜえぜえ……と荒い呼吸をしながら待っていると、

「お待たせ」

　海音寺さんが現れた。予想以上に早い登場だった。彼女が店に入ってから、まだ十五分くらいしか経たっていないはずだ。きっと大急ぎで着替えたのだろう。

「ねえ。着替えてる途中で、ふと疑問に思ったんだけど」

「へっ？」

「ここまで助けてくれたこと、本当に感謝してる。君が立てた計画のおかげで、なんとか江えの島しまに行けそうだし。ただ……」

「ただ？」

「君まで江の島に来る必要、あるの？」

「それは……」

　そう、冷静に考えれば、僕が付きそう必要はないのだった。

　このまま彼女を送りだし、僕は彼女を捜すふりをしながら、どこかで時間をつぶしていればいい。その後、彼女が帰ってきたら合流し、春菜たちに「やっと海音寺さんを見つけたよ！」と連絡すればいいのだ。

　だけど、せっかくカメラを持参したのだ。

　彼女の晴はれ舞ぶ台たいを撮影したい。

　そう思うのは、自然なことじゃないだろうか。

「僕もイベントに参加したいんだ。カメラマンとして」

「……そのカメラ、そういうことだったのね」

　海音寺さんは納得顔をした。

「迷惑かな？」

「そうは言ってないわ。君が受付で料金を支払って、入場パスを取得すれば、わたしに拒む権利はないわけだし」

　彼女はぼそぼそと答えた。

　不本意そうな表情ではあったけれど。

「やった！　それじゃあ、行こうか」

　僕は彼女のスーツケースに手を伸ばした。アームをつかんで歩きだす。四輪キャスターがカラカラと音をたてた。なるほど、バッグを持つよりケースを引くほうがはるかに楽だと実感した。

「ちょっと。べつに頼んでないんだけど……」

　海音寺さんの言葉を背中で聞きながら、僕は笑った。

「いいから。僕が持つよ」

「そこまでしてもらうのは、なんだか悪い……」

「今日の海音寺さんはヒロインなんだ。荷物運びなんて似合わないよ」

「……！」

　背後で息を呑のむ気配がした。ちょっと臭い台詞せりふだったかなと思ったけれど、海音寺さんが文句を言うことはなかった。
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　江ノ電のホームでしばらく待っていると、緑色に塗られた車両が到着した。

　二人分の座席を確保すると、人ひと心地ごこちがついた。

　やがて、電車が駅を発たった。

「そうだ、春菜たちに連絡しよう」

　僕はスマホを取りだすと、メッセージを入力した。

　海音寺さんも自分のスマホを取りだそうとしたけれど、すぐにやめた。バッテリーが切れたという設定なので、電源を入れるわけにはいかないのだ。





　　陸生：報告。ついさっき、ちらっと見かけた後ろ姿が、海音寺さんだったような気がする。






　すぐさま返事が来た。





　　春菜：ほんと？　すぐに追いかけて！

　　鳥居：高たか幡はた君は、いまどこにいるの？

　　陸生：それが……僕にもよくわからないんだ。道に迷ってしまって。

　　春菜：なによそれ！　頼りにならないわね！

　　陸生：とりあえず、彼女のことは任せておいて。見つけたら連絡する。

　　　　　みんなは買い物をつづけていればいいから。

　　綺音：美優は世間知らずだから、放ほうっておいたら知らないオジサンにさらわれてしまいそうで……本当に心配だわ。早く見つけてあげてね。

　　陸生：了解！






　僕は通信を打ち切った。

　如月さんのメッセージは、まるで我が子を案じる母親みたいだった。クール系ヒロインのように見えて、案外、情に厚い人なのかもしれない。

「もう、綺音ったら！」

　如月さんのメッセージを読むなり、海音寺さんは憤ふん慨がいした。

「知らないオジサンって、なによ？　小学生じゃないんだから！」

「まあ、純粋に海音寺さんを心配してるんだと思う」

「そ、それは……そうなんだろうけど」

　沈黙が横たわった。しばらくして、

「はあ～……」

　と、海音寺さんが重たげな溜ため息いきをもらした。

「なにか気がかりでも？」

「だって、やむにやまれぬ事情があるとはいえ……友達をだましたわけで。いまさらながら、罪悪感がじわじわと這はいのぼってきたわ」

　海音寺さんは真剣に思い悩んでいる様子だった。

「そうだ。無事にイベントを乗りきったら、お詫わびの印しるしとして、みんなになにかプレゼントを贈るのはどうかな？」

　僕が提案すると、海音寺さんは顔をあげた。

「……うん、そうする。せめてものお詫びの印に、なにか買うね。良かったら、一緒に選んでくれる？　代々木さんの好みは、わたしよりも君のほうが詳しいはずだし」

「わかった。手伝うよ。僕も共犯者だしね」

「ありがとう」

　彼女はホッとした表情を浮かべた。

　僕の唇から、自然とこぼれ落ちた「共犯者」という言葉は、ふしぎな余韻を胸にもたらした。

　江ノ島駅には三十分弱で到着した。
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　駅を出たあと、しばらく商店街を進んだ。石いし畳だたみに舗ほ装そうされた道は細く、しかし観光客は多い。

　やがて風の勢いが増した。顔面に吹きつけてくる。海に近づいているのだろうな、と予感した。交差点の信号が見えた。

　さらに進むと、視界が開けた。

　穏やかな大海原が広がっている。

　巨大な橋のむこうに、江の島が見えた。

「うわあ……」

　海音寺さんが感嘆の声をあげた。僕も同じ気持ちだった。




　本土と島を連結する橋は、江の島大橋という。ただし、車道の脇わきに位置する歩行者用の橋には、江の島弁べん天てん橋ばしという名前が付けられていた。歩けない距離ではないので、僕たちは徒歩で江の島をめざした。

　弁天橋を渡りきったとき、午後二時を回ったところだった。

　イベントは午前十一時から午後五時までなので、まだ時間には余裕がある。時間内であれば、いつ参加しようが、いつ退場しようが、参加者の自由なのだ。

　突然、あのμミユーが降臨したりしたら、みんなびっくりするだろう。

　そう考えると胸が躍おどった。

「目線、こっちにお願いします！」

「はーい！」

　周囲には、イベント参加者の姿がちらほらと見えた。

　公式Ｗｅｂサイトによれば、撮影可能な領域はヨットハウスをはじめ、浜辺や参道、弁天橋、江の島シーキャンドル、江の島サムエル・コッキング苑えん、そして湘しよう南なん港こう……かなり広範囲にわたるそうだ。

「──ここからは別行動だね」

　と海音寺さんが言った。

　僕はうなずくと、スーツケースを返した。




　海音寺さんの背中を見送ったあと、適当にぶらぶらと島内を散策することにした。

　メイクと着替えには時間がかかる。彼女が登場するのは、どんなに早くとも三十分後になるそうだ。急いだところで意味はない。

　弁天橋にもどって、海を撮影した。彼女を撮るために入手したカメラだけど、風景を撮るのも楽しい。

　その後、適当に売店をのぞいてみた。潮しお風かぜに交じって、香ばしい匂においが漂ってくる。店先でイカやサザエを網で焼いているところだった。

　昼食を食べてから、まだ一時間ほどしか経っていないというのに、なんとも食欲をそそる香りだ。野外に設けられたテーブル席では、客たちが焼きたての魚貝を肴さかなに、缶ビールを飲んでいる。

　酒はまだ飲めないけれど、無性にイカ焼きを食べたくなった。そんな僕を引き止めるかのように、スマホがブルッとふるえた。





　　春菜：ちょっと、どうして連絡くれないの！

　　鳥居：海音寺さん、まだ見つからない？

　　綺音：とにかく連絡をして！






「しまった！」

　海音寺さんとふたりきりで江ノ電に乗ったり、江の島の風景を撮ったりしていたら、大事なことを忘れていた。

　そろそろ春菜たちを安心させておかないと、鎌倉観光を心から楽しめないだろう。

　海音寺さんが会場入りしたいま、僕は独自の判断で動かねばならない。

　頭をフル回転させながら、返事をした。





　　陸生：連絡が遅れてごめん！　ついさっき、海音寺さんをつかまえたところ。彼女は無事だから、もう心配しなくて大丈夫。スマホのバッテリーが切れたせいで、かなり焦ってた様子だったけど、もう落ち着いたから。

　　綺音：ほんと？　高幡君、すごいわ！　いまどこ？

　　陸生：いや、それが……二人そろって道に迷った挙げ句、気づいたら江の島まで来てしまって。






　我ながら苦しい言い訳だと思ったが、ここは押し通すしかない。それと、ここまで来たら、正直に居場所を伝えることにした。いまだに自分たちの居場所がわからないというのでは、さすがに無理があるし、いまから春菜たちが江の島に足を運ぶことはないだろうと思ったからだ。





　　春菜：なんで江の島？　わけがわからない……。

　　陸生：せっかくだし、僕たちはこのまま江の島を観光しようと思う。

　　鳥居：いいなあ。江の島には有名な神社があるんだ。

　　春菜：なんか腑ふに落おちない！　陸生、なんか隠してない？






　ドキリとした。春菜には勘の鋭いところがある。なんと答えるべきか……と思い悩んでいたら、如月さんが新たなメッセージを書きこんだ。





　　綺音：とにかく、美優が無事で本当に良かったわ。高幡君、ありがとう。美優から絶対に目を離さないでね。

　　陸生：了解です。






　やりとりを終えるなり、安堵の溜ため息いきがもれた。とりあえず、彼女たちは僕の報告を信じてくれたようだ。

　春菜には怪しまれてしまったけれど、如月さんが適当なところで締めくくってくれたので、助かった。

　ふと時刻をチェックすると、二時半をすぎていた。

「やばっ！」

　すでに彼女が登場していても、おかしくない頃ころ合あいだった。
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　ヨットハウスの一階にある受付所で料金を払い、撮影パスを入手した。これでカメラマンとして、このイベントに堂々と参加できる。

　さて……肝心の彼女はどこにいるのだろう？　すでに着替えもメイクも終え、登場していても良いはずだ。

　そんなことを考えつつ、ヨットハウスの外に出た。

　……と、なんだか周囲が騒がしいことに気がついた。

「なんだろう？」

　見る間に、大きなカメラを提げた人たちが、次々と灯とう台だいのほうへ駆けていく。

「うわっ!?」

　ちょうど僕のすぐそばを通過した人たちと、危うくぶつかりそうになった。お互い高価なカメラを所持している身だ。下手にぶつかると大だい惨さん事じになりかねない。

　カメラマンたちの大移動は、まだまだ続いている。

　まるで特ダネの匂いを嗅かぎつけた記者のように、彼らは息せき切って駆かけていく。進行方向は、みんな灯台だった。江の島の東端に屹きつ立りつする、湘南港灯台だ。

「おい！　μが来てるらしいぞ！」

　と、そんな声が僕の耳に飛びこんできた。

「マジで!?」

「告知なんてなかったぞ？」

「彼女が告知なんてするわけないだろ！」

「本当に彼女なのか？　ガセネタとしか思えんけど」

「おっ！　ツイッターで報告されてる！　五分前だ！」

　カメラマンたちはワイワイと騒ぎながら、湘南港の方向へと走って行く。

　どうやら彼女は準備を終えて、まずは湘南港に現れたらしい。

　それにしても──。

　彼女が現れただけで、これほどの騒動が巻き起こるとは。まるでアイドルだ。その人気ぶりを痛感せずにはいられなかった。

「僕も行かなくちゃ……！」
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　灯台付近の広場には、黒山の人だかりができていた。

　ちょっとしたお祭り騒ぎだ。

　ざっと眺めただけでも五十人……いや、もっと集まっているのではないだろうか。カメラマンたちの熱気がひしひしと伝わってくる。

　全員、お目当ては彼女らしい。

「すごいな……」

　なんとか集団の端っこから、被写体の様子をのぞきこむ。

　──彼女だ。

　大学構内での海音寺さんとは、まるで別人だった。

　──あれだけの衣装と小道具を全部、自分で作ったんだよな……。

　そう思うと、畏い敬けいの念ねんすら湧わいた。

　ネットの掲示板で考察されていたのだけど、彼女の衣装や小道具は、すべて手作りらしい。少なくとも、該当する既製品は存在しないとのことだった。

　あまりまじまじと見つめるのは悪い気がしたけれど、いまは撮影会の真っ最中だ。遠慮なく見ることが許されている。

　──なんてきれいなんだろう……！

　抜けるような大空、そして紺こん碧ぺきの大海原を背景に、彼女は勝ち気な笑顔でポーズをとっている。地上に舞いおりた天使そのものだった。

　こうしてはいられない。僕も撮らなくては……！

　周囲のカメラマンたちに負けじとばかり、僕は撮影をはじめた。しかし、なかなかうまく撮れない。周囲の熱気がすさまじすぎて、どうしても気が散る。

　そもそも良いポジションはとっくに占拠されていて、僕の位置からでは満足に撮ることができそうにない。

　そのとき、すぐ隣のカメラマンが声を張りあげた。

「すみません！　こっちにも視線をお願いします！」

　彼女はすぐさま反応し、こちらに極上のスマイルをむけた。

　その瞬間、彼女と視線が合った。

　心臓がドクンと跳ね上がった。

　もっとも、視線が合ったのは一瞬のこと。すぐさま別の声に視線を求められ、彼女は反対のほうをむいてしまった。

　彼女にとって、僕などは大勢のカメラマンの一人でしかないのだな……と痛感した。

　なにをいまさら、と思った。

　そもそも僕と海音寺さんは、秘密を共有するだけの関係だったはずだ。それ以上でもそれ以下でもない。

　そんなことは、最初からわかりきっていたはずなのに──。

　胸がもやもやした。

　顔面に吹きつける海風が、少し冷たく感じられた。
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「──待たせてごめんね」

　スーツケースを転がしながら、海音寺さんが現れた。

「お疲れ」

　ヨットハウスの入口付近で待機していた僕は、奇妙な安堵感に満たされた。

　この一時間、ずっと被写体として君くん臨りんしていた彼女は、僕の手から遠く離れた場所へ飛び去ってしまったかのようだった。

　だけど、地味で大人しそうな「海音寺さん」にもどった彼女と対面したとたん、僕はすっかり安心してしまったのだ。

　図ずう々ずうしいかもしれないけど、彼女がふたたび僕のもとに帰ってきてくれたような気がしたのだった。

「そうだ。みんなに、お土産を買っていかなくちゃ」

「お詫びの印だね」

　江ノ電に乗っていたとき、海音寺さんと交わした会話を思いだした。

「うん。噓をついちゃったお詫び。それと、もうひとつ──」

　海音寺さんは少し間を置いてから、ぽつりと言った。

「高幡君を借りちゃったお詫び」

「へっ？　だれに対してのお詫び？」

「……鈍感」

　なぜだか海音寺さんは横目で僕を睨にらむと、ぷいっと明後日あさつての方角をむいてしまった。

　海音寺さんがなにを伝えたかったのか、僕にはさっぱりわからない。なんとか機嫌を直してもらいたくて、僕は思わず突飛な提案を口にしてしまった。

「そ、そうだ！　江の島には有名な神社があるらしいよ」

「……？」

　海音寺さんはきょとんとした。

「せっかく江の島まで来たんだし、お参りするのはどうかな？　いや、面倒ならいいんだけど……」

「そうね。せっかく江の島まで来たわけだし、いいわよ」

　しばらく考えたあと、海音寺さんは了承してくれた。機嫌も直ったようなので、ホッとした。

「じゃあ、貸してくれる？」

　僕は海音寺さんにむけて、手を伸ばした。

「なにを？」

「スーツケース。僕が持つよ。石段を上らなきゃいけないから」

　平へい坦たんな道ならともかく、階段を上るとなると、ケースを持ち上げる必要がある。彼女のケースはサイズこそコンパクトだけど、金属製だ。そこそこの重量がある。

「……ありがとう」

　海音寺さん自身、そのことは理解しているようで、素直に応じてくれた。




　推定五キログラム超のスーツケースを持って石段を上るのは、予想以上の苦行だったけれど、弱音を吐くわけにはいかなかった。

「大丈夫？　腕がプルプルしてるわよ？」

　と指摘されてしまったけれど、僕は「これくらい大丈夫さ」と答えた。

　荘そう厳ごんなたたずまいの瑞ずい心しん門もんを入ったあと、立て札の前で立ち止まった。

「江えの島しま神社に祀まつられてるのは、三姉妹の神様だって書いてあるね。それぞれの女神が祀られた奥おく津つ宮みや、中なか津つ宮みや、辺へ津つ宮みやの三宮を総称して、江島神社と呼ぶんだって」

「三姉妹の神様……素敵ね」

「どうせなら三姉妹を参拝する？　……いや、時間的に厳しいか。とりあえず、行けるところまで行ってみようか」

「うん、いいよ」

　まずは辺津宮を参拝した。御ご祭さい神しんは田寸津比賣命たぎつひめのみことという。

　その後、道に沿って歩いて行くと、巨大な樹木の前に差しかかった。

　太い幹みきが天をめざして伸びている。幹はＶ字型に分かれていて、しめ縄が張られていた。その周囲には、目にも鮮やかなピンク色の絵え馬まがたくさん奉納されている。

「大きな樹きだなあ」

　僕は思わず立ち止まった。

　樹木の前には、古典的な立て札がある。

　海音寺さんと肩を並べて、解説文を読んでみた。





　　　二つの幹が、一つの根で結ばれる

　　御ご神しん木ぼく（大おお銀杏いちよう）

　　むすびの樹

　　　この大銀杏に肖あやかり二つの心を一つに結び

　　　良縁を成就させましょう






　読み終えたとたん、すぐ隣の女の子を意識してしまったのは、自然なことだと思う。

　なんだか気恥ずかしい。

　ちらりと海音寺さんの横顔をうかがうと──。

「……!?」

　目が合った。

　彼女もまた、僕を見ていたのだ。

　僕は動揺しつつ、視線を御神木にもどした。

　なにやら気まずい雰囲気だった。

　むすびの樹を前にして、彼女も僕という異性を意識してしまったのだろうか。

「……そろそろ行かないと」

　海音寺さんがおずおずと言った。

「そ、そうだね……」

　僕は頰ほおに熱をおぼえながら、うなずいた。




　次は中津宮を参拝した。
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　朱塗りの社しや殿でんが目にも鮮やかだ。御祭神は市寸島いちきしま比賣命ひめのみことという。

　立て札には「美しい恋がしたい」なんて書かれていて、先ほどの大銀杏に引きつづき、こちらでも縁結びを推しているようだ。またしても、僕たちの言動がぎこちなくなってしまったのは言うまでもない。

「……これからどうしようか」

　参拝を終えた僕たちは、社殿から少し離れて立ち止まると、スマホで現在位置を確認した。

　せっかく三姉妹の神様が祀られているのだから、最後の一柱にも参拝したいところだけど、ちょっと距離があるようだ。

「時間的に厳しそうだね。ここで引き返したほうがいいと思う」

　海音寺さんは冷静に答えた。

「そうだね。また来る機会もあるだろうし」

「それじゃ、売店に行かなくちゃ」

　と、海音寺さんが僕をうながした。

「売店？」

　僕はきょとんとした。

「もう忘れたの？」

　海音寺さんはあきれたような顔をした。

「みんなへのお土産。というか、お詫びの印」

「あっ！　そうだった！」

　海音寺さんとふたりきりで行動している時間は、なんだか夢のようで。少なくとも、一緒に参拝したり、歩いたり、地図を眺めたりしていた間、僕の意識は彼女にばかりむけられていた。

　お土産のことなど、すっかり忘れてしまっていたのだ。
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　僕たちは瑞ずい心しん門もんまで引き返した。

　階段を下りるときも、僕がスーツケースを運んだ。

「ありがとう、高幡君。大丈夫？」

　石段を下りきったところで、海音寺さんが心配そうにたずねてきた。

「こっ、これくらい、なんでもない……」

「強がっちゃって。疲ひ労ろう困こん憊ぱいって感じだよ？」

「はは……まあ、ただの運動不足だよ。中学、高校と帰宅部だったから」

「ほんとに大丈夫？」

「大丈夫！」

　僕は空元気を振りしぼって、商店の並ぶ坂道を下った。

　しばらくすると、海音寺さんが和菓子屋に目を留めた。

「あのお店、どうかな？」

　店頭には、お土産にぴったりな菓か子し折おりがいろいろと並んでいる。

「綺音は和菓子が大好きなんだけど、代々木さんの好みはわかる？」

「春菜は甘いものに目がないから、問題ないと思う」

「そう。じゃあ、鳥居君の好みはわかる？」

「さすがに知り合って間もないから、そこまでは……」

　僕は苦笑した。

「だよね……」

「迷ってる時間もなさそうだし、和菓子でいいと思うけど」

「うん。そうする」

　海音寺さんは店に入った。僕もスーツケースを引きながら、彼女につづいた。お互い意見を言いあいながら、店内をぐるりと回った。

　最終的に、江の島名物だという和菓子を購入した。

　当初、海音寺さんは「わたしが全額払うから」と主張したのだけど、それでは僕の気がすまないということで、割り勘にして店を出た。

　その直後、

「あーっ！　こんなところにいた！」

　甲かん高だかい声が耳じ朶だを打った。

　春菜と如月さん、そして鳥居君が目の前にいる。

　僕たちを見つけるなり叫んだのは、春菜だった。

「やっと会えたわね、美優」

　如月さんはホッと胸を撫なでおろしている。

　一方、鳥居君はニコニコと笑っていた。

「どうして江の島に？」

　僕がたずねると、如月さんは悪戯いたずらっぽく笑った。

「春菜がね、どうしても江の島に行きたいって主張するものだから。ね、春菜？」

　いつの間にか、如月さんは春菜を呼び捨てにしていた。一緒に行動しているうちに打ち解けたようだ。

「だ、だって、有名な観光名所だし！」

　なぜだか春菜は狼ろう狽ばいしている。

　僕が「海音寺さんを見つけた」と伝えた時点で、午後二時をすぎていた。もはや春菜たちが江の島まで足を伸ばすことはないだろう、と高をくくっていたのだけど……。

「えっと、あのっ……！」

　海音寺さんは見るからに動揺していた。

　僕と江の島観光をすることは事前に伝えてあったのだから、別段、焦る必要はないのだけれど、こんな形で遭遇したものだから、軽いパニックを起こしたのだろう。

　ここは僕がしっかりしないと駄目な状況だと思った。

「実はさ。海音寺さんが、三人に贈りものをしたいって言うから、一緒に選んでいたところなんだ。ほら、海音寺さん」

「あ……うん」

　海音寺さんは春菜たちの前に歩み寄った。

「あのっ、今日は迷惑をかけてしまって、本当にごめんなさい！　これ、お詫びの印です！」

「そんな、お詫びだなんて！　全然気にしてないし。ねえ、綺音？」

「春菜の言う通りよ。美優が無事でさえいてくれれば、それでいいんだから」

　そう言うと、如月さんは海音寺さんをギュッと抱きしめた。

「綺音？」

「本当に、無事で良かった」

「ありがとう、綺音。本当に、ごめんね……」

　如月さんの腕のなかで、海音寺さんはしおらしくつぶやいた。




「ねえ、陸生？　あたし、さっきからずっと気になってたんだけど」

　弁天橋に差しかかったころ、突然、春菜がたずねてきた。

「なにが？」

　僕は内心ハラハラしながら応じた。隠し事があるせいで、こういう調子で話しかけられると、必要以上にドキリとしてしまう。

「ほら、あれ見てよ。変な格好をした人を、カメラマンが囲んでるでしょ？　なんだか普通じゃないというか、とっても怪しげな感じなんだけど」

　撮影イベント自体は、まだつづいていた。海音寺さんには時間制限があるので、途中で抜けだしてきたのだ。

　それにしても……傍はたから見ると「とっても怪しげな感じ」に映ってしまうのか。さりげなく海音寺さんの横顔をうかがうと、視線を泳がせていた。

「えっと、実はアニメ関係のイベントをやってるみたいで……」

　おそるおそる伝えると、春菜が嚙かみつかんばかりに詰めよってきた。

「そう……なにか企んでると思ったら、そういうことね！　あんた、そのイベントが目当てで江の島に来たんでしょう！　ほら、白はく状じようしなさい！」

「まあ、そうとも言うかな？」

　僕はサッと目を逸そらした。

「まったく、海音寺さんをそんなものに付きあわせたわけ!?　デリカシーってもんがないの？　ほんと信じらんない！」

　春菜の勢いに圧あつ倒とうされそうになりながら、僕は思った。

　僕はどう思われようとかまわない。

　だけど、海音寺さんの秘密だけは絶対に守らねばならない──。

「いや～。海音寺さんが優しいから、ついつい無理を聞いてもらって……。えっと、海音寺さん。僕の趣味に無理やり付きあわせちゃって、本当にごめん！」

　僕は海音寺さんの前で両手を合わせると、謝罪の言葉をかけた。

「べ、別に迷惑じゃなかったし、大丈夫……だよ」

　海音寺さんはぼそぼそと答えた。僕と目を合わそうともしない。そこはもっと迷惑そうな顔をしてくれたほうが、僕の芝しば居いに信しん憑ぴよう性せいが出るのだけど……。

「まあ、高幡君の趣味については個人の自由だし。なにより彼は美優を見つけだしてくれたんだから、そのくらいの役得はあってもいいと思うわ」

　意外にも、如月さんが助け船を出してくれた。

「……綺音が、そう言うなら」

　春菜は渋々ながらも、納得した。

　その後、僕たちは江ノ電に乗って、先輩たちが待つ鎌倉駅をめざした。
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　午後十時。

　都内とはいえ、大学付近の住宅街は深しん閑かんとしている。

　ようやく帰宅した僕は、矢も盾もたまらず、スマホからネットにアクセスした。

「すごいな……」

　予想通り。いや、予想以上だった。

　僕が巡回しているＷｅｂサイトは、どこも彼女の話題で持ちきりだった。

　早速、最新画像が大量にアップされている。

　そのとき、スマホがふるえた。

　海音寺さんだった。





　　美優：今日はありがとう。君の協力がなかったら、旅行とイベントの両立は無理だったと思う。いろいろと迷惑をかけちゃったし……。

　　陸生：気にしてないよ。すごく楽しかったから。憧あこがれの「彼女」も撮れたしね。

　　美優：そう言ってもらえると、救われるわ。それじゃ、お休みなさい。

　　陸生：うん、お休み。






「ふう……」

　僕はスマホを置くと、背中からベッドに倒れこんだ。

　細かいトラブルもあったけれど、なんとかサークル旅行を乗りきった。

　──楽しかった。

　かつてないほどの充実感が、胸を満たしていた。

　身体からだは疲れているのに、目は冴さえている。

　今夜はなかなか寝つけそうにない──。














　その夜。

　春はる菜なは湯ゆ船ぶねに浸つかりながら、スマホの画面をじっと睨にらみつけていた。

　春菜にとって、今回の鎌かま倉くら旅行は、良かった点もあれば不本意な点もあった。

　和服姿をアピールできたのは良かった。

　だけど、問題は午後だった。

　海かい音おん寺じさんが突然、迷子になってからというもの、春菜の予定はすっかり狂ってしまったのだ。

「……やっぱり腑ふに落ちない！」

　思わず叫んでしまった。

　せま苦しい浴室に、自分の声がわんわんと反響する。

　海音寺さんからの連絡が途絶えた直後、陸りく生おは「自分が捜さがす」と言って駆かけだした。

　陸生が困っている人を見すごせない性格なのは、他のだれよりも、春菜がよく知っている。

　あいつは、そういうやつなのだ。

　だからこそ、春菜は好きになった。

　それにしたって……。

「江えの島しまで、ずっと海音寺さんとふたりきりだったんだよね……」

　話を聞けば、江の島でアニメ関係のイベントが開催されていて、陸生はどうしても見物したかったらしい。

　そして、海音寺さんを無理やり付きあわせたという。

　一応、納得はしたものの……なんだろう？

　胸の奥がもやっとする。この感覚は一体……？

　そもそも、当の海音寺さんの表情を見ていたら、迷惑そうな様子は微み塵じんも感じられなかった。

　見知らぬ土地で、突然、スマホのバッテリーを切らしてしまった彼女。

　きっと、心細かったことだろう。

　そこに駆けつけた陸生。

　そのとき、彼女はどんな気持ちを抱いたのだろう？

　いやな予感がした。あわてて打ち消した。

「あはは……まさかね。たった一度助けられたくらいで、コロッと好きになっちゃうはずが──」

　その言葉は、自分の胸にブーメランとなって返ってきた……。

「でもでも！　海音寺さんは正しよう真しん正しよう銘めいのお嬢様らしいし！　そうだよ、陸生なんかとは家柄が釣りあわない……よね？」

　あれこれと考えていたら、だんだんのぼせてきた。

「……よし、決めた」

　一週間後には大型連休が控えている。なんと九連休だ。

　このチャンスを活かさない手はない。

　風ふ呂ろから上がる前に、陸生宛あてのメッセージを入力した。





　　春菜：ＧＷの予定はもう決めた？

　　　　　わたしは帰省する予定。良かったら一緒に帰る？






　送信した直後、心拍数が跳ねあがった。

　動揺しすぎて、スマホをお湯のなかに落としそうになってしまう。

　宙で放物線を描くスマホ。

「わわっ！」

　なんとかキャッチできた。

　ホッと一息。いくら防水仕様とはいえ、お湯のなかに落としたら壊れかねない。

　いや、そんなことはどうでもいい。

　どうしよう。どうしよう。どうしよう。
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　こんなふうに誘ったりして、自分の気持ちがバレたりしないだろうか？　露ろ骨こつすぎやしなかっただろうか？

　これ以上、湯に浸かっていたら、気を失ってしまいそうだった。




　脱だつ衣い所じよでバスタオルで身体からだを拭ふいていると、ふと思った。

　──もう少し胸が大きくなればいいのにな……。

　和服レンタル店で、春菜は女子たちの裸体をさりげなく観察した。

　綺あや音ねの体型ときたら、日本人離れしていた。バストとヒップは大きく、しかしウエストはキュッとくびれていた。理想的な体型だった。

　一方、海音寺さんも地味に見えて、なかなかの巨乳の持ち主であることに、春菜は気づいていた。腰回りなんて、綺音よりも細かったと思う。海音寺さんの体型もまた、春菜から見れば理想的だった。

　そして、春菜は知っている。

　陸生が好きな女性キャラクターの多くが、巨乳の持ち主であることを……。

「はあ……」

　いまや春菜は十八歳だ。

　数年前なら、まだまだ希望を持つことができたけれど、これから胸が飛躍的に成長することは、まずないだろう。

　手のひらにすっぽり収まる乳ち房ぶさを触りつつ、どんよりと落ちこんでいると、洗面台の上でスマホが震動した。

「来た！」

　素っ裸のままスマホに飛びつく。

　きっと陸生からの返事だ。

　液晶画面を食い入るように見つめた。





　　陸生：ごめん。旅費が高いから、今回はやめとく。






「バカ！　断るにしても、もっとマシな断り方はないの!?」

　思わずスマホを床に叩たたきつけそうになったけれど、かろうじて我慢した。
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　四月二十八日、土曜日。

　待ちに待った大型連休の初日。

　……にもかかわらず、なんの予定もない。暇だ。郷きよう土ど研けんの掲示板をのぞいてみたけれど、事務的な連絡事項が書きこまれているだけだった。

　連休の間、サークル活動は休止するという。みんなサークル活動どころじゃないのかもしれない。帰き省せいする人だって多いだろう。

　そういえば、春はる菜なも帰省するらしい。先日、一緒に帰らないかと誘われたけど、旅費もバカにならないので、断らざるを得なかった。いっそアルバイトでもはじめるべきかもしれない。

「……そうだ」

　ふと、会長からの依頼を思いだした。

　鎌かま倉くら旅行の写真をみんなで共有できるよう、アップロードしてほしいというのだ。

　すでに旅行から一週間が経たっている。会長は「いつでもいいよ」と言ってくれたけど、どうせ暇なのだから、今日のうちにやっておこうと思いたった。

　僕はパソコンを持っていないので、大学の情報処理センターを利用することにした。

　早めの昼食を終え、ふと窓の外を眺めやると、鉛なまり色いろの雲が広がっていた。

　天気予報によれば、午後の降水確率は八十パーセントだという。

　傘かさを忘れないように……と思いつつ、出かける準備をはじめた。
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　ボードレール・タワーの四階にある情報処理センターはガラガラで、利用者は数人しか見られなかった。

　適当なパソコンを選んで、作業に取りかかった。

　旅行中に撮った写真は、およそ三百枚。そのなかから、特にうまく撮れているものを百枚ほどピックアップした。圧縮ツールで一つのファイルにまとめる。

　いよいよアップロードだ。手順は教わっていたので、作業は簡単に終了した。

　自分の撮った写真を、サークルのみんなが見てくれる……そう思うと、なんだか胸がドキドキした。

　そのとき、遠くで雷鳴が聞こえた。思わず窓に目をむけた。

「うわっ……」

　いつの間にか、激しい雨粒が窓ガラスを打っている。

　席を立ち、窓ぎわに歩みよった。土ど砂しや降ぶりだった。雨足が弱まるまで、キャンパス内で時間をつぶしたほうがいいだろう。

「あれ？」

　窓ぎわから離れようとしたそのとき、校庭をふらふらと歩いている人影が目に留まった。

　……女の子だ。

　傘もささずに、ずぶ濡ぬれになりながら、まるで幽霊のようにフラフラとさまよっている。こちらに背をむけているので、顔は見えない。銀色のスーツケースを転がしているところを見ると、旅行者のようにも見える。

　ちょうどカメラを持参していたので、ファインダーごしにのぞいてみた。ズームしてみる。黒々としたロングヘアがぐっしょりと濡れそぼり、背中に張りついているのがわかった。ちょっと普通じゃない印象を受けた。

「ん？」

　よく見ると、彼女は見おぼえのある服装をしていた。デザインも色も地味だけど、安っぽい印象はない。むしろ品の良さを感じさせる。

　もし彼女が見おぼえもない服を着ていたら、僕は別人だと判断しただろう。ふだんの彼女は、決まってお下げ髪にしていた。あんなふうに人前で髪を下ろすことを、意図的に避けていたはずだった。

　それに、あのスーツケースにも見おぼえがあった。

「海かい音おん寺じさん……？」

　手早く荷物をまとめると、部屋を飛びだした。
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「海音寺さん！」

　背後から声をかけると、彼女は足を止めた。ゆらりと僕を振りむいた。

「……高たか幡はた君？」

　やっぱり海音寺さんだ。

　なぜだか眼鏡めがねをかけておらず、素す顔がおをさらしている。

　彼女のそばに駆かけよった。いわゆる相合い傘になってしまうけれど、照れている場合ではない。

　いまの海音寺さんときたら、頭の先から爪つま先さきまで濡れそぼっていた。

　髪は雨水を吸い、重たげに垂れている。純白のブラウスが肌にぴたりと張りついて、肌色を浮きあがらせている。胸もとに至っては、淡いピンク色の下着が透けていた。あわてて彼女の胸から目を逸そらした。

　ふと、彼女の眼めが赤いことに気づいた。泣いていたのだろうか。

「傘もささずに、どうして……？」

「…………」

　海音寺さんはうつむいたまま、答えない。

　もしかして──。

　ぴんと来た僕は、思いきってたずねてみた。

「例の活動に関すること？」

　しばらく沈黙したあと、海音寺さんはこくんとうなずいた。

　海音寺さんの秘密を知っているのは、本人をのぞけば僕だけだ。となれば、彼女の相談に乗ることができるのは、現状、僕しかいないということになる。

　──二人だけの秘密。

　はっきりとした理由はまだ聞かされていないけれど、海音寺さんは周囲に秘密がバレないよう、細心の注意をはらってきた。

　にもかかわらず、いまの彼女ときたら、迂う闊かつにも髪を下ろしているし、変装用の眼鏡も忘れている。タレントやスポーツ選手ほど知名度が高いわけではないので、それほど人目を気にする必要はないと思うけど、不用心にはちがいない。

　事情を聞くのはあとにしよう、と決めた。まずは落ち着ける場所を確保すべきだ。このままでは風か邪ぜをひいてしまう。

　とはいえ、食堂や喫茶店に入るのははばかられた。

　ずぶ濡れで、いかにも訳ありな感じの女の子を連れて入店するのは気が引ける。海音寺さんだって、こんな姿を店員や客たちに見られたくはないだろう。

　郷土研の部屋はどうかと思ったけれど、駄目だと気づいた。あの部屋は、あくまでも会議室であり、大学から使用許可を得ているにすぎない。今日はどこのサークルも活動を休止しているので、閉鎖されているはずだ。

　どうしよう。彼女をどこで休ませるべきだろう？

「もしよかったら、僕の部屋に来る？」

　その場の思いつきで、とっさに口をついて出た言葉。

　言ってしまってから、ものすごく動揺した。

　僕は一体、なにを言っているんだ？

　独り暮らしの男の部屋に、女の子を誘うなんて……。

　もちろん、真ま面じ目めな彼女のことだから、断固として拒否すると思ったのだけど──。

「……どこでもいい」

　予想外の反応に、僕は眩暈めまいを起こしそうになった。
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　市ケ谷キャンパスの正門から、徒歩十五分。

　僕が住む「メゾン一いちの谷たに」は、こうして雨風にさらされていると、ますます貧ひん相そうに見えた。

　生きつ粋すいのお嬢様の目には、うさぎ小屋にしか見えないかもしれない。上がってもらうには、ちょっと……いや、かなり気が引けたけれど、仕方がない。

　僕は海音寺さんのスーツケースを強引に奪いとると、前に進むよううながした。

「この階段、雨の日は滑るから気をつけて」

　相変わらずスーツケースは重たかった。とはいえ、江えの島しま神社の石段と比べたら、こんな階段など大したことはない。

　二○一号室の前にたどり着いた。幸い通路に人影はない。ご近所付き合いがあるわけじゃないけれど、こんな場面を見られるのは恥ずかしい。早く部屋に入らねば。

　緊張のあまりふるえそうになる指で、鍵かぎを取りだした。

　開錠。扉を開く。錆さびた蝶ちよう番つがいが軋きしむ音がして、気恥ずかしさをおぼえた。

「どうぞ」

　と、僕は彼女をうながした。

　彼女は無言のまま、おとなしく足を踏みいれた。

　まさか大学生活がはじまって早々、自宅に女子を連れこむことになろうとは──。

　いや、もちろん下心はないぞ……と、自分自身に言い聞かせた。

「……くしゅん」

　と、海音寺さんが可愛かわいらしいくしゃみをして、寒そうに身体からだをふるわせた。

「ちょっと待ってて。タオルを取ってくるから」

　僕は素早く靴を脱いだ。洗面所兼脱衣所に飛び込み、棚から洗いたてのバスタオルを取りだした。駆け足で玄関にもどった。

　海音寺さんはぽたぽたと水滴をしたたらせながら、ぽつんと突っ立っている。バスタオルを手渡した。彼女は無言で受けとると、髪を拭ふきはじめた。

「ちらかってるけど、上がって」

「お邪魔……します」

　海音寺さんは靴を脱いだ。ぺたぺた……という足音をたてながら、僕のあとについてくる。部屋に案内し、座布団の上に座ってもらった。

　僕はどぎまぎした。相変わらず、ブラウスの生き地じは水分を吸いすぎて、肌色を浮き彫りにしている。下着が透けているのも相変わらずだ。

「えっと、飲み物を用意してくる！」

　彼女のそばにいるのが悪いような気がして、逃げるようにキッチンに飛びこんだ。部屋とキッチンを隔てているのは、ぺらぺらの暖簾のれんが一枚だけ。

　……心臓がバカみたいに暴れている。

　とりあえず、なにか身体が温まるものを──と思い、ココアを淹いれることにした。




「…………」

　海音寺さんは床にぺたんと腰をおろしたまま、ぼんやりとしていた。彼女は着替えを持ち運んでいたので、僕がココアを用意している間に、脱衣所で着替えてもらった。

「お待たせ。温まるよ」

　ローテーブルの上に、ほかほかと湯ゆ気げをたてるマグカップを置いた。なんだか緊張してしまって、うまく喋しやべれない。喉のどの奥に舌が張りついてしまったような感覚。

「ありがと……」

　海音寺さんは消え入りそうな声でつぶやくと、カップを両手で包みこむようにして、ゆっくりと持ちあげた。

　ふーっ、ふーっ……と息を吹きかけている。

　そんな仕草からは、まるで小動物みたいな可愛らしさが感じられた。と同時に、飼い主に捨てられたような悲しみも漂わせている。

　一体、なにがあったんだろう？

　いますぐ質問をするのは、急せきたてるようで気が引けた。

　お互い無言のまま、ココアを飲んだ。
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「なにがあったのか、聞いてもいいかな？」

　頃ころ合あいを見み計はからって、たずねてみた。

　彼女はマグカップを置くと、つぶやくように答えた。

「お姉ちゃんに……バレた」

「それで、お姉さんは……？」

　海音寺さんは、がっくりとうなだれた。

「あんなに怒ったお姉ちゃんを見るの、はじめて……」

　予想以上に事態は深刻らしい。

「一体、どういう状況でバレたの？　高一のときにデビューして以来、ずっと隠し通してきたんだよね？　今回に限って、どうして……」

「わたしが迂う闊かつだったの。江の島のイベントで着たときの衣装、あるでしょ？　あのイベントのために新調したんだけど。イベントでは一時間くらいしか着られなかったし、物足りなかったというか。お姉ちゃんね、今日は休日出勤で、帰りは夕方になるって聞いてたから。それで、どうしても着用したくなって……」

「お姉さんが、予定よりも早く帰ってきたとか？」

「うん……」

　その瞬間をまざまざと思いだしたのだろう、海音寺さんはローテーブルに突っ伏してしまった。

「それで、お姉さんにバレたあと、どうなったの？　まさか、いきなり家を飛びだしたとか……？」

「その前に、お姉ちゃんの大捜索がはじまった。あちこちに隠していたモノが、すべて見つかって……パソコンやスマホのデータまで、全部チェックされて……」

「まるで検けん閲えつだ……そこまでするなんて」

「わたしにこんな趣味があったことを知って、お姉ちゃんは心底びっくりしたんだと思う。わたし、家では〝いい子〟を演じてたから。両親やお姉ちゃんにとって、わたしは籠かごの鳥とりみたいなものだった。元々、東京の大学に進学するのだって、お姉ちゃんと一緒に住むという条件を呑のむことで、かろうじて許されたくらいなの。お姉ちゃんが都内在住じゃなかったら、地元の大学に通えと命令されていたはずだよ」

「本当に、厳格な家庭なんだね」

「うん。でも、お父さんもお母さんも、お姉ちゃんに対しては割と寛かん容ようなんだけどね。お姉ちゃんはしっかり者だから、両親からの信頼も厚いの。独り暮らしだって、あっさり許可されてたし。それに対して、わたしは……勉強でもスポーツでも、お姉ちゃんの足元にも及ばなくて……。結局、親に隠れてアニメを観みることだけが楽しみっていう、残念な女の子に育っちゃった……」

「いや、人それぞれだし。べつに残念だとは思わないけど」

「中三のころだったかな……。たまたま、コスプレしている女の子の画像をネットで見かけて、すごいと思ったの。それで興味を持って……いつしか、自分でもやってみたいと思うようになった。洋裁は得意だったから、こっそり衣装づくりをはじめたの」

「でも、そんな厳しい家庭で育ったのに、よくイベントに参加できたね」

「お姉ちゃんが東京に住んでたから。両親には、お姉ちゃんの部屋に遊びに行きたいと言って、許可をもらったの。お姉ちゃんの監督下なら、両親も安心したから。お姉ちゃんは職場で働き詰めだったから、昼間は自由に行動できたし」

　なるほど、そういう事情があったんだ。

　……いや、いまは過去のことより、これからのことを考えねばならない。

「その後、お姉さんと話し合ったの？」

　海音寺さんは、虚きよ脱だつしたようにかぶりを振った。

「話し合いになんて、ならなかった。お姉ちゃんは一方的に怒るばかりだし。それに、わたしは親やお姉ちゃんに口答えしたことなんて、一度もなかったの……そういうふうに躾しつけられてきたから。反論なんてできなかった。ましてや、自分の趣味を認めてもらうために説得するとか、絶対に無理だった。結局、お姉ちゃんが仕事の電話で席を立った隙すきに、荷物をまとめて家を飛びだしてきたの。とりあえず、サークルの部屋で休ませてもらおうと思って大学に寄ってみたんだけど、部屋は閉まってて。どこへ行こうかと迷っていたら、急に土砂降りになって……」

　キャンパス内をさまよっていたところを、僕に発見されたというわけだった。
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　海音寺さんの事情は、ほぼ把握できた。

　問題は、これからどうするかだ。

「お姉さんだって、そろそろ頭を冷やしてるころじゃないかな？　今ごろ必死になって捜さがしてると思う」

「…………」

「無事でいることだけでも、早く伝えたほうがいい」

「無理」

　まるで子どものように、海音寺さんは拒絶した。

「だって、お姉ちゃんと和解するためには、わたしが心の底から謝罪して、もう二度とコスプレはしません、隠してたグッズはすべて破は棄きします、そして大学の勉強に専念しますって、約束するしかないの。お姉ちゃんの辞書にはね、妥だ協きようなんて文字はないんだから。わたしが全力で悔い改めない限り、許してはくれないよ……」

　話し終えた海音寺さんは、ぐすっと鼻を鳴らした。お姉さんとのやり取りを思いだしたせいか、急に涙ぐんでしまったのだ。

　僕は彼女の前にティッシュペーパーの箱を置いてあげた。

「これから、どうする？　今日から連休だから、しばらく大学は休みだけど……」

「わたし、コスプレはやめたくない。せっかく大学に入って、東京に出てこられたからイベントに参加したいと思ってる。この趣味をやめるなんて、考えられない……」

「だったら、お姉さんにその意志を伝えよう」

「……無理」

　たちまち海音寺さんは萎い縮しゆくしてしまった。

「どうして？　自分の意志は、ちゃんと言葉にしないと伝わらないよ？」

「だって……両親やお姉ちゃんの前に立つと、身体がふるえて、なにも言えなくなってしまうの。とても厳しく育てられてきたせいなのかな……どうしても、反抗する気になれなくて」

　よほど厳格な家庭だったのだろうな、と僕は想像した。

　親への反抗なんて、思いも寄らない環境。根っからの庶しよ民みんで、親子喧げん嘩かが日にち常じよう茶さ飯はん事じだった我が家とは、根本的にちがうのだろう。

　とはいえ、趣味がバレてしまった以上、海音寺さんは自分の意志をはっきりと示さねばならない。それができなければ、やめるしかなくなる。

　そのときだった。

　僕の頭に、ひとつのアイデアが降って湧わいたのだ。

「僕に考えがある」

「……？」

「この際、『彼女』がどれほど素晴らしい存在かってことを、お姉さんに見てもらえばいいと思うんだ」

「いくらなんでも、そんなこと……」

「ちょっと待ってて。検索してみる」

　僕はスマホを手に取ると、イベントの開催情報を検索してみた。

　しばらくして、海音寺さんが参加できそうなイベントを見つけた。

「海音寺さん、このイベントはどうかな？」

　スマホの画面を海音寺さんに見せた。まだ気乗りしない様子だけど、彼女はこちらに視線をむけてくれた。

「明日の午後、場所は秋葉原。当日エントリーも可能だと書いてあるから、問題ないと思う。このイベントに参加しているところを、お姉さんに見てもらえれば──」

　僕が言い終えないうちに、聞き慣れない着信音が鳴り響いた。

　海音寺さんのスマホが鳴っていた。
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　僕も海音寺さんもビクッとした。

「…………」

　海音寺さんは、恐る恐るスマホを手に取った。

「だれから？」

　たずねてはみたけれど、予想はついた。

　彼女の怯おびえた表情を見れば明らかだった。

「海音寺さん。このまま逃げつづけても、なにも解決しないよ」

「だけど……」

「新しい一歩を踏みだすんだ」

「でも、やっぱり恐い……」

「僕がついてる。なにがあっても、僕は海音寺さんの味方だから」

「……わかった」

　海音寺さんは覚悟したようにうなずくと、顔をあげた。決然とした表情だった。

　と、海音寺さんはスマホを卓上に置いた。お姉さんとの通話を僕に聞かせるため、ハンズフリーに設定したのだった。

『美み優ゆ！　いまどこにいるの？　早く帰ってきなさい！』

　電話がつながったとたん、痛烈な声が響きわたった。芯しんの通った美声だ。海音寺さんの声もきれいだけど、聞き手に与える印象は対照的だった。

「……ねえ、お姉ちゃん。わたし、お姉ちゃんに伝えたいことがあるの」

『なにを言ってるの！　どうせ、お友達に迷惑をかけているんでしょう？　あなた一人じゃなにもできないんだから、さっさと帰ってくるのよ！　それと、あなたが集めた物だけど……いまはまだ、捨てずに保管してあるわ』

　まだ廃はい棄き処しよ分ぶんはしてなかったらしい。意外に話のわかるお姉さんかもしれないぞ……と思っていたら、

『あなたが自身の手で、すべて処分するのよ。あんな人聞きの悪い趣味とは、さっさと訣けつ別べつして、勉強に打ちこむべきだわ。そうすれば、お父さんとお母さんには黙っておいてあげるから』

　僕の期待は、あっけなく裏切られた。ただ、「お父さんとお母さんには黙っておいてあげる」という言葉が、少し引っかかった。

　海音寺さんの話を聞いた限りでは、ご両親とお姉さんはひとくくりにされていたけれど、いまの言葉から察するに、そうではないのかもしれない。意外に柔じゆう軟なん性せいがあるというか。厳格なことに変わりはないけれど、ご両親とは異なる視点から海音寺さんを見ているのかもしれない。

「聞いて、お姉ちゃん。明日、イベントがあるの」

　僕はさりげなく、自分のスマホを海音寺さんの前に置いた。画面にはイベントの詳細情報が表示されている。

　その情報を、海音寺さんはお姉さんに伝えた。時刻、場所、そして会場の名前。

『明日の午後一時に、秋葉原……？　あなた、本気で言ってるの？』

「イベント会場で、わたしを見て。普段のわたしとはちがうわたしを見てほしいの！　そして、わたしの趣味を認めてほしい！」

『美優！』

「認めてもらうまで、わたし、帰らないから！」

『帰らないって、どうするつもり!?』

「今日は綺あや音ねの家に泊めてもらうから！」

　海音寺さんは一息に言いはなつと、通話を切った。つづけざま、スマホの電源も切ってしまった。

「……………………」

　海音寺さんは胸に手をあてている。まるで全力疾走をした直後のように、荒い呼吸を繰りかえしている。

　はたから様子をうかがっている限り、ありふれた姉妹喧嘩にしか見えない。だけど海音寺さんにとっては、全然ちがう。お姉さんの前であんなふうに自己主張したのは、生まれてはじめての経験だったのだろう。

「どうしよう……わたし、お姉ちゃんに対して、とんでもないことを……」

　いまや彼女は、まるで世界の終わりに立ち会ったような顔をしている。

　電話を切ったとたん、素にもどってしまったのだろう。

　とにかく、お姉さんに無事を伝えることはできたし、明日のイベントに来るようにと頼むこともできた。まちがいなく、彼女は一歩前進できた。それはたしかだ。

「それじゃあ、次は如月きさらぎさんに連絡を取らないとね」

「えっ？　どうして？」

　海音寺さんはきょとんとした。

「いや、さっきお姉さんに言ってたよね？　今夜は如月さんの部屋に泊まるって」

「えっと、それは……」

「如月さんにだって都合があるだろうし、連絡するなら早いほうがいいと思う」

「……ごめんなさい」

　突然、海音寺さんが謝ってきたので、僕はとまどった。

「どうして謝るの？」

「綺音はね、お母さんの故郷……アイスランドに行くって言ってたから」

「えっ？　じゃあ、今夜はどこに泊まるつもりなの？　他に友達は？」

「そ、それは……」

　海音寺さんは言葉を詰まらせてしまった。如月さんの他に当てはないようだ。

　如月さんが駄目なら、春はる菜なはどうだろう？　同じサークルの同級生だし、鎌倉旅行を通じて少しは親しん睦ぼくを深めたはずだ。

　そこまで考えたところで、ハッとした。駄目だ。たしか春菜も今日から帰省する予定のはずだ。

　ならば会長さんは……いや、いくら親しみやすい人とはいえ、先輩にこんな頼み事をするのは気が引ける。

「しかたないわ。ホテルを捜してくれない？　わたしはさっき、スマホの電源を切ったから……」

「わかった」

　僕は自分のスマホを手に取ると、旅行関係のサイトにアクセスした。今夜泊まれそうなホテルを検索してみる。

　だけど、ビジネスホテルから高級ホテルに至るまで、どこも満杯だった。検索範囲を都内から首都近郊にまで広げてみたけれど、空き部屋はひとつもない。考えてみれば、大型連休の初日なのだ。当然の結果とも言えた。

「……どこも満室だ」

　如月さんや春菜は頼れない。

　ホテルなどの宿泊施設も無理。生きつ粋すいのお嬢様にネットカフェのような施設を勧めるのも気が引ける。

　となれば、選択肢はおのずと限られてしまう。

　最後に残った選択肢。いや、しかし……これを口にしても大丈夫だろうか？

　言ってしまったが最後、ものすごく軽けい蔑べつされてしまいそうな気がする……。

　それでも僕は、彼女を守りたいと思った。

　だから、あえて最後の選択肢を口にした。

「もし良かったら、だけど……ここに泊まる？」

　彼女は無言のまま、じっと僕を見つめた。

「いや、もちろん変な下心はないよ！　海音寺さんが嫌がるようなことは絶対にしないから！　約束する！」

「…………」

　海音寺さんは無言のままだ。もう限界だった。

「いや、ごめん！　やっぱり、あり得ないよね！　他の選択肢を考えよう！」

　僕がうろたえていると、

「お、お願いしてもいいかしら……？」

「えっ……」

　海音寺さんはすこし恥ずかしそうな表情を浮かべると、ぼそぼそと告げた。

「こ、ここに泊めてもらえると……助かるわ」

「ほ、本当にいいの？」

「だって、しかたないじゃない……他に頼れる人が、いないんだから」

　海音寺さんは俯うつむきながら答えた。
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　とりあえず、海音寺さんの宿泊先は決まった。

　他に考えるべきことは……僕が思案していると、突然、海音寺さんが「あっ！」と声をあげた。

「どうしたの？」

「どうしよう……明日のイベントで着る衣装のこと、なにも考えてなかった」

「衣装は持ちだしてこなかったんだ？」

「あのときは、家出することしか頭になかったから。いまもお姉ちゃんが居い座すわってるはずだから、取りに帰るわけにはいかないし……」

　海音寺さんは憂ゆう鬱うつそうに考えこんでいる。

　イベントは明日。いまから裁さい縫ほう道どう具ぐや素材を買い集めて衣装を制作するのは、時間的に無理だろう。

「衣装か……。衣装、衣装……！」

　僕は頭をかきむしりながら、呪じゆ文もんのようにつぶやいた。

　その瞬間、閃ひらめいた。

　そうだ、衣装ならある──！

「大丈夫だよ、海音寺さん！」

　僕が声を張りあげると、

「……？」

　海音寺さんは怪け訝げんそうに顔をあげた。

「ほら、これを見て！」

　クローゼットの扉を勢いよく開け放つ。そして、ずっと封印していた衣装を取りだした。

「えっ？　それって……」

　海音寺さんは目をまん丸にした。

「高幡君、もしかして……女装趣味があったの？」

「ちょっ、そんな目で見ないでほしいな！　なんというか、受験期におけるストレス発散とでも言えばいいのかな？　つい衝動買いしてしまって……」

「……ごめん。全然、理解できないんだけど」

　小首をかしげる海音寺さん。

「アニメの公式サイトで告知されてたのを見て、無む性しように欲しくなったんだ。もちろん、買ったところで使い道はないんだけど。受験のストレスに押しつぶされそうになってた時期だったから、冷静さを失っていたんだ。その場の勢いで応募してみたら、なんと当選しちゃって」

「あ、思いだした。その告知、わたしもチェックしたよ」

　さすがは海音寺さんだ、と僕は思った。この衣装は、海音寺さんがいつも仮装しているキャラが通っている高校の制服なのだ。

「サンプル画像が良かったから、わたしも応募しようかなって思ったんだけど……もし当選して商品が送られてきたら、親に見つかる可能性があって。だから諦あきらめたの」

「それが正解だったと思うよ。たぶん当選してただろうし」

「どういうこと？」

「抽ちゆう選せんというのは購買意欲を煽あおるための口実で、実質的には受注生産だったんじゃないかって、ネットで噂うわさされてた。応募者の数だけ発注したってわけだ」

「ああ……それはあり得るかも」

　海音寺さんは苦笑した。

「それはともかく！　この衣装、どうかな？　自作派の海音寺さんにとっては、物足りない部分もあるかもしれないけど」

　海音寺さんは衣装を受けとると、しばらく観察した。そして、感心したふうに答えた。

「わたしの目から見ても、クオリティは高いよ。そうだ、アクセサリーとかの小道具は付属してなかった？」

「もちろん、保管してるよ」

　クローゼットの奥を探り、付属品を収めた小箱を取りだした。蝶ちようの装飾が可愛らしいヘアピンと、黒のオーバーニーソックス、あとは説明書などが入っている。

　箱の中身をたしかめた海音寺さんは、

「うん。これなら、なんとかなりそう」

　と言って、力強くうなずいた。

　一時はもう駄目かと思ったけれど、希望が湧いてきた。

　いまではもう、明日のイベントで彼女の晴れ姿を見るのが、楽しみに思えてきたほどだった。
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　夕方。海音寺さんの提案で、僕たちは近所のスーパーマーケットに足を運んだ。

　昼間と比べれば雨足は弱まっていたけれど、まだ降りつづいていた。我が家には傘が一本しかないため、僕の傘に入ってもらった。

「…………」

　またしても相合い傘。ふとした拍子に、互いの肩が触れ合ってしまう距離感。恋人同士にのみ許されるシチュエーション。だからと言って、意識しすぎて距離を置こうとすると、雨に濡れてしまう。

　雨粒を弾はじく傘の下、彼女の甘い香りが、雨の匂においに入り交じっている……。

　やがて、スーパーの入口にたどり着いた。道中、彼女となにを話したのか、ろくに思いだせなかった。




　食品売り場であれこれ物色していると、どうしても気になることがあった。

　店内ですれちがう客たちの多くが、海音寺さんの容姿に注目するのだ。

　理由は明白だった。いまの彼女は、あの野や暮ぼったい黒縁眼鏡をかけていない。髪もまっすぐに下ろしている。服装こそ地味だけど、その美び貌ぼうは、本人の意思とは無関係に輝いていた。

　その黒髪は艶つや々つやと光り輝き、雪国育ちの肌は抜けるように白い。どうしても注目を浴びてしまうのだった。

　僕が周囲の視線を意識している間にも、海音寺さんは手際よく、料理の材料を買い物かごに放りこんでいた。肉は水分が出ていないか確認していたし、野菜はひとつずつ持ちあげて、重さを比較していた。

　女優も顔負けの美人さんなのに、やっていることは敏びん腕わんな主婦みたいで、そのアンバランスさが可お笑かしかった。いつしか、周囲の視線も気にならなくなっていた。

「おやつも買ってく？」

　彼女がたずねてきたので、僕はうなずいた。

「そうだね」

　彼女を連れて、菓子類が陳列されたコーナーに足を踏みいれた。

　ただでさえ狭い通路に、女子大生らしき客が五人ほど集まって、キャッキャと楽しそうに商品を選んでいる。

　本人たちに悪気がないのはわかるけど、明らかに進路を妨害していた。もっとも、通路が狭いのも問題だった。田舎いなかのスーパーと比べたら、とにかく通路の面積を節約しすぎている。左右の棚の圧迫感が半端ない。

「すみません……」

　そう断って、僕は彼女たちの背後を通り抜けようとした。

　次の瞬間、五人のうちの一人が、怪け訝げんそうに僕を振り向いた。

「陸りく生お？」

　いきなり名前を呼ばれて、僕は面食らった。

　春菜だった。目をまん丸にして、僕の顔を見つめている。その視線は、すぐさまサッと閃ひらめいて、僕の脇に立っている海音寺さんにもむけられた。

　僕と海音寺さんが一緒に行動しているのは、傍はた目めにも明らかで、いまさら赤の他人のふりをするのは無理があった。

　どうして春菜がここに？　帰省したんじゃなかったのか？

　いやいや、そんなことより、この状況はまずい。

　海音寺さんと一緒にいるところを、春菜に見られてしまった！

「えっと、春菜？　わたしたち、むこうに行ってるから……ごゆっくり！」

　春菜の友人たちは、なにやら意味深な表情を浮かべると、そそくさと立ち去った。

　お菓子コーナーには、僕と春菜、そして海音寺さんだけが残された。

　とりあえず、僕はたずねた。

「えっと……実家に帰ったんじゃなかったのか？」

「女子会の予定が入ったから、帰るのは明日に延ばしたの」

　春菜は不機嫌そうに答えた。そして、あらためて海音寺さんを見た。

「……いつもとは雰囲気がちがうけど、海音寺さんだよね？　一瞬、だれかと思った」

「えっと、その……」

　海音寺さんは言葉に詰まってしまった。

「こ、これには事情があってだな！　話せば長くなるんだけど……」

　動揺している海音寺さんに代わって、僕が答えた。

「……そっか。あたしの知らないところで、そんな関係になってたんだ。なんか変だと思ってたんだよね。サークル旅行のときだって……何時間もふたりきりですごしてたわけだし」

「いや、それは……」

「ごめんね、陸生。せっかくふたりで楽しんでるときに、声をかけたりして。あたし、お邪魔だったみたいだね」

　春菜は笑った。どうしてだろう。とても不自然な、ぎこちない笑顔に見えた。

「だから誤解だって！　僕と海音寺さんは、べつに──」

「……ごめん。友達が待ってるから」

　春菜は素早くきびすを返すと、ぱたぱたと駆け去った。

「ちょっと！　追いかけなくていいの？」

　と、海音寺さんが僕を急せかすように言った。真剣な目をしていた。

「やめとくよ。春菜は友達を待たせてるし。次に会ったときに、ちゃんと説明しとくから」

「はあ……ほんと鈍感ね」

　海音寺さんはあきれたように、ぼそりとつぶやいた。

「へっ？」

「なんでもない」

　海音寺さんは素そっ気けなく返すと、ずんずんと歩きだした。

　僕はあわてて、彼女の背中を追いかけた。
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「これ、オムライス？」

　ローテーブルに置かれたオムライスらしき料理を見て、僕は首をかしげた。

　僕が知っているオムライスとは、見た目が全然ちがう。きれいに盛られたケチャップライスの上に、色鮮やかな黄色の卵焼きがちょこんと載っているだけである。

　最初はとまどったけれど、彼女が卵焼きに包丁を入れ、軽く皿を揺すった直後、つややかな半熟卵がとろりとあふれだし、ライスを覆った。魔法でも見ているかのようだった。

「すごい！　ほんとにすごいよ！」

　まるで小学生のように、僕ははしゃいでしまった。

「そ、そんな……大したことないよ」

　海音寺さんは照れている。

「料理、得意なんだね」

「子どものころ、お母さんに家事全般を厳しく仕込まれちゃって……。あなたはお姉ちゃんほど出来が良くないんだから、せめて家事くらいは身に付けろって」

「そ、そこまでストレートに言われると……ちょっと傷つくね」

「でも、おかげで君のためにご飯をつくることができたし、洋裁だって好きになれた。人生、なにが役に立つかわからないね」

　海音寺さんは苦笑した。

　僕たちは「いただきます」と手を合わせて、食事をはじめた。オムライスの他には、香ばしいチキンソテーや、野菜スープ、そしてサラダが用意されている。我が家の食卓がこんなにも充実したのは、もちろんはじめてのことだった。

「うまっ！　こんなにおいしいオムライス、はじめてだよ！」

「ほんとに？　大おお袈げ裟さに言ってない？」

「いやいや、本当だって！　いっそのこと、ここに住んでほしいくらい！」

「えっ？」

「うわああっ！　いまのは冗談！　冗談だから──熱っ！」

　あわててスープを一口含んだとたん、その熱さにおどろいた。

「大丈夫？」

　彼女は食べるのを中断して、心配そうに僕を見つめた。

「だ……大丈夫」

　まだ舌がひりひりするけれど、そのうち治るだろう。

　気を取り直し、僕たちは食事を再開した。

　ふと、僕は気づいた。海音寺さんはエプロンを外すのを忘れている。指摘しようかとも思ったけど、やめた。よく似合っているからだ。

　僕はオムライスを頰ほおばりながらも、いつしか彼女に見とれていた。

　まるで新妻みたいだな……と思ったとたん、顔が熱を帯びたのを自覚した。
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　ちゅんちゅん……と、小鳥がさえずっている。

「うーん……」

　ゆっくりと、僕は目を開いた。

　開け放たれた窓から朝あさ陽ひが射さしこんでいる。まぶしいほどに明るい。昨日の曇どん天てんが噓うそに思えるほどの快かい晴せいだった。

「あれ……？」

　僕は普段、寝るときは遮しや光こうカーテンをぴったりと閉めることにしている。だから、室内は暗いはずなんだけど。

　窓が開いているのも疑問だった。ひんやりとした空気が入りこんでいる。寒いわけではなく、肌に心地よい。全身に染みわたるようだった。

　そもそも、どうして僕は床で寝ているのだろう？　わざわざ来客用の布団を敷いて、そこに寝ころんでいるのだ。

　ふと、鼻先を味み噌そ汁しるの匂においがかすめた。この匂いは一体──。

「──おはよう、高たか幡はた君」

[image: ]

　と、キッチンと六畳間を隔てる暖簾のれんをかき分けて、エプロン姿の女の子が顔を出した。

　真っ白なエプロンを着用している。右手には菜さい箸ばし。家庭的な雰囲気だ。

　まるで新にい妻づまみたいな──。

　その瞬間、昨夜の記憶が一気に甦よみがえった。

　……そうだった！

　昨夜、僕は海かい音おん寺じさんと一夜をともにしたのだ。

　残念ながら、特筆すべきことなんて、なにも起こらなかったけれど。

　僕は彼女にベッドをゆずり、床で寝ることにした。彼女は申し訳なさそうにしていたけれど、僕は頑がんとしてゆずらなかった。

　そして消灯。部屋が暗くら闇やみに満たされたとたん、彼女の息づかいや身じろぎの音が、いやになるほど鮮明に聞こえてきた。

　音だけならまだしも、甘い香りまでが漂ってきた。視界が闇に閉ざされた影響だろうか、聴覚や嗅きゆう覚かくが異様に鋭くなっていた。

　気にしたら駄目だ……と思えば思うほど、彼女の存在感は増す一方だった。

　しかも、彼女はただの女の子じゃない。

　僕が何年間も憧あこがれつづけた、アイドル的存在なのだ。

　一方、彼女が僕をどう思っていたのか、それはわからずじまいだった。たしかなことは、消灯して間もなく、規則正しい寝息が聞こえてきたことだ。

　布団ふとんのなかで悶もん々もんとしていた僕とは対照的に、彼女はあっさりと、無防備すぎるほどに、深い眠りに落ちてしまった。

　肉体的にも精神的にも、よほど疲れていたのだろう。

　僕は毒気を抜かれた気分で、彼女の寝息を聞いていた。

　いつしか、僕自身も寝入ったのだった。




　顔を洗い、食卓に着いた。

　ローテーブルの上に、次々と朝食が並べられていく。ほかほかの炊き込みご飯、だし巻き卵、わかめと豆腐の味噌汁、きゅうりの酢の物……等々。

　昨夜、あんなに豪華な夕食をつくってくれただけでも大満足だったのに、朝ご飯までつくってもらえるとは。

　しかも今朝は和食だ。レパートリーの広さに舌を巻いた。

「いただきます。……うん、うまい！」

　炊き込みご飯を一口食べるなり、懐かしい気持ちになった。

　だし巻き卵も絶品だ。熱々で、ふっくらとして、ほんのりと甘い。

「昨日のオムライスも最高だったけど、和食も得意なんだね」

「そ、そんなに褒めたって、なにも出ないわよ？」

　海音寺さんは照れくさそうに頰ほおを染めた。

　その初々しい反応に、僕がドキリとしたのは言うまでもない。





　　　　２






　正午の少し前、僕と海音寺さんは秋葉原駅に降り立った。

　大型連休がはじまったこともあって、駅構内は大勢の人でごった返している。油断すると、海音寺さんとはぐれてしまいそうだった。

「あっ！　高幡君……！」

　海音寺さんが叫んだ。

　人ごみの流れが激しすぎて、いまにも壁際まで弾はじきとばされてしまいそうな様子。スーツケースを転がす音が遠ざかっていく。

「海音寺さん！」

　とっさに手を伸ばし、彼女の手首をつかんだ。おかげで、なんとか離れ離れにならずにすんだ。

　そのまま電気街方面の改札口をめざす。人ごみに揉もまれながらも、なんとか駅を出ることができた。

　ふと見あげると、抜けるような青空を背景に、濃灰色の高層ビルが屹きつ立りつしている。まるで巨人が建てた石せき碑ひのように映った。

「あのビルの二階がイベント会場だよね。でっかいなあ」

「そ、そうだね」

　海音寺さんが妙に照れくさそうにしているので、ふしぎに思った。

　その理由はすぐに判明した。

　いまなお、僕は彼女の手首をつかんだままだったのだ。

「わあっ、ごめん！」

　あわてて手を放した。

　海音寺さんは少し頰ほおを赤らめて、もじもじしている。べつに気を悪くしたわけではなさそうなので、ホッとした。

　あらためて、彼女の全身を眺めやった。

　いまの彼女は髪を三つ編みにしている。いつもの伊だ達て眼鏡めがねはかけていないけれど、全体的に地味な印象なので、一目でμミユーだと気づく通行人はいないだろう。

　歩行者の流れに沿って、ビルの入口付近まで移動した。

　歩道に面した広場では、どこかの吹すい奏そう楽がく団だんがにぎやかな演奏をしていて、道ゆく人々の注目を集めている。

　と、海音寺さんが僕をふり返った。不安げな表情を浮かべている。

「お姉ちゃん、来てるかな……？」

「大丈夫。絶対に来てるよ」

「うん……そうだね。じゃあ、行ってくるね」

　海音寺さんはスーツケースを転がしながら、ビルの入口をめざした。
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「まさか、これほどとは……」

　イベント会場に足を踏み入れた僕は、しばらくの間、ぽかんと呆ほうけてしまった。とんでもない熱気だ。広大な会場のあちこちで、様々なアトラクションが催もよおされている。

　撮影会はプログラムのひとつで、十三時からはじまる予定だった。

　現在時刻は十二時半。海音寺さんの出番まで、まだ余裕がある。

　ふだんの僕なら催し物を満まん喫きつするんだけど、いまはそんな気分になれない。まずは海音寺さんのお姉さんを捜さがしてみようと思いたった。

　会ったこともない人なので、たとえ会場内ですれ違ったとしても、わからないかもしれないけれど。

「……ん？」

　しばらく会場内をうろついていると、明らかに周囲から浮いている女性が視界をよぎった。

　妙に人目を引く女性だった。

　黒い帽子ハツトをかぶり、大ぶりなサングラスを装着している。真っ黒なトレンチコートを着こんでいて、なんだか怪しい雰囲気だ。

　妙に悪目立ちしている彼女から、いつしか目が離せなくなった。日本人の女性としてはかなりの長身なので、余計に目立っている。

　彼女は周囲の人波に翻ほん弄ろうされている様子だった。

　人が集まる場所に慣れていないのかもしれない。落ち着きがなく、しきりに周囲に視線を配っている。

　人捜しをしているようにも見えた。

「──！」

　と、人ごみに揉まれているうちに、彼女は転んでしまった。このようなイベントには慣れていないのかもしれない。

　転んだときの勢いで、帽子が脱げた。さらにはサングラスも外れた。床面を滑るようにして、僕の足もとに転がってきた。

　周囲の客たちは、さも迷惑そうに、彼女の脇わきを通りぬけていく。

　無視するのも気が引けたので、サングラスを拾った。そして、彼女のもとに歩みよった。ついでに、帽子も拾ってあげた。

「落ちましたよ」

「すみません……」

　彼女は帽子とサングラスを受けとりながら、僕を見あげた。

　鼻筋の通った女性だった。メイクも完かん璧ぺきだ。香水の匂いが鼻先をかすめた。甘すぎない、さわやかな香りだった。

「……！」

　その瞬間、とてつもない衝撃を受けた。

　彼女の顔立ちが、あのμにそっくりだったからだ。

　もちろん別人に決まっている。

　まだ「少女」という表現が似合う彼女とは対照的に、目の前の女性は成熟している。三十歳の手前といったところだろう。

　かと言って、彼女と無関係だとも思えなかった。

　あまりに顔が似すぎている。

「もしかして──」

　思いきって、僕はたずねてみた。

「海音寺美み優ゆさんの、お姉さんですか？」

「……！」

　彼女は息を呑のんだ。素早く立ちあがると、僕をキッと睨にらんできた。警戒心が剝むきだしだ。強烈なプレッシャーを感じた。そして、猛もう然ぜんと食ってかかってきた。

「妹は？　美優はどこ!?」

「えっと、いまは更こう衣い室しつで着替えてるところです」

「無事なのね？」

「もちろんです」

「そう……」

　彼女は安あん堵どの表情を浮かべた。

　家出した妹の身を、ずっと案じていたのだろう。僕は海音寺さんの話しか聞いていないので、なんとなくお姉さんを悪役のように思っていたのだけど、イメージを修正する必要がありそうだ。

　とりあえず、自己紹介をすることにした。

「誠せい櫻おう大学文学部の一年で、高幡陸りく生おと言います」

「……はじめて聞く名前だわ」

　彼女は怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せると、値踏みでもするように、僕をじろじろと見た。

「美優の知り合いで、この会場にいるということは……あなた、もしかして……？」

「はい。僕は妹さんの秘密を知っています」

「あなたは一体……」

　とまどう彼女にむけて、僕は思いきって申し出た。

「良かったら、話を聞いてもらえませんか？」
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　ビルの一階には、全国チェーンの喫茶店がある。

　ちょうど窓ぎわの席が空いていた。

「海音寺麗れい華か。美優の姉よ」

　彼女は不機嫌さを隠そうともしなかったけれど、一応、名刺を渡してくれた。

　弁護士。職場は都内の弁護士事務所。法ほう曹そう界かいに疎うとい僕ですら、名前くらいは聞いたことのある大手事務所だった。

「妹とは、どういう関係なの？」

「同じサークルに所属しています」

「郷きよう土ど史し研けん究きゆう会かいね。あなた以外に、妹の秘密を知っている人は？」

「今のところ、僕とお姉さんしか知らないはずです」

「そう。綺あや音ねちゃんですら聞かされていないのね。……ところで、あなたから『お姉さん』と呼ばれるおぼえはないんだけど？」

「すみません。それでは、麗華さんと呼ばせてもらいます。いつも妹さんを苗みよう字じで呼んでいるので」

「…………」

　麗華さんは露骨に眉まゆをしかめたけれど、拒否はしなかった。

「ところで、その大きなカメラはなに？　あなたもイベントの女性たちを撮りたがる有う象ぞう無む象ぞうのひとりってわけ？」

「そうですね。だけど、僕はμ……美優さんしか撮りません。彼女にしか興味がありませんから」

「ストーカー？」

「ちがいます！　美優さんよりも魅力的な被写体はいないという意味です！」

　しばらくの間、麗華さんはいぶかしそうな目で僕を見ていたけれど、やがて溜ため息いきをついた。
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「……正直、おどろいたわ。美優がわたしに隠れて、あんな活動をしていたなんて。ネットには、あの子の写真が大量にアップロードされているし。両親が知ったら卒そつ倒とうするわよ」

「ご両親、ものすごく厳格らしいですね」

「そうね。いまどきの一般家庭と比べたら、相当に厳しいわ。まあ、私は成績が良かったし、自己主張をはっきりできる性格だったから、割と自由にやらせてもらったけど」

　麗華さんは溜息をつくと、コーヒーカップに口をつけた。

「逆に、妹に対しては過保護というか……文字通り、籠かごの鳥とりだったわね。わたしが応援してあげなかったら、とても東京の大学なんて受験できなかったはずよ。あの子もね……少しくらい両親に反抗すれば良かったんだけど、そこまでの度胸はなかった。そんなあの子が、まさか……裏でコソコソと、あんな活動をしていたなんて。悪い夢でも見ているみたいだわ」

　麗華さんは言葉を切った。テーブルの上に置いた拳こぶしを固く握りしめている。

　思いきって、僕はたずねてみた。

「麗華さんは、妹さんの趣味をやめさせたいと思っているんですか？」

「当然よ。見ず知らずの人たちに囲まれて、一方的に写真を撮られて、しかもネットで公開されて……。あの子の家族として、とても看過できないわ」

「でも、妹さんの情熱は本物です。あの衣装だって手作りしていますし、ものすごく研究熱心です。キャラクターへの愛情が、ひしひしと伝わってくるんです。趣味としては特殊な部類ですから、理解しづらいのも仕方ありませんけど。それに、いまやコスプレは世界中に愛好家がいるほど広まっていますし、頭ごなしに否定しなくてもいいと思いますけど」

「頭ごなしに否定するわよ。アニメだの漫画だの、大人になったら自然と卒業すべきものでしょう？　もう大学生なんだから、現実にしっかりと目をむけて、将来を見据えた活動をしていかないと。大学生活なんて、油断していたら一瞬で終わるんだから。現代社会はね、専門的な技術や知識に秀ひいでた人材には優しいけれど、無能な人間は容赦なく切り捨てるわ。あなただって、うかうかしていたら人生を棒に振るわよ？」

「そうかもしれません。ですが、みんながみんな、麗華さんほど立派な人間というわけじゃないんです。何歳になっても、物語が必要な人はいます。物語のおかげで勇気づけられたり、明日もがんばろうという元気をもらう人もいます。なかには、自分の好きなキャラクターと同じ服装をして、キャラクターと一体化することで、充実感を得る人だっているんです」

「それが妹だと？」

「はい。頭ごなしに否定するのは、やめてほしいです」

「…………」

「もちろん、趣味に熱中するあまり成績が落ちたというのなら、お姉さんが怒るのも当然です。ですが、学生としての本分をきちんと果たしつつ、空いた時間で趣味を楽しむくらいは、許してあげてもらえないでしょうか。美優さんは真ま面じ目めだし、きっと両立できると思います」

　麗華さんはコーヒーカップを置いた。

「……ひとつ、質問してもいいかしら？」

「はい」

「美優と同じサークルに所属してると言っても、まだ知り合って一ヶ月も経たっていないわけでしょう？」

「そうですね。僕が美優さんをはじめて知ったのは高一のときですが、彼女が僕を知ったのは、つい最近のことです」

「その割に、あの子の秘密を知っていたり、今日のイベントを見に来たり……ちょっと親密すぎる気がするのだけど。あなたは先ほど、同じサークルの友達だと説明したけれど、やっぱり疑問だわ」

「それは……ひょんなことから、僕は美優さんの活動について知ってしまったんです。それがきっかけで、同盟を結んだと言いますか……つまり、協力関係になったんです。そういう意味では、ただの友達とは少しちがいますね」

「協力関係ね……」

　麗華さんは懐かい疑ぎ心しんを隠そうともせずに、僕を見た。そしてたずねた。

「ところで、ひとつ気になることがあるのだけど。結局、美優はだれの部屋に泊まったのかしら？」

「えっ……」

　しまった。麗華さんに舐なめられないよう、堂々とした口ぶりを心がけていたのだけれど、虚きよを衝つかれたせいで動揺してしまった。

「昨日、あの子と電話で話したあと、すぐさま綺音ちゃんに電話してみたのよ。妹が厄介になるのだから、当然でしょう？　だけど、綺音ちゃんは言ったわ。自分はいま、空港で飛行機を待っているところだとね」

「そ、それは……」

　僕も海音寺さんも、他のことに気を取られてばかりで、肝心なことを怠ってしまったのだ。

　麗華さんが如月きさらぎさんに確認の電話を入れることくらい、ちょっと考えれば想像がつくことだ。如月さんに連絡して、口裏を合わせるように依頼しておくべきだった……！

「綺音ちゃん以外に、あの子を泊めてくれるような友達なんて、聞いたこともないわ。元々、人付き合いの少ない子だし。だけど、綺音ちゃんに誘われて郷土史研究会に入ったことだし、新しい友達ができた可能性もある。そう考えて、昨日は無理やり自分を納得させたんだけど」

「そ、そうですよ。如月さん以外にも、友達なら──」

「ごまかさないで。もう察しはついてるから」

　麗華さんはぴしゃりと僕を制した。

「さっきのあなたの反応を見て、確信したわ。美優が泊まったのは、あなたの部屋なんでしょう？　わたしの想像、まちがっているかしら？」

　ああ……だめだ。

　これ以上、悪あがきをしても無駄だろう。

　僕は正直に告げた。

「そうです。美優さんが泊まったのは、僕の部屋です」

「…………」

　麗華さんは重たげな溜息をついた。

「しかたがなかったんです。他に頼れる友人はいませんでしたし、ホテルはどこも満室でした。だから僕が無理を言って、美優さんを泊めたんです。悪いのは僕です！　その点については、叱しからないであげてください！」

「ちょっと黙っててくれる？」

　突然、麗華さんは無表情になった。周囲のすべてを遮断して、自分の殻からに閉じこもってしまったかのようだった。

　麗華さんは呪じゆ詛そのように、ぶつぶつとつぶやきはじめた。

「……保護者に噓をついて、男子の部屋に泊まるなんて……言語道断だわ。海音寺家の娘として、そして一人の女として、あまりにも軽率……絶対に許せない……」

「あ、あの……麗華さん？」

「これはもう、再教育が必要ね。決めたわ」

「いや、再教育って……？」

　なんだか物騒な言葉が飛びだした！

　ふと、麗華さんは僕に目を留めた。

「あら、あなた。まだいたの？」

　ゴミを見るような眼まな差ざしだった。

「えっと、あの……」

「ごめんなさい。急用ができたから、支払は任せたわ」

　麗華さんは立ち上がると、テーブルに一万円札を叩たたきつけた。そして、ヒールの音も高らかに、店を出た。

「待ってください！　妹さんをどうするつもりですか!?」

　僕は一万円札と伝票を引っつかむと、レジ・カウンターに駆かけこんだ。急いで支払をすませたあと、店を飛びだした。

　麗華さんはどこだ？

　大したタイムロスではなかったので、まだ近くにいるはずだけど。

　ビルの周辺は、大勢の通行人であふれかえっている。

　ほんの一瞬、彼女らしき人影が視界をよぎった。

「見つけた！」

　ちょうどいま、彼女は二階へむかうエスカレーターに乗ったところだった。

　もどかしい気持ちで、エスカレーターの上り口をめざした。人ごみのせいで思うように進めない。

　しかも、いざエスカレーターの前にたどり着いてみると、右側も左側も埋まっている。いつもなら、片側は空いているのに。

「すみません！　すみません！」

　僕は謝りながら、前列の人たちを追い越した。あまりに強引すぎたせいか、露ろ骨こつな舌打ちが飛んできた。だけど、いまは麗華さんに追いつくのが先決だ。

　先ほどの麗華さんは、明らかに普通じゃなかった。

　海音寺さんが噓をついて男子の部屋に泊まった──その事実は、どうやら麗華さんの逆げき鱗りんに触れてしまったらしい。

　ようやくエスカレーターを上り終えた。

　そこは高こう架かを利用した広場だった。だだっ広いスペースを埋めつくす人波。

　ほんの一瞬、麗華さんの後ろ姿が見えた。黒ずくめのせいか、死神のように見えた。進行方向から察するに、イベント会場の入口をめざしているのはまちがいない。

　入口は、もはや彼女の目と鼻の先だった。

「待ってください！」

　ようやく、僕は彼女の正面に立ちはだかった。

「……なにかしら？」

　無表情で投げつけられた言葉は、あまりに辛しん辣らつだった。

「麗華さんは、美優さんの晴れ舞台を見に来たはずですよね？　でも、いまのあなたを見ていると……とてもそうは思えません。なにを考えているんです？」

「イベントの管理者に事情を話して、更衣室に入れてもらうわ。いますぐあの子を連れ帰って、思い知らせてやらないと」

「やめてください！　それじゃあ、なんのために麗華さんを招待したのやら……」

「赤の他人に文句を言われる筋合いはないわ。これはもう、あなたとはなんの関かかわりもない話。我が家の教育の問題よ」

　きっぱり断言すると、麗華さんは再び歩きはじめた。

　僕の脇をあっさりとすり抜けてしまう。

「待ってください！」

　いまの麗華さんをイベント会場に入れるわけにはいかない。

「言っておくけど。わたしの身体に指一本でも触れたら、強制わいせつと見なして通報するから」

　トゲのような言葉が、僕の胸に突きささる。

　それでも、僕はなんとしても麗華さんを引き止めねばならない。

　──どうすればいい？

　──どうすれば抑止力になれる？

　──考えろ、考えるんだ……！

　そうこうしているうちに、麗華さんはするりと僕の脇を通過しようとした。

　──こうなったら……！

　僕は腹をくくった。

　麗華さんの正面で膝ひざをつくと、ガバッと頭を下げる。

　要するに、土下座だった。

「お願いします！　美優さんを、ちゃんと見てあげてください！」

「ちょっ……なんのつもり!?」

　僕の奇行が功を奏したのか、はじめて麗華さんは動揺を示した。逃げるように立ち去ろうとしたけれど、そうはいかない。

　麗華さんの進路に素早く移動して、ふたたび土下座。

　さらに方向転換する麗華さん。もちろん僕も移動する。

「……しつこい男はきらわれるわよ？」

「お願いします。この通りです！」

　麗華さんが考えを改めない限り、イベント会場には踏みこませないつもりだった。

　はっきり言えば、いやがらせだ。

　周囲の通行人がむけてくる視線が、肌に突きささる。

　だけど、それがなんだ。

　海音寺さんにとって、このイベントに麗華さんを呼ぶことが、どれほど勇気の要ることだったか。

　それを思えば、僕の苦労など大したことはない──！

「どうして？　どうして、美優のためにそこまでできるの？」

　麗華さんの口調に、若干の戸惑いが生じた。心底、理解できない様子だった。

「高校一年の夏でした！　はじめてイベント会場で美優さんを見かけたとき、僕はとてつもない衝撃を受けたんです！　本当に輝いていました！　あの瞬間、元気というか、勇気というか、なにか大きなものを受けとった気がしたんです！　それ以来、僕は彼女の大ファンになりました。そして、大学で美優さんに出会って、たまたま秘密を知って……本当にうれしかったんです！　彼女のためにできることがあるなら、なんだってやります！　この程度、なんでもありません！　もし、あなたがどうしても再教育とやらにこだわるというのなら──」

　僕は立ち上がると、高架の端に駆けよった。

「ここから飛び降りたってかまわない！」

「……!?」

　麗華さんの顔から血の気が引くのがわかった。

　頭のおかしいやつ、ヤバいやつだと思ったのかもしれない。

　眼下をちらりと見やった。

　大通りでは車が行き交っている。

　落ちても死ぬような高さではなさそうだけど……落下直後に轢ひかれたら、まちがいなく人生終了だろう。いや、もちろん本気で飛び降りるつもりはない。はったりに決まっている。だけど、こんなバカな真似をしてでも、僕は麗華さんに伝えたかった。

　海音寺さんにとって、コスプレ活動がどれほど大切か。そして僕にとって、μがどれほど大切な存在であるのかを。

「…………」

　麗華さんは一言も喋しやべらない。

　結局、僕の気持ちは伝わらなかったのだろうか。それどころか、ここで彼女が冷たい目をして、「じゃあ、あなたの本気を証明するために、本当に飛び降りてくれる？」などと要求してきたら、どうすればいい？　素直に「ごめんなさい」と謝るか？　できるわけがない！　いくらなんでもカッコ悪すぎる。

　万が一そうなった場合は、本当に飛び降りてやるしか──。

「……はあ」

　と、麗華さんが溜息をついた。

「君には負けたわ」

「……えっ？」

「更衣室に突入するのだけは、やめてあげる。だけど、美優を許したわけじゃないわ。あの子の活動を見たあとで、どうするかを決める。そこは譲れない。それでいい？」

「あっ、ありがとうございます！」

　僕は心の底から感謝した。

　と同時に、膝ひざが崩れそうになったけれど、かろうじて踏んばった。

　飛び降りる羽目にならなくて、本当に良かった……。
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　時計の針が十三時を指すと同時に、いよいよ撮影会がはじまった。

　僕は麗華さんと肩を並べて、撮影スペースに面した通路で待機した。

　あまりに人が密集しているせいで、酔いそうになってしまう。

「…………」

　麗華さんは無言で突っ立っている。再び帽子とサングラスを装着しているのは、妹に気づかれたくないからか。

　あるいは、こんなイベントに参加している自分を周囲に見られたくないからなのか。そのあたりの心情は、よくわからない。

　そのとき、会場がどよめきに包まれた。

「あの子、μじゃないか？」

「江えの島しまの次は秋葉原か。彼女、活動的になったよなあ」

「今回は制服か。似合ってるなあ！」

　カメラマンたちの会話が聞こえてくる。

　僕も彼女を見つけた。

　エリアの奥のほう、彼女はまぶしいほどの笑顔を浮かべながら、堂々とポーズを決めている。全身がきらきらと輝いているように見える。人目を惹ひくオーラが、肉体の内側から放射されているかのようだ。

　自信に満ちあふれた立ち姿。まるでヒロインがテレビ画面から抜けだして、この場に舞いおりたかのようだった。

　僕などは圧倒されてしまい、その様子を遠巻きに眺めるだけで精一杯。

　それは麗華さんも同じみたいで、ただただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

　麗華さんにとっては、まったく未知の世界なのだろう。

　カメラマンたちの熱ねつ狂きようぶりを見たら、保護者としては心配でたまらなくなるかもしれない。

　イベントを麗華さんに見てもらうという作戦は、失敗だっただろうか。

　ちらりと、危機感が胸をよぎる。

　おそるおそる、麗華さんの横顔をうかがってみた。

　最悪、激怒しているかもしれない。

　その場合、どうフォローすればいいのだろう？

　またしても土下座する？

　いや、もう同じ手は通用しないだろう。

　頭の中でいろいろ考えていると、

「……おどろいたわ」

　と、麗華さんがぽつんとつぶやいた。

「なにがです？」

「あんなに活いき活きとした美優を見るの、はじめてだから。正直、くやしいわ」

「くやしい？」

　そんな言葉が麗華さんの口から飛びだすなんて、あまりに意外だった。

「だって、わたしはわたしなりに、美優があんなふうに笑えるよう、いろいろとサポートしてきたつもりだったのに……」

　そうだった。

　麗華さんの協力があったからこそ、海音寺さんは東京都内の大学を受験できた。冷れい酷こくなように見えて、その実、妹想おもいな人なのだ。

「結局、わたしも両親と同じように、あの子から笑顔を奪っていただけだったのかもしれないわ……。だけど、わたしの助けなんて借りなくても、あの子はとっくの昔に、自分が笑顔でいられる場所を見つけていた。そう思ったら、なんだかくやしくて……本当に、困った子ね」

　そう言って嘆たん息そくした麗華さんの横顔は、「くやしい」という心情の吐と露ろとは裏腹に、とても清すが々すがしくて。

　その表情は、僕にある種の確信を与えるのに、充分だった。

　きっと麗華さんは認めてくれたんだ。

　海音寺さんが、これからも活動していくことを──。

「ねえ、高幡君だったかしら？」

　と、麗華さんが改まった様子で、声をかけてきた。

「はい」

「あの子に伝えてほしいんだけど──」

　麗華さんは僕に伝言を頼むと、「まだ仕事が残っているのよ」と言い訳をして、足早に立ち去った。





　　　　６






　それから二時間後、撮影会は無事に終了した。

　僕は例の喫茶店で、海音寺さんを待った。

　三十分ほどが経過したころ、

「──待たせてごめんね」

　ようやく海音寺さんは現れた。

　例のお下げ髪にもどっているので、イベント会場で輝いていたときの面おも影かげは、すっかりなりをひそめている。衣装やメイクだけで、あんなにも変へん貌ぼうしてしまうのだから、女の子ってすごいなあ……と、あらためて感心した。

　向かいの席に着いた海音寺さんは、見るからに緊張している。

　僕はまだ、麗華さんの気持ちを彼女に伝えていない。

　それどころか、会場内で麗華さんに出会い、いろいろと話したことさえ、あえて伏せていた。

　スマホではなく、自分の口で伝えたかったからだ。

「お姉ちゃん……見てくれたかな？」

　不安げにつぶやく海音寺さん。

　僕はうなずいた。

「うん。僕の隣で、しっかりと見ていたよ」

「えっ？　お姉ちゃんと会ったの!?」

「会うどころか、いろいろと話を聞かせてもらった。一目見て、海音寺さんのお姉さんだとわかったからね。これは僕の勝手な推測だけど、μのメイクは麗華さんを手本にしているんじゃないかな？」

　海音寺さんは息を呑のんだ。

「すごい！　よくわかったね」

「麗華さんの顔を見た瞬間、そっくりだと思ったから。海音寺さんよりも先に、彼女が思い浮かんだんだ。きっと、麗華さんのメイクを真ま似ねしたんだろうなって」

「名探偵みたいだね」

　海音寺さんは微び笑しようした。

「なんだかんだ言って、海音寺さんは麗華さんを尊敬していて、麗華さんみたいな女性になりたいんだろうな、と思った」

「そうだね。お姉ちゃんは、わたしにとって憧あこがれの存在だよ。きれいだし、カッコいいし、仕事もできるし……恐いところもあるけど」

「それは言えてる」

　僕は苦笑した。

　海音寺さんも釣られて笑ったけれど、すぐに神しん妙みような顔をした。

「お姉ちゃんは、いまどこにいるの？」

「先に帰ったよ」

「えっ……どうして？」

　不安げな顔をした彼女を安心させるように、僕は付け加えた。

「その代わり、伝言を頼まれた」

「聞かせてくれる？」

　海音寺さんは居住まいを正した。

「じゃあ、言うよ──『あなたは、自分が思った通りに行動しなさい』」

「ほんと!?」

　海音寺さんは興奮気味に、身を乗りだした。頰を紅こう潮ちようさせている。

「ほんとだよ。最初は恐い人だなって思ったけど、妹想いの、いいお姉さんだと思った。それと、きっと照れ屋さんなんだろうね。自分の口から直接伝えればいいのに、さっさと帰っちゃうし」

　海音寺さんは、見る見るうちに涙ぐんだ。

「わたし……お姉ちゃんのこと、誤解してたみたい。お姉ちゃんは、お父さんやお母さんと同じ考え方なんだって、ずっと思いこんでた。でも、お姉ちゃんはわたしのこと、ちゃんと見ていてくれたんだ……」

「うん。ちゃんと気にかけていたよ。ああ、だけど……」

「だけど？」

「実は、海音寺さんが如月さんの部屋じゃなく、僕の部屋に泊まったことがバレてしまって……それについては、誠心誠意、謝っといたほうがいいよ。あの噓がバレたせいで、一時はすべてが台無しになるところだったから」

「そうだったんだ……うん、ちゃんと謝る」

　海音寺さんは指先で涙をぬぐうと、僕の顔をまっすぐに見た。

「なにもかも、高幡君のおかげだね。ありがとう」

「いや、そんな大したことは……。最終的には、海音寺さんの晴れ姿が麗華さんの心を動かしたわけだし。僕なんて、大して役に立ってないよ」

「ううん、そんなことない！　君がいなかったら、こんな形にはなってなかった！」

　そう言って、海音寺さんは笑った。

「だから、ありがとう。心の底から、感謝してる」

　その白しら百ゆ合りのような清せい楚そさに、僕は目を奪われた。

　これまでに僕が見てきた、どの表情よりもきらきらと輝いていて、撮りたいという衝しよう動どうをおさえるのに苦労したほどだった。
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　──五月七日、月曜日。

　絶対に信じたくないという気持ちで、スマホの液晶画面を穴が空くほど見つめてみたけれど、それで日付が変わるわけではなかった。

　なんということだろう。

　せっかくの九連休も終わり、今日からまた講義がはじまる……。

　悲ひ愴そう感かんをおぼえつつ、朝食を摂とった。

　トーストに牛乳、そして野菜サラダ。先日、海かい音おん寺じさんがつくってくれた朝食とは比べるべくもない、簡かん素そなメニューばかり。

　焼きたてのトーストにジャムを塗りながら、連休中の出来事を思いだした。

　大型連休の初日と二日目は、海音寺さんのおかげで波は瀾らん万ばん丈じようだった。

　正直、いまでも信じられない。

　あの海音寺さんが、僕の部屋に泊まったのだ。彼女の料理も絶品で、最高の思い出となった。

　そして、秋葉原でのイベント。麗れい華かさんとの対決と和解……。

　こんな僕でも、少しはお役に立てたかなと思う。

　もっとも、ドラマチックだったのは二日目までで、三日目以降は、なんら代わり栄えのしない日々がつづいた。

　友人たちは軒のき並なみ帰き省せいしてしまったため、読書やスマホゲーム、レンタルビデオなどを楽しみながら、だらだらとすごす羽は目めになった……。

　いっそ春はる菜なと一緒に帰省したほうが良かったかもしれない。

　歯を磨いたあと、溜ため息いきまじりに家を出た。




　大学の正門付近で、見慣れた後ろ姿を発見した。

　春菜だ。いつも同じ学部の友達に囲まれている彼女だけど、なぜだか今け朝さは一人ぼっちだった。

　春菜と言えば、まだちゃんと話ができていない。

　大型連休の初日、僕は海音寺さんと二人で、スーパーの食品売り場で買い物をしていた。その現場を春菜に目撃されてしまったのは、本当に間が悪かった。

　あの日、春菜は僕の説明に耳を貸そうともせず、足早に立ち去った。

　僕と海音寺さんの仲を誤解したのはまちがいない。

　早めに訂正しておいたほうがいいだろう。できれば連休中に話したかったのだけど、春菜はずっと帰省していたので、こちらから連絡するのは遠慮していたのだ。

「おはよう、春菜」

　なるべく自然な調子で、春菜に声をかけた。

「……おはよう」

　抑揚に欠けた、無感情な口調だった。いつもの春菜とは異なる反応だった。なんというか、他た人にん行ぎよう儀ぎなのだ。

　春菜と肩を並べて、歩きだす。

　しばらくは、お互い無言だった。

　なんだか気まずい……。

　校こう舎しやに入ったところで、僕は切りだした。

「えっと、この前のことなんだけど」

「この前のことって、なに？　あたし、これからスペイン語の講義なんだけど」

「いや、すぐにすむから。なにか誤解してるみたいだから、ちゃんと説明しておこうと思って」

「誤解って、なによ？　どう見たって、誤解しようがないじゃない！」

　やっぱり誤解していた。しかも、僕と海音寺さんがただならぬ仲だと、すっかり思いこんでしまった様子だった。

「いや、だから誤解なんだ」

　僕は説明をはじめた。

　あの日、海音寺さんがお姉さんと喧けん嘩かして、家出をしたこと。

　ずぶ濡ぬれになって大学構内をさまよっていたところを、僕が見つけて、一時的に部屋に上げたこと。

　しかし、あくまでもそれだけのことで、決してやましいことはしていない……等々。

　さすがに、海音寺さんの趣味についてや、彼女を一晩泊めたことについては、伏せざるを得なかった。

　とにかく、僕はあくまでも人助けをしただけであって、決して深い意味はないのだと説明した。

　春菜は黙って僕の話を聞いていた。

　やがて、大おお袈げ裟さとも言える溜息をもらした。

「……もうわかった。信じるから。陸りく生おが、困ってる人を見すごせない性格だってことは、よく知ってるし」

「ありがとう、春菜」

　僕は胸を撫なでおろした。

「安心したよ。変な誤解を受けたままじゃ、海音寺さんだって迷惑だろうし」

「ま、冷静に考えてみれば、陸生と海音寺さんとじゃ、釣りあってないもんね。あちらは大金持ちのお嬢様だし。陸生なんかとは釣りあわないよ」

　春菜がからかうような口調で言った。

　ようやく本来の調子がもどってきたようだ。

「はは……まあ、そうだよな。僕なんかと彼女じゃ……」

　……あれ？

　どうしてだろう。

　その瞬間、僕は足元にぽっかりと穴が空いたような、奇妙な感覚をおぼえた。

「陸生？　どうかした？」

　春菜が僕の顔をいぶかしげにのぞきこんでいる。

　僕は我に返った。

「な、なんでもないよ。それじゃあ、僕はドイツ語だから」

　僕は目の前の講義室を指さした。

「うん。またね」

　春菜は軽く手を振ると、ぱたぱたと立ち去った。心なしか、足どりが軽くなったように見えた。




　悲しいことに、仲間内でドイツ語を選択しているのは、僕だけだった。

　僕はカッコいいと思うんだけど、なぜか周囲では不人気なのだ。

　友人を頼れない以上、自力でがんばるしかない。

　予習でもしておくか……と思いたち、テキストに目を通していたら、だれかが隣席に着いた。

　ふわりと甘い香りが漂ってくる。女の子らしい。

　ふしぎに思った。

　空いてる席なら他にいくらでもあるのに、どうしてわざわざ……。

　僕に気でもあるのだろうか？

　……なんて、そんなことあるわけないだろう。

　いや待てよ。この香りは、もしかして──。

　僕はさりげなく、隣の女子の横顔をうかがってみた。

　たちまち、目と目が合った。

　彼女はずっと、僕を見ていたのだ。

「海音寺さん!?」

「おはよう」

　黒くろ縁ぶち眼鏡めがねにお下げ髪。地味な服装。

　いつもの海音寺さんが、端たん然ぜんと腰かけていた。

「おっ、おはよう。ドイツ語を選択してたんだね。全然、知らなかった……」

「わたしは気づいてたけどね」

「そうなんだ？　だったら声をかけてくれれば良かったのに。でも、いいの？　ほら、例の契約……」

　僕は声をひそめた。

「べつに、いいんじゃない？　同じサークルに入ってから、もう三週間くらい経たつわけだし。むしろ、赤の他人のふりをしているほうが不自然じゃないかしら」

「まあ、それもそうか」

　そう応こたえつつも、ふしぎな気分だった。

　以前の海音寺さんと比べると、雰囲気がやわらかくなった感じがする。

「さっき、廊ろう下かで代よ々よ木ぎさんと話してたよね？」

　と、海音寺さんがたずねてきた。見られていたようだ。

「うん、話したよ。誤解も、ちゃんと解いておいたから」

「そう。良かった……」

　海音寺さんは、心の底から安あん堵どした様子を見せた。彼女なりに、ずっと気にしていたようだ。

「そういえば、如月きさらぎさんは一緒じゃないの？」

「綺あや音ねはフランス語だから」

「そっか。春菜はスペイン語だし、鳥とり居い君は……なんだっけ？　少なくともドイツ語の講義室で見かけたことはないよね。つまり、ドイツ語で頼れるのは海音寺さんだけってことになる」

「あまり頼られても困るんだけど。わたしはお姉ちゃんとちがって、成績は人並みだから」

「いや、さすがに比較対象が間違ってると思うんだけど」

　麗華さんと互角に張り合える学生なんて、なかなかいないだろう。

「あ、そうだ」

　と、海音寺さんが思いだしたようにつぶやいた。

「高たか幡はた君には本当にお世話になったから。約束どおり、ご褒ほう美びをあげなくちゃね」

「なんの話？」

「ちょっと、忘れたの？」

　海音寺さんは心底、あきれ返った様子だった。

「ほら、契約事項の五つ目」

「五つ目？　……ああ、そういえば、そんな話もあったね」

　僕は自分の迂う闊かつさを笑った。本当に忘れていたのだ。

「あきれた。お人ひと好よしなんだから。でも、そういうところ……君らしいかも」

「へっ？」

「な、なんでもないわよ！　とにかく、お世話になりっぱなしじゃ、わたしの気がすまないから。契約はちゃんと守るわ。なにか欲しい物があるなら、言ってくれる？」

　生き真ま面じ目めな彼女らしい言葉だと思った。

「大丈夫だよ。ご褒美なら、もう受けとってる」

　と僕は答えた。

「どういうこと？」

　小首をかしげる彼女。

「はじまりは、あのコンパだった」

「……？」

「隣の席に、君がいた」

「そうね。いま思えば、独りぼっちでスマホばかり見てたわたしを気づかって、いろいろと話しかけてくれたんだよね？」

「いや、僕も話し相手がほしかっただけだよ。そのあと、海音寺さんが憧あこがれの彼女だと判明して……僕の大学生活は一変したんだ。海音寺さんと秘密を共有して、同じサークルに入って、一緒に江えの島しまに行って、秋葉原にも行って。そして、恐いお姉さんと対決して……いろんな経験ができた。おいしい料理もつくってもらえたしね。だからさ、ご褒美ならとっくの昔に受けとっているんだ」

「はあ……お人好しも大たい概がいにしとかないと、いつかバカを見るわよ？」

　あきれたような口調の割に、海音寺さんは微笑を浮かべている。

「まあ、強しいて言えば」

「なに？」

「これからも、僕の隣にいてほしい。それが最高のご褒美だよ」

「──!?」

　突然、海音寺さんは固まってしまった。

「あれ？　僕、なにか変なことを言ったかな？」

「そっ、そんな恥ずかしい台詞せりふ……よくも真顔で言えたもんだわ！」

　海音寺さんは頰ほおを紅あかく染めていた。

「ごっ、ごめん！」

　たしかに、変な誤解を受けてしまいそうな言葉だったかもしれない。

　気づいたとたん、僕の頰もカアッと熱を帯びてしまった。

　僕がうろたえていると、

「でもまあ……その程度のご褒美でいいなら、安いものだわ」

　海音寺さんは少女のように、くすくすと笑った。

「お望みどおり、隣の席にいてあげる」
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